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realSIDE

１章　私、仕事中なんですからね







　コール音は意外なほどすぐに途と切ぎれた。

「はい」

　受話器の向こうから聞こえた声は、想像とは少し違ちがっていた。

「あ、あの、こんにちは。篠しの田だ遙はる香かです」

　遙香は、向こうのデスクでパソコンを前にし頭を抱かかえている同どう僚りように遠えん慮りよしつつ、声を潜ひそめた。そうしながら、なにが想像と違うのか考えた。

　電話相手、遊ゆ佐さリョータの声が、メールやチャットでの印象よりも少し落ち着いて聞こえたのだ。

「篠田さん、こんにちは！　どうしたのいきなり」

　……気のせいだ。やはり彼かれはいつもの彼のように、明朗快活だった。

「俺おれ、今まで『Walpurgis Nights』にいたんだよ。巨きよ大だい雷らい鳥ちように殺されて落ちちゃったけど……そうだ、この前頼たのまれてたクエストのデータだけど」




　篠田遙香は別に「Walpurgis Nights」をクリアーすることを目指して情報収集しているわけではない。結果的にそうなるかもしれないが、このゲームの作者であると考えられている「三み輪わ薫かおる」との接せつ触しよくが第一目的、いや唯ゆい一いつの目的である。

　そのためにゲームに参加しているアカデミアの生徒たちから、情報を集めている。制作者側である魔ま女じよに近づくための情報、クエストの攻こう略りやく方法や強い装備の手に入れ方まで、ゲームに参加していない遙香があの世界では一番詳くわしいのではないかと錯さつ覚かくしてしまうほどだ。

　参加することを考えたことはある。だが、前提である「アカデミアの生徒である」という条件をクリアーすることができない。あの学校に入り込むには、国の管理するデータに違い法ほうアクセスをして書かき換かえるくらいの技術がなければかなわないだろう。

　それに、そんなことが可能であっても、軽く二桁けたの法律に触ふれるだろう。

　あくまでも会社員で、会社の命令に沿って動いている遙香には無理なことだった。

　それに自分の年ねん齢れいを思うと、自分の姿そのままの写し身アバターを使って動き回るあのゲームに参加することは、少々……辛つらい。盾たてだの剣けんだの魔ま法ほうだのは、十代の少年少女に任せたい。
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　篠田遙香の童顔をもってすれば、あまり違い和わ感かんはないだろうと周囲は言うに違いなかったが。




　リョータは遙香がメモを取るのを待ちながら、求められていたクエストの情報を口にした。三つ目のワールドエンドライツを手に入れるための条件だった、十字城の聖御子ホーリーチヤイルドを助けるためのクエストを。

「ふむふむ。そうか……聖御子の復活。やっぱりワールドエンドライツを持っていることが条件だったのね。あの武器がなければ、［双そう王おうの塔とう］が下りてくるための［三人の王の復活］というフラグが立たなかったわけね」

「そういうことだろうねー」

　リョータがジュースをすする音が聞こえた。

「でも私としてはワールドエンドライツがこのゲームのクリアーに必ひつ須すである、というのはいまいち納なつ得とくできないなあ。ほら、他にゲームに参加してる子たちを知ってるから……」

「俺は別にそんなこと、どうでもいいなぁ。クリアーするのなんか、誰だれでもいいんじゃない？　優ゆう馬ま君は頑がん張ばってるしさぁ。それに、あのゲームのクリアーって……ラスボスを倒たおしたとしても、別のクエストが新規で追加されるだけじゃないかなあ。次の雑ざ魚こ敵は前のラスボスより強いぜ！　みたいな。そのときはワールドエンドライツも普ふ通つうの武器になっちゃうかもしれないよね」

　なんだかリョータはもぐもぐしている。耳を澄すますと、周囲に喧けん噪そうが聞こえる。どこかのファーストフード店にいるらしい。ポテトでもつまみながら話しているようだ。

「それはそうかもしれないけど。でもそんなこと言ったら私が三輪様にたどり着くまで、一体どのくらいの時間がかかるのよう……」

　自家製攻略サイトは充じゆう実じつするばかりだ。

　デスクの向こうから、同僚が死んだ顔で遙香を見つめている。少し声が大きすぎたようだ。遙香は小さな身体をなお小さくして、声を潜めた。

　就業時間の終わったオフィスは、四人を残して皆みな帰ってしまっている。残っているのは、クレーム対応に追われている者と、上司に非常に手て間ま暇ひまがかかるデータ入力を「明日までね」と頼まれた者と、寝ねている者と、あとは遙香だ。この電話が終われば帰るつもりの遙香は、「手伝ってくれないか」などと言われてしまうような隙すきを見せるわけにはいかなかった。

「そんなこと俺に言われても。魔女なんか一回会っただけでもういらねって感じだったよ。俺、黒くろ髪かみの魔女に殺されそうになったし」

「リョータ君はなんだかんだでものすごく攻略に貢こう献けんしてくれてるのよね。優馬君と一いつ緒しよに……そうだ、昨日から優馬君が電話に出てくれないんだけど、私嫌きらわれたりしてないわよね？　ちょっと心配になってきちゃった」

「うーん。よく分からないから、今度会ったときに聞いてみるよ。優馬君は篠田さんのことどう思ってるかって、篠田さんが気にしてたよって」

「きゃあ、なんだか恋れん愛あい相談みたいだからやめてぇ！」

　黄色い声に批判的な目を向けられ、篠田遙香は片手を挙げた。

「ああ、もう……私、仕事中なんですからね。それはともかく、優馬君は今……あのクエストに参加してるのよね」




　不滅Tower ofなる Immorta双王lly Dualの塔-king's。

「Walpurgis Nights」の世界に降り立ったプレイヤーはまず、巨きよ大だいな双そう塔とうが空に浮うかんでいる、幻げん想そう的てきな光景に度ど肝ぎもを抜ぬかれることになる。

　不思議な光を内から放つ白い石でできた巨大なその塔は、空に浮ふ遊ゆうする島にその根本を預け、空に浮かんでいた。非現実的といえば、この上ない……だがあの世界においては現実のものとして「空を貫つらぬく双塔」が存在するのだ。

　いつしかあの場所こそが「Walpurgis Nights」のラストダンジョンだという噂うわさがプレイヤーの間で出回りだした。それはどう調べても塔に近づくことのできなかった者たちによる推測だったのだが……。




「双王の塔、いくつかのギルドが参加してるよ。でも、俺……俺は参加できないんだ」

「えっ、どうして。リョータ君、今は優馬君のギルドに参加してるんでしょ？　彼らと一緒にクエストに挑ちよう戦せんしてるとばかり」

　ああうぅ、とくぐもった声が聞こえた。

　すぐ近くで別の電話が鳴り、遙香はびくりと肩かたを震ふるわせた。すぐに別の社員が受話器を取った。彼の声が邪じや魔まで、遙香は受話器をぎゅっと自分の耳に押おしつけた。リョータとの通話に集中する。

　向こうから、外国語のざわめきが聞こえた気がした。

「レベルが足りなくて、ダンジョンの中に入れないんだ……あと経験値三千くらい貯ためれば、入れるんだけど。なんかちょっと面めん倒どうになって……しばらくゲームやめとこうかなあって思って。このところダイブしっぱなしだったから、母親にもうるさく言われてるし」

「えっ、ダメよそんなの。双王の塔がクリアーされたら、一体何が起こるのか分からないわ。もしかしたら本当にゲームクリアーってことになるかも知れないのに、そのタイミング逃のがしていいのっ？　もったいないわよ！」

　リョータはうぅ……としばらく唸うなっていた。

「……確かにもったいない……かな？　一気に三千くらいレベルアップする方法があればいいのに、このゲームってそういうのないんだよね。俺、モンスターと戦うのあんま好きじゃないからできるだけ避さけてたんだけどさ。これなら優馬君と一緒に適当なボスとバトルして、最後のトドメだけ刺ささせてもらったら良かったなぁ」

「待ってて、経験値三千、ちょうどそのくらい獲かく得とくできるボスがいたはずよ……えぇーと、確か、［砂さ漠ばくの毒サソリを壊かい滅めつさせよ］っていうクエストで、女王サソリを倒したら良かったはず。これがあんまり強くないのに、経験値は美お味いしいって評判で、最近よく狙ねらわれてるらしいわ」

「えーでも俺、敵の出現ポップ待ちするのやだな。プレイヤーが並んでボスが出現するの、待ってるんだよ。そういうとこ多人Massive数参ly Mult加iplayer型 Onlineってウザいよね」

「そんな根こん性じようのないことでラスダンに参加できると思ってるの？　もったいないって言うか、残念じゃない！」

「そりゃあそうだけどさ……。俺、ラスト前になるとちょっと冷めるタイプなんだよね。でも、最近の優馬君ってなんか神がかった強さなんだよね。ノーザンライツが全然ハンデになってないっていうか、むしろ鬼おにに虎とら柄がらパンツみたいな」

　それってもしかしてあの諺ことわざの間ま違ちがいかな？　というツッコミは放ほう棄きし、遙香は別の問いを口にした。

「ノーザンライツがハンデ？　でもあれって、強力な武器なんでしょ？　なんでそれがハンデになるの？」

「だって強制的にＨＰが九になるから、敵から九回以上攻こう撃げき受けられないし。優馬君みたいなセンスがないと、あれは普通使いこなせないよー。俺があんなの使うことになったら、もう諦あきらめるな」

　初耳だった。優馬はゲームの中の説明をするとき、妙みように奥おく歯ばに物の挟はさまったような、披ひ露ろうする情報を丁てい寧ねいに選せん択たくしているような感じがしたが、そんな大事なことを黙だまっているとは。

　遙香は裏切られたような気持ちがして、しばらく黙り込んだ。

「そんな話聞いてなかったな……ちょっとショック。でも私、負けないわ。優馬君は心配かけないために黙ってたのかもしれないし。でもリョータ君、君はちゃんとそのクエストに参加すべきよ！　優馬君がさっさとクリアーしちゃったら、悔くやしいでしょ」

「あ、ごめん篠田さん。俺、そろそろ時間だから。犬小屋の掃そう除じのバイトするんだ。俺、犬より猫ねこの方が好きなんだけど、バイトだから仕方ないよね。じゃあ元気でね」

「あぅっ」

　通話はぷつっと切られてしまった。

　遙香はしばらくぼんやりしていたが、もう一度コールしてみた。だがリョータは電話に出なかった。ため息をつき、液えき晶しようを操作して今度は違う番号を指定した。すると今度は、「現在おつなぎすることができません」という定型文を語る合成音によって通話不能が告げられた。

　如きさ月らぎ優馬は電話に出ることができないらしい。それはそうだろう、彼は今も双王の塔に挑戦しているはずだ。アナザーで携けい帯たい電話の通話をする技術もあるらしいが、ゲーム内でそれは不可能だろう。

「うう……神様仏様優馬様、どうか私と三輪様を巡めぐり合あわせて……っ」

　篠田ぁ、そんなに暇ひまなんだったらこの画像データちょっと見てくれる～？　などと声がかかるが、遙香は全力で首を振ふった。

「すみません先せん輩ぱい、私、今日はもう帰りたいなって思ってまして……！」

　どさ、と青白い顔色をした先輩社員が遙香の目の前に大きなファイルを積み上げた。中に何百枚も紙を挟んだファイルである。

「ごめんよ篠田。クレームがもう一件来ちゃったから、俺そっち対応しないと。でもこっちも急ぎなんだよね。この紙に載のってる案件、このファイルの中から探し出して。一枚一枚丁寧に。頑張ってね」

「そそそそそんなぁぁー」

　文句を言おうにも、先輩社員の机の上には、遙香の前に積み上げられたファイル数の数倍にもなる書類が積み上げられていた。

　そしてまた、電話が鳴っている。

　篠田遙香はため息をつき、ファイルを手に取った。







reverieSIDE

２章　彼は、敵だから！







　その「事件」が起こってから、わずか三十秒しかたっていなかった。

　青い髪かみの魔女は、自分がいつも座すわっていた場所を遠くに眺ながめ、呆ぼう然ぜんとしていた。

　ここは魔女たちのアトリエだ。金きん髪ぱつの魔女が鼻歌交じりにモンスターのデザインを行い、黒髪の魔女が遠見の鏡を使って、歯ごたえのありそうな冒ぼう険けん者しやを探す。そして自分は暗い隅すみっこに座り、生み出だされるモンスターを、鏡に映る光景を眺め、いつも静かにたたずんでいた。

　隠かくされたゲーム「Walpurgis Nights」のことを外に漏もらそうとしたものは、魔女たちから手痛い仕返しを受けることになる。金髪の魔女はたくさんの「人形ドール」と呼ばれるモンスターを使い、冒険者を追おい詰つめ、この世界から消し去る。

　人形と呼ばれるだけあって、そのモンスターにはＮＰＣのように与あたえられた自じ我がすらなく、ただ自らを律するプログラム通りにプレイヤーと戦う。

　意志はなく。

　心もなく。

　だから生まれた理由もなく、おそらく時間の概がい念ねんもない。

　過去も未来もなく、止まった「現在」にいて、金髪の魔女の指示通りに戦う。時に死ぬ。死んでも悲しむことはない。自分と同じ形をした姉妹たちが隣となりで剣に貫かれようと、炎ほのおに焼かれようと、一いつ瞬しゆんたりとも臆おくすることはない。

　青い髪の魔女は、自分がＮＰＣの中でも選ばれた存在、実際の人間のデータからつくられた「アドバンスドチルドレン」と呼ばれるものだと教えられた。

　怖こわがらなくても良いのよ。自分の名前が分かる？

　まるで女め神がみのような神こう々ごうしさで、金髪の魔女が問うた。でも自分には答えることができなかった。意識が水に溶とけていくように感じられた。自分の名前など、分からなかった。金髪の魔女は焦じれたらしく、思い出してと急せかしたが、どうしても答えることができなかった。

　それだけではなく、長い間口をきくこともできなかった。青い髪の魔女としての力と身体を与えられ、この世界に存在することを許されたときも、ずっと沈ちん黙もくを続けていた。なにも感じなかったからだ。

「お前は失敗作なのかしら……でもそんなはずはないわ。お前を導けとあの方はおっしゃったのだもの。ねぇ、早く声を聞かせて頂ちよう戴だい」

　内側に光を抱いだいた、エメラルドの目をした金髪の魔女は、まるで猫のように悪いた戯ずらっぽい表情を浮かべ、青い髪の魔女の頬ほほをつついた。その様子は楽しげで、まるで少女のように可愛かわいらしく……。

　だからたった今、黒髪の魔女の腹をナイフで貫いたのが彼かの女じよであると、にわかに信じられなかった。

　いや、自分は彼女のアンバランスさを知っている。慈じ愛あいに満ちているようで、残ざん酷こくだ。愛しているといいながら、心の内を絶対に明かさない。黒髪の魔女ウリアは、いつも彼女相手に軽口を叩たたいているようでいて、時折頬に氷刀でも当てられたかのような表情を浮かべていた。

　おそらく黒髪の魔女は、金髪の魔女を恐おそれていた。

　だが、まさかこんな風に終わりが来るとは思っていなかっただろう。いや、あるいは予兆していたのか。青い髪の魔女に「いないふりをして私たちの会話をきいていなさい」と命じたのは、彼女だ。




　黒髪の魔女は腹に突つき立たてられたナイフを不思議そうに眺めた。なにか口にしたが、青い髪の魔女の位置からその声を聞き取ることは不可能だった。金髪の魔女を攻撃する言葉か、あるいは自分に逃にげろと言ったのか。

　青い髪の魔女はつ、とかかとを後ろに下げた。それは意図したものではない、単なる生理的な反応と言った方が近い。金髪の魔女は黄金の刃やいばをしたナイフを引ひき抜いた。黒髪の魔女は、血を流しながら倒れ込む。

　笑い声は狂くるった鳥の声のようだった。

「私が誰かって？　あなたはよく知ってるでしょう？　ウリアちゃん。ああ……ごめんなさいね、ウリアちゃん。でもね、あなたが悪いのよ。あなたとはずっと友達でいたかったわ。そんな私の気持ちを先に裏切ったのは、あなただもの。私がどれだけ悲しかったと思う？　ねぇ……レン？　いるんでしょう？　ウリアちゃんと一緒に帰ってきたのよね」

　怖かった。地面が震えているような気がした。だが震えているのは自分の身体だ。白い柱にすがりつきながら息を潜める。

「ねぇ、レン……」

　金髪の魔女は青い髪の魔女がいる場所を正しく把は握あくしていた。そして鼠ねずみをなぶる猫のように、追い詰められた少女をからかい、いじめて楽しもうとした。

　その嗜し虐ぎやく趣しゆ味みが、今回は金髪の魔女のマイナスとなった。

　倒れたと思った黒髪の魔女が、背後から金髪の魔女を捕とらえた。鎌かまのように曲げた左ひだり腕うでを首に絡からめ、引き寄せる。武器を手にする余よ裕ゆうもなく、素す手でで、すがりつくように必死な力で、黒髪の魔女は金髪の魔女を捕らえた。

「……しつこい子ねぇ……」

「ここは、行かせないわ……。あんたの、思い通りになんか、させるもんですか。ねぇ、あんたどういうつもりなの……ユウマ君のキャラクターデータが欲ほしいの？」

「そんなくだらないことをするわけないでしょう……？　私が望んでいるのは、もっと別次元のものよ。ウリアちゃん……もっと痛い目に遭あいたいのかしら」

「そういう、趣しゆ味みは、ないわね……っくっ」

　激しい痛みに堪たえながら、黒い髪の魔女は金髪の魔女を捕らえたまま右手でウィンドウを操作した。金髪の魔女は瞬まばたきもせずにその操作を見ている。口元に悪意に満ちた笑えみをたたえたまま、黒髪の魔女を妨ぼう害がいしなかった。

「へぇ、最後の武器を、あの子に託たくすつもり」

「……逃げなさい、レン！　ここに戻もどって来ては駄だ目め！」

　青い髪の魔女は、姿が見えるのも構わずに、打たれたように走り出した。

　中世の建物の中の図書室のような、薄うす暗ぐらく雑多なものに溢あふれた部屋。自分がいた場所だ。心がわななくような感覚を覚え、青い髪の魔ま女じよは振り返かえった。そして、血を流しながら黒髪の魔女が叫さけぶのを聞いた。




「気をつけて……ユウマのことも信じては駄目。彼かれは、敵だから！　……う、あああああああっ」




　悲鳴から逃げるように、走った。

　混乱のあまり、頭がくらくらした。だからただ、頭を真っ白にして走ることにした。

　本当は引き返し、黒髪の魔女にその言葉の真意を問いただしたかった。逃げる青い髪の魔女が、唯ゆい一いつすがるであろう相手がユウマであることは、彼女たちには明らかだっただろう。だが、逃げろと言う黒髪の魔女がなぜユウマを頼たよるなというのか、青い髪の魔女には分からなかった。理解しがたかった。

　蜘く蛛も神を倒したときのユウマの姿を見て、黒髪の魔女は何かを悟さとったようだった。青い髪の魔女には分からなかったが、黒髪の魔女は自分が知らないことも知っている。色々な情報を持っている。最後の最後でどうしてそんなことを言うのかは分からないが、青い髪の魔女に意地悪をしてやろうという意図ではないことは、分かる。

　分かるが、納得できるわけはなかった。

　背後でどんな光景が繰くり広ひろげられたのか、青い髪の魔女は見なかった。だから、ただ彼女は想像しただけだった。

　力ちから尽つきた黒髪の魔女が床ゆかに倒れる、流れる血、それを冷たい目で眺めている金髪の魔女。嗤わらう、その声の響ひびきすら今まさに耳元で注ぎ込まれているかのようにまざまざと想像できる。

　魔女のアトリエは、閉へい鎖さ空間だ。プレイヤーたちが来ることはできない。魔女たちがゲーム世界を離はなれて休きゆう憩けいしたり会話したりするための場所だ。ここに来ることができるのは、魔女だけだ。

　だが自分はもう二度と、来ることはないだろう。

　走り続けた青い髪の魔女は、そこにたどり着いた。空間に唐とう突とつに立っているチョコレート色をした背の高い扉とびらだ。壁かべはなく、ただ扉だけがそこに在る。木でもなく石でもない質感のその表面には、天使の姿が浮き彫ぼりにされている。

　扉を開いて向こう側に歩を進めても、どこにも出ることはできないだろう、現実世界であれば。

　だがこの扉こそが、「Walpurgis Nights」への魔女たちにとっての入り口だった。青い髪の魔女は、扉を開く。

　決意は翻ひるがえらない。自分は二度とここに来ないだろう。魔女ではもう、あり得ない。

　泣きたいような気持ちで、扉を開ける。




　敵だと言われても、自分はユウマを信じている。

　あの少年こそは、魔女たWalpurgiちの夜s Nightsの悪夢を、終わらせてくれるはずだ。

　その時明らかになる真実が、自分の息の根を止めてしまうようなものだとしても……それでも、もう、恐れることはない。







　青い髪の魔女は、扉を閉じた。







reverieSIDE

３章　君たちに真実を話す、という役目をね







［不滅Tower ofなる Immorta双王lly Dualの塔-king's］。

　塔は、大地に舞まい降おりた。冒険者たちはそのことを知り、喝かつ采さいした。そして我こそはと勢いよく塔になだれ込もうとした。

　塔が落ちたのは、三つの国の中心にある、深遠なる森だった。その場所には確かに中心があるはずなのに、そこを目指したプレイヤーたちはいずれもたどり着くことはできなかった。方向が狂い、太陽や月の場所すら瞬きすれば変わってしまう。そして、そこに棲すんでいるモンスターたちは昼であろうと夜であろうと、見つけたプレイヤーに瞬しゆん時じに襲おそいかかるような、獰どう猛もうで強力なものばかりだった。

［獅し子し王フェンゼレン］や［蛇へび姫ひめルシアータ］などの固有名の与えられたボスクラスモンスターが、まるで雑ざ魚こモンスターのように気ままにそのへんをうろつき回っている。うっかり出会った不運なプレイヤーたちは、その圧あつ倒とう的てきな強さを前にして、瞬しゆん殺さつされた。

　それでいて落ちているアイテムは「回復草」だの「毒消し草」だの、地味でつまらないものばかりで、この森は危険度の割に実入りが悪いフィールドとして、全く人気のない場所だった。

　塔は、その深遠の森に落ちた。深く大地をえぐるように突き立ったのは何本もの鎖くさりだった。塔は大地に楔くさびを落として浮うかんでいる格好だ。かといって空に漂ただようような不安定さはみじんもなく、今もなおその先せん端たんは空を貫つらぬいている。そして塔の一番下にある扉が開いた。そこから冒険者たちを招くように、階段が下りる。

　二本の塔は全く同じ形をしていたが、片方は白く光ひかり輝かがやいていた。そしてもう片方は暗い色をしていた。閉鎖されていることを示すかのように。

　プレイヤーたちは、その二つの塔の有様を見て、まずは光り輝いている方を目指した。天あまの邪じや鬼くなプレイヤーがいて、彼らと別の判断を下したのだが、暗い塔の周囲には、森に棲んでいる強力なモンスターたちが何十匹ぴきと集結しており、どんな剛ごう毅きな彼らとてたった十人足らずのギルドで彼らに挑戦する気にはなれなかった。

　というわけで、プレイヤーたちは［不滅Tower ofなる Immorta双王lly Dualの塔-king's］……東側の塔に集結しようとした。だが彼らはすぐに、「選ばれた者以外は塔に近づくことができない」という事実に直面することになった。




　塔が落下してきたときから、森には光の道ができていた。光る草が、塔までの道を示すように光っている。それは昼間の時間帯でもはっきりと見えるものだった。

「この前この森に挑ちよう戦せんしたときは、ごっつい虎とらに襲われたんやけどな……なんや今回は影かげもあらへんな」

　きょろきょろしていたエンジは、後ろから伸のびてきた手にいきなり襟えりを引っ張られ、吃びつ驚くりして悲鳴を上げた。その「ほげぇ」という変な声を指さして笑ったのはナツキである。

「びびってんの」

「アホかびびっとらんわ！」

　ユウマはその様子を見て笑うオリエとユキナから一歩下がった位置で、仲間たちを見つめていた。そこで振り返ったのはオリエである。

「どうしたのユウマ君、元気ないね」

「……いや……、そうかな？」

　オリエは声を潜ひそめ、その小さな声が届く距きよ離りになるようユウマに一歩近づいた。

「昨日、電話したんだよ。ユウマ君、出なかったけど……」

　もしかしたら返信があるかも、と寝ねずに待っていたとまではオリエは説明しなかった。ユウマは「電話？」と呟つぶやいた。

「ごめん……、昨日からいやに眠ねむくて……。今日ちゃんと待ち合わせに来れたのも奇き跡せきみたいな状態なんだ。携帯は見てなかった。用件はなんだった？」

　ユウマの顔を見上げ、オリエはむぅと唇くちびるをつぐんだ。確かにユウマは眠そうだった。メールも送ったのだが、見てないのならば仕方がない。

「大した用事じゃないけど。……メール送ってるから」

「分かった。ごめん、ちゃんと返事するよ」

「あれ、ユウマなんだか眠そうだね！」

　ユキナが会話に加わった。あちらではナツキとエンジがまた漫まん才ざいを繰り広げている。

「昨日、香か奈な恵えさんから電話あったんだよー。ユウマが変な機械つけたまま寝てるんだけど、これっていきなり電源切ってもいいものかなあって」

「だ、だめだよ電源なんかいきなり切ったら！」

　焦あせって声を上げたのはオリエだった。

　ユウマは「ダイブしたまま寝たっけ……？」と首を傾かしげた。




　仮想現実世界アナザーに接続するための機器「μ」は、そのプロトタイプであればともかく、家庭用に流通しているものは利用者に危険を及およぼす可能性はほぼゼロであると言っていいだろう。脳にアクセスする機器であるため、二重三重の安全措そ置ちが取られている。

　いきなり電源を切ったとしても、危険なのは「μ」の方で、壊こわれてしまう可能性があるだろう。利用者の方はアナザー世界との接続が突とつ然ぜん断たたれた状態で、普ふ通つうに目が覚めるだけだ。

「ほっといたらいつまでもダイブしてそうだね、ユウマ……μ取り上げた方が良いかなって、香奈恵さん真しん剣けんに考えてたよ」

「取り上げられたら、アカデミアに通えない」

「私たちの高校に編入すればいいじゃない。ユウマだったら編入試験も楽勝だよ！」

「そ、それいいね。ユキナちゃん、名案」

　オリエが同意する隣で、ナツキとエンジの漫才が続いていた。

「悪いと思ったら私にマダムレンゲのハニーレモンパイを奢おごりなさいよね」

「なんで奢らなあかんのじゃ！」

「とりあえず私はそれで幸せになれるっ」

「アホ、そんなことしたら俺おれが不幸になる。…………」

「…………」







　森の中を進んでいくうちに、開けた場所に出た。そこには他のプレイヤーたちが何グループかたむろしており、何事か相談している。現れたユウマたちに視線を送って来るも、特に話しかけてくる様子はなかった。

　そして彼らが遠巻きにして眺めているのは、白い門だった。蔦つたがからむような繊せん細さいな飾かざりがまとわりついている、二メートルの高さの門だが、その素材は手に触ふれることができるものではないらしく、向こう側が透すけて見える。門の霊れいと言った方がいいようなものだった。

「……なんやこれ」

「門……よね？」




［選ばれOnly た者だselectedけが、 players 挑戦でcan きる。challenge.］




　そんな文字の書かれたウィンドウが立ち上がった。

「ゲートか。ここを進むのにはなんや条件を満たしておかなあかんってことか。続きの英文は……ユウマ訳してくれるか」

「レベル三十を超こえていること。そして必要なクエストをクリアーしていること。条件を満たしたプレイヤーは優先的に［不滅Tower ofなる Immorta双王lly Dualの塔-king's］のクエストに参加できるって、書いてある」

「えぇっ。じゃあリョータ君がここにいたら、こっちには来れなかったってことなの？」

　ユキナの問いにエンジが難しい顔をして頷うなずく。リョータはレベル三十にはなっていなかった。

　仲間が一人だけ参加できない……それは深刻な事態だ。リョータが今ここにいなくて良かった、とすら思える。ユウマには悔くやしがるリョータの言葉が聞こえるようだった。

　仲間を一人、置いていくか。それとも、一いつ緒しよにレベルが上がるまで努力するか。

　どちらにしても、決断しなければならない問題だ。

「で、でもリョータ君は今も［Dawn bringers］には参加してないし！　それに、もしかしたらあの塔に挑戦することにはあまり興味がないかも知れない」

　オリエの言葉にも一理あった。

　リョータはひょうひょうとしているようで、いつもクエストに巻き込まれる。だがそれは彼の好こう奇き心しんが強いからで、ゲーム攻こう略りやくの最前線に立つことにはあまり興味があるようにも見えないのは事実だった。

　それにギルドには参加していない。今、この場にいるわけでもない。

「大だい丈じよう夫ぶよぉ、あいつだったらきっと『ユウマくーーーん』って塔の途と中ちゆうで話しかけてくるに決まってるわ。なんか厄やつ介かいごと起こしながらね」

　ナツキが胸を叩いて受け合い、ユウマの腕うでを引っ張った。

　ユウマ、ナツキ、オリエ、ユキナ、そしてエンジの順番で門をくぐった。くぐり抜ぬけた門の向こうで、プレイヤーたちが慌あわてて駆かけ寄よろうとしているのが見えたが、彼らがこちら側に来ることはできなかった。







　そして、すぐにそんなことを気にしているような余裕はないのだと、ユウマたちは思い知った。

　塔は間近に立つと、高層ビルを見上げているような心ここ地ちになった。ただ、どれだけ背中を反そっても頂上が見えない。地上でこんなに高い塔を建てれば、きっと頂上が成せい層そう圏けんを突とつ破ぱするのではないだろうか。

　空にあるときは細く見えたが、とんでもなかった。一フロアに何部屋あるのか、考えるのも恐ろしい。

　階段の上に、他のプレイヤーたちの姿はない。壁から突き出だしている棘とげのような飾りの上に、ガーゴイルと呼ばれる角や羽の生えた毛のない猿さるが座すわっている。彼らは石でできているのにぬるぬると滑なめらかに動き、ユウマたちを上から見下ろしていた。攻こう撃げきする意志はないらしく、サーチしても「状態：無関心」などと出た。

「……みんな、準備はいいか」

　ユウマが全員を見つめると、誰だれもが頷いた。

　エンジとユキナは町で買ってきたＭＰ回復系のアイテムを確かく認にんし、オリエとナツキは武器を確認した。

　ナツキが持つことになったワールドエンドライツ、聖せい杯はい「ウェストハーツ」は頭に器の付いた杖つえだが、持ち主の法力を高める効果があった。回復系のスキルを高めているプレイヤーに相応ふさわしい武器である。葉っぱのような飾りがたくさんついた可愛い外見をしているので、ナツキは今やウェストハーツにめろめろだった。実際、よく似合っている。

　戦せん闘とう中に使えば、回復の効果がある。また敵をぶん殴なぐるのにも向いており、しかも防ぼう御ぎよ力りよくの高い甲こう殻かく系、石系モンスターに対しても追加攻撃効果があるらしい。ナツキは回復する相手がいないときは攻撃に回っているので、それもかなりありがたかった。

「よし、行こう」

　全員の状態を確認し、ユウマが言った。

　異存を口にする者は、いなかった。







　一歩踏ふみ込んだ先は、大広間だった。

　天てん井じようは高く、何かの絵が描えがかれている。重苦しい色しき彩さいだが、描かれている題材は花や天使などだった。

　中央に大樹のような印象を与あたえる、大きな柱がある。塔の外側と同じ素材でできているらしい白い柱で、ユウマが手を伸ばしたらぎりぎり下部に手が届くくらいの高さに、時計がはめ込んであった。

　円形の文も字じ盤ばんに、針が三本動いている。だがそれは十二個の数字が示されている時計ではなく、何かのモンスターの絵が描かれているものだった。針はくるくると動き続けている。

　それを取り巻くようにして、何人ものプレイヤーが立っていた。

　プレイヤーたちは、二つのグループに分かれているようだった。一つは、三人の少年たちを中心にしている。彼らがリーダーだろう。

「エンジじゃねぇか」

　三人の中の一人が片手を挙げた。ひょろひょろと背の高い、たれ目の少年だ。

　レベルが高い魔ま法ほう使つかいであるエンジは、何回も頼たのまれて助すけっ人とのようなことをしていたらしい。そのときの知り合いだろう、とユウマは推測した。

　エンジも気安そうに右手を挙げて返事をした。

「なんだよエンジ、ギルドに参加してたのか？　いくら誘さそっても『獅子団』には来なかったのに」

「あー、それはアレや……色々あってな」

「色々って。あー、分かった。そっちはなんだか女率高いしな！」

　その少年はうりうりと肘ひじでエンジの肩かたをつついた。

「なんか可愛かわいい子多くね？」

という言葉に笑みを浮かべたナツキだったが、

「あかん、これは花っちゅーより団子や」

などと名指しで意味不明の指し摘てきをされて怒おこり、エンジを後ろから殴った。

「ギルド『Dawn bringers』か。そっちのリーダーは？」

「ユウマだ、よろしく」

「俺はヒロシ。ギルド『獅し子し団だん』の、一応リーダーだ。……あんまり権力ないけどな」

　ユウマの伸ばした手を、ヒロシは気さくに握にぎり返した。

「ゲーム内で会ったことあったっけ？」

「いや、だいたいソロでやってたから……」

　ギルド「獅子団」は幼なじみの三人を中心としたギルドだ、とエンジが説明した。他のメンバーもだいたい男ばかりで、おそらく気さくで人好きのするヒロシが吸引力となっているギルドなのだろう。

　ヒロシは長ちよう剣けんを装備していた。親しみやすそうな、いつも悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべているような顔立ちだ。マドカはなんだか眠そうな顔をした斧おの使いで、武器を何も装備していないメグミは魔法使いだろうと思われた。

　そのギルド名の由来となっているのは、三人が装備しているアイテム「獅子のエンブレム」だろう。攻こう撃げき力りよくにプラスになる効果を持つアイテムだが、Ｓクラスのレアアイテムだ。その名の通り草原フィールドにいる獅子を倒たおすことによって手に入るのだが、ドロップ率が非常に低く、三人が揃そろってそれを装備するためには、三桁けた後半、おそらくは四桁近くの獅子を狩かったのであろうと推測できる。

「よろしく」

　他のメンバーたちも皆みな気さくに挨あい拶さつをした。特に女じよ性せい陣じん三人はちやほやされ、たくさんの名前を教えられて目を白黒させた。




　ユウマはもう一つのグループに目をやった。

　こちらは十二人で形成されている獅子団と比べ、かなり人数が多い。二十五人ほどはいるだろう。だが、中心となる人物は何な故ぜかすぐに分かる。

　いや、分からないものはいないだろう。ソロプレイを続けていたユウマも噂うわさに聞いたことがある。今一番勢力の強いギルドはおそらく「緋ひ色いろ十字団」であり、そのリーダーは栗くり色いろの髪かみをした少女だ、と。

　少女は装備の厚い数人の少年たちに取り巻かれていた。彼らは彼かの女じよを守るための「ガーディアンズ」であり、彼女が受ける攻撃を全すべてその身に受けているらしい。だが、だからといって彼女が弱いわけではない。その逆だ。

　姿勢の良い、清せい冽れつな雰ふん囲い気きをした少女だった。栗色の髪を腰こしまで伸ばし、どこか遠くを見すえるような眼まな差ざしをしている。装備しているのは剣けんだ。シンプルな、装そう飾しよくもない剣だったが、圧力のようなものを感じた。おそらくは強力な力を持つ武器だろう。

　少女はユウマの視線に気がついたらしい。じっと見つめ返すと、そのまま静かに歩き出した。間にいたプレイヤーは身体を引いて彼女に道を譲ゆずった。彼女はまっすぐにユウマに向かって歩いてきた。

「こんにちは。私は『緋色十字団』のリンカです。あなたたちは？」

　くっきりとした顔立ちは日本人離ばなれしている。綺き麗れいな笑えみを浮かべているが、しかしそれはヒロシのような気安いものではなかった。

「俺はユウマ、『Dawn bringers』のリーダーをしている」

「あなたのこと、噂に聞いたことがあるわ。彼……リョータ君は仲間じゃないの？」

　この美少女とリョータが、と呟いたのはエンジだった。エンジは自分も紹しよう介かいしろと言うためにユウマのそばにやってきたのだが、リンカの様子を見て踏みとどまっていた。そんな軽口を叩たたけるような雰囲気ではなかった。

「リョータは遅おくれて来ると思う」

「そう。あの子、面おも白しろいからまた会いたかったんだけど……。色々教えてくれたわ。あなたがとても強いとか、ソロプレイばかりで、どこのギルドにも属ぞくしていないとか。会えたら私たちのギルドに誘うつもりだったのに、残念だわ」

「緋色十字団」は全てのギルドの中で、所属メンバーが多いことでも知られている。百人近いメンバーが所属しているため、たくさんの情報も入手しているのだろう。リョータがいやに情報通だったのは、こういうコネがあったからかもしれない。

「リンカちゃん、そんな奴やつと話すくらいなら俺と……」

　ガーディアンズと名乗る少年たちの一人が口を挟はさんだが、リンカは軽い流し目で応じた。

「邪じや魔まするな」

と目で語り、その口では、

「後でね」

と優やさしく答えた。




「今ではこの塔をみんなが目指している……けど、ここまで来れたのは私たちだけ。来る途中の道に門があって、レベル制限をしていたけど、おそらくここに来る条件はレベルだけじゃないわ。私たちは、女じよ華かファルティナを助けたの。そちらのヒロシさんたちは、剣けん帝ていクエストをクリアーしたとか……。あなたたちは、何かクエストを？」

　この少女はおそらく級長やら生徒会長やらの仕事をしているだろうと思えた。とても、向いていそうだ。

　名前を呼ばれたと思ったか、ヒロシが近づいてきた。

　ユウマ、リンカ、ヒロシを中心にし、他のメンバーが会話に耳をそばだてている。

「俺たちは、十字城のディーディーの頼み事ごとを叶かなえた。塔が落ちてきたのは、三人の王を解放したからだと思う」

「ディーディー……私たちでは聖御子ホーリーチヤイルドの姿は見ることすらできなかったわ。クエスト参加条件を教えてもらってもいいかしら？」

　リンカの言葉に、ユウマは口ごもった。

　ワールドエンドライツのことを教えて良いものか、迷う。そもそも自分がソロプレイを続けていたのはあの武器のことを明らかにしたくなかったからだ。

「クエスト参加条件は、十字城の門番が口にする。深夜の一定時間だけだから、なかなか明らかにならなかったんだろう。俺たちはたまたま条件を満たしていたから、城の中に入ることができた。ディーディーは自分にかけた呪のろいを解いて欲ほしいと言った」

　古城ガゼルレッダに向かい、大蜘く蛛もを倒した。

　その話を聞いてリンカは人差し指を顎あごに当て、考え込んでいた。

「三人の王のうち誰かを助け出すことが、クエスト参加条件……か。できれば、みんなで来ることができたら良かったのに。私たちのほとんどが門を越こえることができなかった」

「俺らも、何人か置いてくることになった。こんなにデカいダンジョン、攻略メンバーが多ければ多いほど良かっただろうにな……ん？」

　不意にヒロシが天井を見上げた。リンカもユウマもヒロシにつられ、天井を見上げる。そしてそのときにしてようやくニヤニヤ笑いを浮かべた緑色の髪の少女が、モンスターの文字盤の時計に腰こし掛かけていることに気がついた。

　三人のリーダーたちは一気に臨戦態勢になった。

「ウフフフフ、ようやく気づいてくれましたね、皆さん。ボクはさっきからここにいたのに。いいんですよ？　この針がこのスライムを指すまで、この塔に挑戦はできないんだから」

　少女は右目の周りをピエロのような模様に塗ぬっていた。レオタードのような格好をしていて、いかにも身軽そうだ。少年のような体つきをしているため、色気のようなものはほとんど感じられない。背中には羽のように布をふわりと立ち上げている。

「リンカ様！」

とガーディアンズがリンカの周囲を固めた。




　針がスライムを指した。

　そのとき、塔の中にボーン……ボーン……と鐘かねの音が響ひびいた。鐘がどこにあるかは分からないが、音だけははっきりと聞こえる。
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「よっ、と」

　ピエロはひらりと空中に跳とんだ。二メートル以上ある高さだが、まるで体重を感じさせない動きで一回転し、着地した。白いリボンで結ばれた緑色の髪が、ぱさりと肩に落ちた音だけが聞こえた。

　そして顔を上げたピエロは拍はく手しゆを請こうように両手をひらひらとさせたが、応こたえる者はプレイヤー側にはいなかった。ピエロは肩をすくめ、気を取り直したように笑みを浮かべた。「にこっ」と音がするほどに派手な笑え顔がおに、一いつ瞬しゆんプレイヤーたちの気が緩ゆるむ。

「ようこそ、［不滅なる双王の塔］へ。ボクは魔ま女じよにこの塔を任された支配人、ティナだよ。でも別に名前は覚えてくれなくてもいい。ただ、ボクは敵じゃないってことだけ分かってくれたなら。ちなみにものすごく強いから、かかってきても無む駄だだよ？」

　そう言われて「なにをぅ」と襲おそいかかるようなプレイヤーもまた、いなかった。皆、水を打ったように静まりかえり、ティナの言葉に耳を傾かたむけている。

「おやおや……一人くらい命知らずがいても良かったのに。慎しん重ちようだね。まあ君たちはこの世界の人間の中でも選ばれし精せい鋭えい。簡単に死ぬようなことはないか。じゃあボクは仕事を果たすとしよう。君たちに真実を話す、という役目をね」

「真実……？」

　問い返したのは、リンカだった。

　そう、と大げさにティナはその言葉を受け止め、派手な仕草でお辞じ儀ぎをした。




「君たちはこの世界に舞まい降おりた新たな種子。魔女は、君たちを優しく迎むかえ入いれた。そのことに、異論はないよね」

　ティナは隠かくし持もっていたナイフを、背後頭上の時計に向けて投げた。あまりの早はや業わざに、文字盤につきたったその刃やいばを見るまで、ティナが何をしたのか気づかなかった者もいたほどだった。

　ナイフはラミア……下半身が蛇へびで上半身は美女という姿のモンスターのところで針を止めるためのものだった。

　すると、広間の壁かべに三人の魔女の姿が浮うかんだ。もちろん本物ではない。このゲームに初めて来たときに見た、用意された映像だ。

「この世界の造物主である、魔女……どうして彼女たちは、神ではなく魔女と呼ばれているのか？　それはあまりに相応ふさわしくない呼び方だ。君たちはそのことを疑問に思わなかった？」

　ティナは眼めを細めてプレイヤーたちを見つめる。

　プレイヤーたちは顔を見合わせる。

「彼女たちこそは、この世界を作り、君たちを招き入れた……慈じ愛あいそのものの存在なのに。なぜ？　どうして？　それを教えるために、ボクは来た」

　そのとき、塔とうが揺ゆらぐほどの震しん動どうがした。

　地じ震しんかと考えたプレイヤーたちが悲鳴を上げる。リンカが「落ち着いて！　大丈夫よ！」と声を上げた。その地揺れの感覚は、現実におけるものと大差なかった。




「来たね」

　ティナが舌なめずりするような表情を浮かべた。その動作ばかりは上品に、賓ひん客きやくを迎え入れるように一礼してみせる。

　入り口のところに、新しい客人が立っていた。

　ここにいて彼かれらが誰か分からない者はなかった。

　剣帝ジグムンドの壮そう観かんな姿。

　女華ファルティナの妖よう艶えんな姿。

　聖御子ディーディーの可か憐れんな姿。

　見み間ま違ちがうはずもない、解放された三人の王が、塔の入り口に立っていた。

　ユウマは一歩も動くことができなくなっていた。声も出ない。今から始まるのはいわばイベントムービーであり、会話に参加することはできないらしい。

　口火を切ったのは、ティナだった。

「ようこそ、招かれざる客！　ボクが招待したのは彼らであって、君たちじゃない。門番として放った炎えん竜りゆうはどうしたの？」

　ジグムンドは高こう慢まんな表情を浮かべ、ティナを見下すような視線を向けた。

「斬きった。我らを足止めしたくば、あんなミミズが一匹ぴきで足りるはずもない」

「相変わらず粗そ暴ぼうだな。待っていて……彼らに今、説明をしているところだ」

　ティナは両手の平を上向けて肩をすくめ、プレイヤーたちに向かって言葉を続けた。三人の王たちから一瞬たりとも視線を外さぬまま。

「この世界を作り上げたひとは、長い間沈ちん黙もくしていた。水面に浮かぶ月を眺ながめるように、ただ見つめるだけだった。たくさんの生き物を作り出した、獣けものも、魚も、魔ま物ものも、人間も。種をまくように、いくつもの命を振ふりまいた。だけど、彼女はこの世界の人間がとても滅ほろびやすいことに気がついた。人間たちは三人の王を選んだ。彼らは人間たちを導き、支配する。だけど、彼女が命を増やし続けなければ、すぐに彼らは滅んでしまうんだ。国に数人しか残らない、なんてことが何回も繰くり返かえされた。何回も何回も……選ばれし王たちは死なない身体で人間たちを導く。だけど、ジグムンド！」

　ティナは声を張り上げた。

「ジグムンド、君は何度もファルティナの国に侵しん略りやくを繰り返した。ファルティナ！　君は、自分の贅ぜい沢たくのために人間たちを奴ど隷れいにし、搾しぼり尽つくした。ディーディー、君の優しさは何も救わない。王たちよ、君たちは破は滅めつをもたらすこの世界の害毒なんだ！」

　剣帝も、女華も、聖御子も、言葉を返さない。

　まるで舞ぶ台たいの上にいるようにピエロは大おお仰ぎような身み振ぶりで話を続ける。

「彼女は考えた。王たちを滅ぼさなければ、この世界は滅びるだけだと。王たちは反発した。自分たちの支配する世界を、奪うばわれたくないと考えた。彼らはおぞましい欲望でもって……造物主であり、恩人であり、神である彼女のことを、魔女と呼び、戦いを挑いどんだ！　その結果、麗うるわしのディオネは王たちを封ふうじることになった。そして、新しい種子である君たちを迎え入れた……この塔の頂上に上れば、彼女たちの［秘密The Secreの庭t garden］に行くことができる。そして、そこに到とう達たつした者の願いは叶えられるだろう……人間たちよ、どうか造物主のもとへ。そして全てを手に入れ……」

　風が吹ふいたかのように感じられた、その一瞬。剣帝の動きはまさに神速だった。誰にも動いたことすら感じさせずに青年王は剣を抜き、ティナに襲いかかった。まさに獅し子しが獲え物ものを食くらう迫はく力りよくで、ティナの頭上に刃を落とす。

　哀あわれ、ピエロは一刀両断された。

　地面に倒れながら、ティナは瞬まばたきすらせずに剣帝を指さした。

「ほら……やはりお前たちは、滅びの使者だ……造物主が存在を許さない……！」

「黙だまれ、ピエロ」

　プレイヤーたちの背後で、女華ファルティナが魔ま法ほうを発動させた。空中に魔法陣が浮かぶ。プレイヤー側には使うことが許されない魔法で、ピエロの周囲に炎ほのおを発生させた。

　ティナの身体が燃える。だがティナは笑った。プレイヤーたちはその笑い声に寒気を感じた。

「冒ぼう険けん者しやたちよ、王たちは君たちを滅ぼす……どうか、どうか造物主のもとへ！　この世界を救って……！」

　ふっ、とその姿が光の粒つぶになって消えた。

　剣帝と女華がプレイヤーたちを振り返る。

「冒険者たちよ。この哀れなピエロの末路を見ても、この塔に挑ちよう戦せんするか？」

　静かな迫力で問うたのは、剣帝ジグムンドだった。

　その右頬ほほに、赤い模様が刻まれている。

「冒険者たちよ。魔女の手先の言葉に操あやつられることが望みか？」

　女華ファルティナは、酷こく薄はくな眼差しでプレイヤーたちを見つめている。

　その左頬に、赤い模様が刻まれている。

「ごめんなさい……ごめんなさい、皆さん。助けていただいたのに……やはり、僕ぼくたちはあなたたちとは共に歩むことができません。あなたたちは悪くない。だけど、あのおぞましい魔女どもがあなたたちに王たる力を与えようとするなら……」

　ユウマは、ディーディーが自分を見ている気がした。

　悲しげな目は、瞬きをすれば涙なみだがこぼれ落ちそうだ。だがその額にある赤い模様には、ユウマは見覚えがなかった。

「与えようとするなら……、あなたたちは僕たちの、敵です」

　悲痛さすら感じさせる、宣告だった。




　突つき放はなされたような感覚と共に、ユウマは動くことができるようになった。三人の王たちはプレイヤーたちを冷たく見下ろしている。

「あんたたちがここのラスボスなの？　ということはつまり……私たちは、自分たちの敵を目覚めさせたってわけかしら」

　挑ちよう戦せん的てきに問いかけたのはリンカだった。

「そういうことになる。残念ながら……わらわたちはそなたたちとは並び立たぬ。この塔を上りたいというならば、好きにせよ。だが最後の階段は上ることができぬと知れ。わらわたちは頂上にて、そなたらの最後の一歩を阻はばむだろう」

「ファルティナ。残念だわ。あなたとはいい友人になれる気がしていたのに」

　女華は緋色の唇くちびるをにぃと微ほほ笑えませた。

「わらわはいささかも残念ではないよ。そなたたちはわらわたちの身体を滅ぼそうとする虫じゃ。うち払はらうことに一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよがあろうか？　来るというならば、覚かく悟ごせよ。羽虫のごとくに焼き捨ててくれるわ」

「誰が相手であろうと容よう赦しやはせん」

「ごめんなさい……皆さん」

　ディーディーが何かの魔法を唱えた。

　それは移動のためのものだったらしく、三人の王の姿は光を帯び、薄うすくなり、この大広間から消えてしまった。







「あ、あんなのアリかよ！　俺おれたちはラスボスよみがえらせたってわけか！　あんなめちゃくちゃ苦労したのに！」

　ヒロシが髪をかきむしって叫さけんだ。はげるよ、とマドカがたしなめる。

　プレイヤーたちは皆、口々に何かを言い合い、騒さわぎ出した。

「あかん……頭が混乱しとる」

　ユウマの肩に手を置き体重を乗のせたエンジは、大きなため息をついた。

「味方と思っとった王たちがラスボスで、魔女が実は味方……っちゅうわけか？」

「違ちがう、魔女は味方じゃない。だったらなんでワールドエンドライツは［魔女殺し］ということになってるんだ？」

「……それはそうやけど」

「ワールドエンドライツ、あなたたちが持ってるんですか。へぇー」

「うううひゃおおおうううっ？」

　エンジの上げた奇き声せいに、どのギルドの者も黙った。ユウマはその声のせいではなく、すぐそばにいたピエロの姿に絶句した。

　剣帝ジグムンドに斬られたはずの、ティナだった。死んだことを示すように、天使の輪が浮かんでいる上に、その身体は半はん透とう明めいだった。

「おばっ、お化けっ……」

「落ち着いてエンジ」

「そそそそうよ悲鳴なんか上げてびっくりするじゃないのよバカッ」

「ナツキちゃんも落ち着いて」

　ティナは半透明になっても余よ裕ゆうしゃくしゃくの態度だった。視線を集めたまま悠ゆう々ゆうと数歩歩く。

「というわけで。お分かり頂いたように……冒険者たちよ。君たちの敵は、王たちというわけだ。びっくりした？」

「ちょっと待てよ！　俺たちはあれだけ苦労して奴を助けたんだぜ？　どういうことなんだよこれ」

　ヒロシの言葉に、ティナは肩をすくめてため息をついた。

「剣帝クエストをクリアーしたのならば文句を言いたい気持ちも分かるよ。あれ、一番面めん倒どうくさいクエストだからなあ……でも、そのお陰かげであなたたちは恩おん恵けいを被こうむっているじゃないか？」

「恩恵だと？」

「そう。他のプレイヤーたちに優先してこの場にいるという」

「………………」

　意表を突かれたらしく、ヒロシは反はん駁ばくしなかった。

　ティナは頭上の時計を指さした。盤ばん面めんを滑すべる三本の針の中で、一番ゆっくりと進んでいる長針を指しているようだ。

「造物主は、考えた。冒険者たちの中でも抜ぬきんでて強い者たちこそが、祝福を受ける資格を持つ。能力と運。あなたたちはたくさんのハードルを越こえてここにいるんだよ？　あの針が一回りすれば、今外にたむろしている他のプレイヤーたちがここに入ることができるようになる……あなたたちは彼らよりも先にこのクエストに挑戦することができる。そう、［王を復活させた者たちよ、裏切りを裁け］というクエストにね。あなたたちはものすご～～い幸運なんだよ、もう少し自覚したら？」

　ティナはぱんと一回手を叩いた。

　すると、四方の壁に、三つの扉とびらが現れた。全ての扉はかすかに開かれており、向こう側をのぞくことができる。どれも全く違う場所のようだ。炎が漏もれていたり、薄うす暗ぐらく蜘蛛が這はっていたり、階段が長く伸のびていたり。

「君たち、王を助けた者たちのために用意された三つの道がある。どれも、塔の頂上につながっているよ……たぶんね！　さぁ、好きなところから進んでいくといい」

　三つのギルドの面々は顔を見合わせた。

「［蒼あお色の塔］と［血色の塔］、二つの塔を行き来しながら、君たちは進んでいく。フロアのボスを倒すことによって現れる扉をくぐることによって、別の場所に移動する。扉をくぐって移動しながら、どんどん上に上がっていく。最後の百階までね。難易度はどの入り口でも似たようなものだ。途と中ちゆうで合流することもある。なぜって？　さぁ、なんでだろうねぇ？　そうだ、もしかしたら上部にワープできるような道もあるかもしれないよ？　あるいはハズレの道もね」

　クククッとティナは性しよう悪わるそうな笑い方をした。

「ちなみにこの塔の中で死んでしまった場合、塔の外に復活する。その場合、［王を復活させた者たちよ、裏切りを裁け］というクエストに再び参加することはできない。外のプレイヤーたちと一いつ緒しよに挑戦することになる」

　死んだらそこで終わり。

　厳しい事実を突きつけられて、プレイヤーたちは皆みな沈ちん黙もくした。

「頂上には、王たちがいる。君たちは彼らを助けたから、王たちはあなたたちと戦う際、六十秒間は力を出だすことができない。そして残りＨＰが半分以下になるまで、王たちは真の武器を使うことができない。彼らは強いよ？　剣帝も女華も、そしてなによりあの聖御子は、奇き跡せきを使う。削けずっても削っても全回復する敵の体力を前にした、君たちの絶望の表情が目に見えるようだ！　そう、王たちはこの塔のボスとして用意された駒こまだ。もちろん、それを決めたのはあの方……試練だよ、冒険者たち。そうだ……ワールドエンドライツの持ち主はいるかな？」

　ユウマ。オリエ。そしてナツキだった。オリエはユウマの横顔をちらりと眺め、ナツキは周囲をちらちら見ている。ユウマはティナから目を離はなさなかった。

「ワールドエンドライツ？」

「なんだっけそれ？」

「実在したのか……」

などという声がどこかから聞こえる。だが意に介かいしている余裕はなかった。ティナは身軽な動きでユウマたちに近づいた。

「君たちの武器はいささかトクベツだ。もし君たちが頂上に行き、そして王たちを倒すことができたなら……そのときは何かが起こるかもね。おっと……時間が来たようだ」

　ティナはプレイヤーたちに向け、頭を下げた。舞台を終えたピエロの最後のような、丁てい寧ねいな仕草だった。

「この絶望に満ちた旅路の果てに、君たちはなにを見いだすのだろう？　さあ……好きなだけ争あらそうがいい。協力できるならば、するといい。それでも最後はあの方の手の平の上だ！」

　その半透明の身体が、今度こそ本当に消えていく。

　彼らは雄ゆう弁べんなピエロがまた復活するのではないかと、少しの間動けずにいたが、今度はそうはならなかった。

　プレイヤーたちの頭の上で、残り時間を示す時計が、チクタクチクタクと急せかすように時を刻んでいる。
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４章　……ずっと夢見てきたんだから







「彼らがラスボスというのは、想像もしていなかったけど……、強さで言えば納なつ得とくね。サーチしたけれど、三人ともレベルが百だったわ。さすがに三桁のレベルは、今までお目にかかったことがない」

　リンカの言葉に、ユウマとヒロシは黙った。あの状じよう況きようで、情報を探さぐるような気持ちの余裕はなかったが、リンカは当たり前のようにそれを行っていた。

　リーダーたちが集まり、相談している。他のギルドメンバーたちは好きなように集まり、開かれた扉の向こうをのぞいたりしている。扉は全部で九つ現れていた。もちろんどれも、全く違う場所につながっているようだ。

「さて、どの扉を進んでいくかだけど……どうする？　全員で同じ道に進んでいく？　そうすれば強いモンスターが現れたときには協力できるかもしれないけど……」

　リンカは形の綺き麗れいな眉まゆをひそめた。

「でも、もしかしたらゴールにたどり着けないコースがあるかもしれないわ。そのときは共とも倒だおれになってしまう。そんなリスクは冒おかせないわね」

「だな。俺もそう思う。道が三つ、ギルドも三つだ、ここで分かれて進んでいこう。途中で合流することがあるとか言ってたし、各自で進むのはヤバイってことになったらそのとき考えようぜ」

　リンカの言葉に重ねるように、ヒロシが同意した。

「どの道も、最終的には王たちのところにつながってるんだろう？　最終的には、みんなで戦うことになるかも知れない。いや、早い者勝ちかな」

　ユウマの言葉に、リンカとヒロシはぎらりと目を光らせた。

「一応、上に着いたら待っていてやってもいいけど」

「あら。どうして自分たちが一番はじめに着くと思うの？」

　ユウマは失言をわびつつ、二人をなだめた。リンカはむきになったことが恥はずかしくなったのか、頬を染めて肩かたをすくめた。ヒロシもばつが悪そうに頭をかく。

「じゃあ……互たがいに好きな道を選ぼうか」

「そうね。じゃあ、道を選ぶ順番を決めましょう」

　三人のリーダーはじゃんけんをし、勝った順から好きな道を選ぶことになった。幾いく度どか勝負を繰り返し、勝ったのはリンカ、そしてユウマがヒロシに勝ち、ヒロシは床ゆかに手を突いて悔くやしがることになった。

「中央を、まっすぐよ！　それ以外に私たちの道はないわっ！」

　そう高らかに宣言し、リンカは「緋ひ色いろ十字団」を引き連れて時計の下の入り口を進んでいった。

　ユウマが選んだのは、階段が長く伸びているのが見えている扉だった。他の扉には、モンスターが待ち構えているものもあったが、この扉の向こうには敵の姿はなかった。エンジたちももちろん異論はなく、同意した。

「じゃあな！　中で会ったときはよろしくな」

「おう。こっちこそ頼たのむで」

　男ばかりの「獅子団」はオリエたちに後うしろ髪がみの引かれる様子だったが、ヒロシが号令を上げ、選んだ扉の向こうに意い気き揚よう々ようと進んでいった。







　扉の向こう側は、小さな部屋になっていた。上り階段が伸びている。ほとんど明かりのない薄暗い場所であり、階段の下の方には何があるか、覗のぞいても分からなかった。一人しか通れないほどの細い階段だった。

　先頭はユウマ、オリエ、ユキナ、ナツキ、エンジの順で上っていくことになった。

「なんかファンクラブみたいだったねぇ、あのリンカって人のギルド」

「ユキナ、知らないの？　まさにそう呼ばれてるんだよね。けど、そんじょそこらの人材じゃ、最大ギルドなんて作ることすら不可能よね……エンジじゃとても無理」

「なんでそこで俺が出てくるねん」

「それにあの人美形だし、めちゃくちゃ強いみたいだし……なんというか」

「回復しかできない自分が悲しくなるわけやな」

「そうなのよね、ひしひしと悲しくなってくるわ。私って美形でもないし気立ても悪いし……ってなんでそこまで言われないといけないのよっ」

「言っとらんがな」

　階段はすぐに終わった。たどり着いたのは、真四角の部屋だった。

　壁にかがり火がある。天てん井じようが高く、部屋の中には何も置かれていない。単なる空間だった。全員ユウマを中心に集まる。嫌いやな予感がしたのだった。

　その予感は的中する。四よ隅すみの影かげから、しゅるしゅると布が風になびいたような音がしたかと思うと、影から影よりももっと黒いものが流れ出た。黒点が寄り集まったようなその影は、ユウマたちの眼前で集合する。そして、真っ黒な、額から巨きよ大だいな角を生やしたモノができあがった。




［黒き斧Shadow を振demon るうwith a影鬼 black ax］レベルは四十八。

　ＨＰゲージはオールグリーン。




　角を生やした巨きよ人じんは、上じよう腕わんが異様に発達していた。足は短く、上半身が身体の三分の二を占しめるような非常にアンバランスな身体をしている。素す早ばやくはないだろうが、極ごく悪あくなまでの腕わん力りよくを持っていることは簡単に推理できた。

　装備した巨大な斧は、その一振りで人間の背骨など簡単に二つに折ってしまえそうだ。その身体は真っ黒だったが、その口の中はザクロの実のように赤かった。

　影鬼はため息のような息を吐はきながら、ゆっくりと右手で握にぎりしめた棍こん棒ぼうを持ち上げた。戸と惑まどってしまうほどに緩かん慢まんな動きの次の瞬しゆん間かん、全員の頭上に猛もう烈れつな一いち撃げきが落ちてくる。

「サウスオブヘヴン……！」

　ユウマよりも先に前に出たのはオリエだった。手の中に現れた緋色の槍やりが、生き物のように蠢うごめいたかと思うと、その細い槍身が影鬼の棍棒を受け止めた。そしてそうなると確信していた動きでユウマが、すでに影鬼の足あし下もとでノーザンライツを振るおうとしていた。

　大たい剣けんの刃を太ももに受けた影鬼が、吠ほえる。それは悲鳴ではなく、怒りを表出させたものだった。黒い斧がユウマを狙ねらう。

「私を狙いなさい、モンスター！」

　オリエは［挑ちよう発はつ］スキルを高めていた。それは、防ぼう御ぎよに特化したこの槍と非常に相あい性しようの良いスキルだった。ユウマを狙おうとしていた影鬼は、オリエの挑発に逆らうことができず、オリエに強撃を叩たたきつけようとする。

　しかしこのモンスターは、一つの特性を持っていた。攻こう撃げきを受けた後、攻こう撃げき力りよくが増すという、［苦痛の追つい撃げき］スキルを持っていることである。プレイヤー側でも、何度も何度も瀕ひん死しに陥おちいることによって身につくことがあるスキルだ。

　狙われたのはオリエだった。黒い斧の一撃がオリエの身体をはね飛ばそうとする。攻撃を行った直後のオリエは体勢を崩くずしており、その攻撃を避さけることができない。

　だが、

「ノーザンライツ！」

　黒い大剣が、その一撃を受け止めた。まともに受けただけでもユウマのＨＰが減少するほどの攻撃だった。




「二人とも、避けて！　行くよ……［氷雪Snowstormよ敵を屠ほふれ］！」




　ユウマはとっさにオリエを庇かばって跳とんだ。オリエは驚おどろき顔のままユウマに抱だかれ、床に倒たおれる。その地上を蹂じゆう躙りんしたのは、ユキナの放った氷雪魔法だった。

「竜たつ巻まきだけじゃ、どうもならん」

というエンジのアドバイス通り、塔に挑戦する前に購こう入にゆうした魔法である。レア度は低くとも、店で購入できる魔法としては最高レベルのものだった。なんと言っても一万ドラムもする。ギルドのお金は半分が装備やアイテム、半分がユキナの魔法につぎこまれたのだった。

　影鬼に氷雪魔法は追加効果があったらしい。その身体ががちがちに固まった。棍棒も動かすことができず、影鬼はぐぎ、ぎ、と凍こおりついた腕うでを動かそうとする。が、動かない。

「あかん……可か哀わい想そうやな。溶とかしたるわ」

　じゃら、と音を立てたエンジの装備する［亡もう者じやの鎖くさり］が魔ま力りよくを帯びて光る。

「［最後の炎］！」

　放たれた炎が、影鬼の身体を容よう赦しや無なく包つつみ込む。その凍りついた身体を溶かすどころか、滅ぼしてしまう炎だ。一いつ瞬しゆんにしてそのＨＰを削り取とる。

「えいっ」

　立ったままぶるぶると震ふるえていた影鬼の、大きな足の甲こうに、ナツキはウェストハーツをぶつけた。

　それがとどめとなり、影鬼の身体は光の粒になって消えていった。




「ふ、二人ともいつまで抱き合あってるのぉ！」

　ユキナがいささか乱暴にユウマを起こした。

「ご、ごめん……頭がぼんやりして」

　ふらつきながらユウマは立ち上がった。オリエを助けた後、しばらくぼんやりしていたらしい。オリエは赤くなっている。

「ユウマ君……オリエの身体じゃ、いささかクッションが足りなかったでしょうに」

と呟つぶやいたナツキの右頬に、笑え顔がおでサウスオブヘヴンの切っ先が突きつけられる。

「もう！　なんか最近ユウマおかしいよ。ぼんやりしすぎだよ。体調悪いんだったら、ここは私たちに任せて、退出すれば？　ちょっと休んだ方が良いと思う」

「いや……、ごめんユキナ、それはできない」

「なんで！」

「このクエストは、時間制限があるんだ。……他のプレイヤーたちが来れるようになるまでに塔の頂上に行くことができれば、そこで魔女に会える……、そしたら」

「…………」

「そしたら、金きん髪ぱつの魔女からレンの居場所を聞き出す」

　ユウマは額に汗あせを浮うかべていた。

　苦痛を感じさせないゲーム世界であるはずが、ユウマのその苦しげな様子は、ユキナたちにリアルを感じさせるものだった。

「ユウマ。分かったよ。分かったから……、そんな苦しそうな顔しないで。ううん違う、苦しかったら隠かくさないで」

「そうだよユウマ君。ユキナの言う通り、すごく辛そうだよ。それって、私の回復魔法とか関係ない話だよね？　今まで私たちユウマ君に頼たよりすぎてた。今からは、ちょっと休きゆう憩けいして。エンジ！　今からユウマ君の代わりに前衛に立って」

「おっしゃ任せんかい。……と言いたいがそれは無む茶ちややろステータス的に」

「わ、私がやるよ前衛！」
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　そしてオリエたちは、影鬼の消えた後に宝箱が落ちているのを発見した。罠わなの可能性はない、と魔法でエンジが判定する。楽しげに箱を開けたのは、ユキナだった。中には回復アイテムが入っていた。もっといいものを想像していたユキナがつまんないとこぼしたが、どれだけ続くか分からないダンジョン探たん索さくには、回復薬はありがたいものだった。




　このフロアのボスは［暗あん躍やくする影鬼］だったらしい。部屋の隅すみに扉が現れていた。

　フロアを探索し、トラップを避けつつ謎なぞ解ときをし、フロアボスを倒すと扉が現れる。その扉をくぐると、次のフロアに移動することになる。

　はじめにピエロに説明されたこのダンジョンのルールを、ユウマたちはすぐに飲み込んだ。

　木でできた扉を全員でくぐる。その先は、眼めがちかちかするようなまばゆい光景だった。

「わあ、すごい」

　女じよ性せい陣じんが歓かん声せいを上げた。

　豪ごう華か絢けん爛らんな装そう飾しよくの施ほどこされた、純白と金の通路だった。両方の壁かべには絵画が並んでいる。天井にはシャンデリアがまぶしい光を放っている。

　シャンデリアというのは室内の真ん中に一つぶら下がっているものだが、この廊ろう下かでは等とう間かん隔かくで下げられており、非常に遠くまで続いていた。何十……もしかしたら百ほども並んでいるのではないだろうか。そのせいで廊下は目がくらむほどまぶしかった。だがまぶしいからといってモンスターを見落とすわけにはいかない。ユウマたちは身構えつつ、廊下をまっすぐ進んでいった。

　すると、唐とう突とつに頭上のシャンデリアが落ちてきた。ろうそくの立てられている台の下部には尖とがった牙きばのような飾かざりがつけられている。つまり、何十本ものナイフが落ちてきたのと同様だった。

「避けろ！」

　とっさに危険を告げたユウマのお陰で、皆みな避さけることができた。全員がたらりと背中に汗をかきつつ、床の上に突き刺ささったシャンデリアを眺ながめる。そしてそのろうそくの影から、まるで子供の落書きのような非常に簡単な形をしたモノが現れた。

「クヒ、ヒ。残念……」

　サーチをすると、［子供っぽいゴースト］レベル八、という情報が現れた。非常に弱いのだが、非常に効果的な嫌がらせをしてくるモンスターだった。ユウマたちはゴーストの妨ぼう害がいに遭あいながら、次のフロアに行く扉を出すために頑がん張ばらなければならなかった。




「……死ぬかと思った」

　最後にゴーストたちが合体して一匹ぴきの巨大ゴーストになった。狙い撃うちされたナツキが死にそうになり、慌あわてて他の全員でナツキを守りつつモンスターを倒した。唯ゆい一いつの回復役であるナツキが戦線離り脱だつしたら、ピンチになることは間ま違ちがいない。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいしつつ、五人は次の舞ぶ台たいにいた。

　この塔とうはトリッキーな罠で満まん載さいだった。基本的にそのフロア内で解決する罠ばかりで、前の階に戻もどらねばならないようなことはないのだが、進んでいくほどに厄やつ介かいさは増していった。

　部屋の真ん中に何な故ぜか井い戸どがあり、その中にアイテムを投げるとモンスターが出てくる。前の部屋で手に入れたアイテムを使ってそのモンスターを捕ほ獲かくし、石化したフロアボスのところでそのモンスターを放つ。

　するとフロアボスは石化から解き放たれ、お礼とばかりにプレイヤーたちに襲おそいかかってくる……など。

　五フロア目のボスを倒すと、妖よう精せい像の入った宝箱が出現した。その妖精像は、

「……黄色い宝箱は、開けないことをオススメします」

とアドバイスのような言葉を残して消えてしまった。

「黄色い宝箱？　そんなの見たことあったっけ」

「これから見ることになるんじゃないの？」

　そしてそこから二フロア目で、それはすぐに見つかった。

　フロアの一角に、女め神がみ像ぞうが立っている。頭に植物の冠かんむりをまとわりつかせ、古代ローマの民たみみたいに長々としたトーガを身につけた長身の女性だ。穏おだやかな表情で、訪おとずれる者を迎むかえ入いれるように両りよう腕うでを広げている。

　その女神像の下に、蔦つたに取り囲まれた黄色い宝箱が置かれていた。

　全員、しーんとして宝箱を見下ろした。

「……どうする？」

　全員に問いかけたのはユウマだ。

「私はなんか主義主張的に、宝箱放置は許せないのよね。ポリシーってやつ？　たとえ罠でも、宝箱を開けた結果なら受け入れられるって言うか」

「アホか。ド強いモンスターが出てきたらどないするんじゃ」

「ユウマ君がいたら平気だよー……あ、ごめん」

　まだ本調子ではなさそうなユウマに、ナツキは軽口を謝あやまった。ユウマは目を大きくし、構わない、と首を振ふった。

　ナツキが引き下がると、他に積極的に宝箱を開きたい、と主張するメンバーはいなかった。

「妖精像は、ボスを倒して手に入れたアイテムだ。わざわざ嘘うその情報を伝えるために置かれてるって可能性は低いんじゃないかな。それが開けるなって言ったなら、従うべきだと思う。開けないでおこう」

　ユウマはギルドマスターとして判断し、そうまとめた。

　ナツキは残念そうに宝箱をちらちら振り返かえったが、右みぎ腕うでをユキナに左ひだり腕うでをオリエにつかまれ、背中をエンジに押おされて階段を上っていくことになった。







　ヒロシたちのギルド「獅し子し団」は、同じアドバイスを受けた。

「宝箱開けたい奴やつ！」

「はいっ！」

「はいっ！」

「よしお前ら、今すぐギルドから撤てつ退たいしろ」

「そんなああ」

　冗じよう談だんだよ冗談、と手を振りつつ、ヒロシは幼なじみたちを向いた。マドカとメグミ、自分の女の子のような名前がイヤなことで結束している二人は、ヒロシにリーダーを押しつけて好き勝手なことを言うスタイルで定着していた。

「でも宝箱放置していくのはちょっとな。いつまでも気になるよな」

「それはそうだけど、わざわざ開けない方が良いって言われてるやつを開けて、それでトラップでしたぁ、じゃあまりにも情けなくね？」

「でも人情ってものが……」

「宝箱に人情もへったくれもあるかよ」

　がやがや騒さわぎ出すが、あまり建設的な意見はなかった。このまま相談し続けたとしてもケンカになるだけだと悟さとったサトシが右手を挙げた。

「あー、こいつらはどうでもいいや。じゃあ多数決にする。宝箱開けたい奴っ」

「はいっ」

「はいっ」

「よしお前ら、ずっとここで正座してろ」

「えええええ」

　十二人のギルドで多数決をすれば、ヘタをすれば真っ二つに分かれる可能性があったが、ヒロシがいる限りそこまで殺さつ伐ばつとした空気にはならなかった。なんとなく皆みな、お互いの意志を読み合い、意見を統一させるのである。

　男ばかりのギルドは冗談を言い合いつつ、最終的にリーダーに従った。







　そしてリンカたちのギルド「緋色十字団」では、リンカの判断は、

「開けないでおきましょう」

というものだった。

「でも、リンカ様！　あの妖精像は怪あやしいと思います。そもそも一階にいたピエロも怪しかったし……あのヒント自体がブラフってこともあるんじゃないですか？」

　その小こ柄がらな少女は、途中からリンカたちのギルドに加入した小さなギルドのメンバーだった。つまりリンカたちと過ごした時間が非常に短かった。

　リンカは「様付け」で呼ばれることをとても嫌きらっていたので、かすかに不快そうな表情を浮かべた。それが、少女を余計躍やつ起きにさせた。仲間に「ブラフって言いたいだけだろ」とツッコミが入ったのも余計拍はく車しやをかけた。

「罠の可能性があるのに、わざわざ危険を冒すことはないと思うわ」

「この宝箱には、強い武器が入っているかも知れません。ボスと戦うのに、そういう武器が一つでも多く必要なんじゃないですか？　あたしたち、レベル低いから……このままじゃ、最後までついていけない。強い武器やアイテムが必要です」

　少女の言っていることは、本当のことだった。今までのフロアをくぐり抜けてきたメンバーたちは、レベルが低いほど疲ひ弊へいしている。リンカはかすかに動どう揺ようした。

　中にはごくりと喉のどを鳴らして宝箱を凝ぎよう視しする者もいる。

　黄色い宝箱は、よそのダンジョンでは見たことがない形をしていた。飾りが多く、豪ごう華かに見える。さぞかし中には良い物が入っているような感じがするのだ。

「そんなことないわ。みんなのことは、私が守る。そんな風に考えないで」

「もしかしたらワールドエンドライツみたいな武器が入っているかも。あたし、知ってるんです……ダンジョンで、一人で戦ってるあのユウマって子のこと、見たことがあるんです。たぶんあの人は、リンカ様より強いです」

「何言ってるの」

　その断言は、リンカのプライドをいささか損そこなった。ひねくれていないまっすぐな目をした少女なだけに、その言葉は単なる真実を告げていると感じられた。もちろん、少女がリンカの強さを全すべて知っているわけではないのだが。

「本当です。彼かれは、一人で［深紅のThe criガルピmson Gaラスlpirus］を倒してました」

　ぎょっとするものが多数いた。そのモンスターは、地下に巣くう骨こつ竜りゆうだ。非常にＨＰが高い上に、強力なブレス攻撃を放ってくる強敵で、緋色十字団も敗北を喫きつしたことがある。ギルド単位で戦いを挑いどんだ相手に、単体で勝ったなどとは、にわかに信じられない。

「たぶん、あの黒い大剣がワールドエンドライツなんです。あたし、ワールドエンドライツが魔ま女じよ殺しだって、聞いたことがある。もしかしたらこのゲームをクリアーできるのはあの人かもしれない。そのくらい、強かった。でも、あたし、いやなんです！　このゲームをクリアーするとしたら、あたしたちでいたいんです！」

「待って。確かに彼は強いのかも知れない。それは話したとき、なんとなく分かったわ。でも私たちプレイヤーは、敵じゃないのよ？　私より彼の方が強いなら、それで構わない。でも、このゲームをクリアーするのは……」

　私たちよ。

　その言葉が吐き出される前に、宝箱が開けられた。リンカが懸けん命めいに訴うつたえかけようとしたその少女の背後で、誰だれかが箱を開けたのだ。

　あ、と誰かが声を上げた。

　宝箱の中から煙けむりが立ち上がる。そしてそれは、最悪な形を取った。全身に黒いマントをまとった、ドクロの顔。死に神だ。




［死をもたThe deathらす者 bringer］レベル九十五。

　ＨＰゲージはオールグリーン。




「リンカッ」

とガーディアンズがリンカの周囲を取り巻いた。死に神の鎌かまが、近くにいた者をなぎ払はらう。それは恐おそろしいほどの切れ味を誇ほこった。その一撃でほとんどの者のＨＰゲージが真っ赤に染まった。

　リンカの形相が変わった。

「テイル！　リラ・マックェイス……テイル！　ゲイル・ロックェイス」

　叫さけびながら、剣を抜ぬく。するとリンカの周囲に白い炎ほのおが現れた。ひとつはリラ・マックェイス、ひとつはゲイル・ロックェイスという名前の剣の精せい霊れいである。

「リンカ……」

「あなたたちは、先に行って」

　リンカの装備する剣は、五つの精霊を宿しており、かれらを呼び出すことによって特とく殊しゆな効果を発揮する。

　リラ・マックェイスは仲間を守護するためのもの。

　ゲイル・ロックェイスは強力なクリティカル攻撃を放つためのもの。

　死に神の周囲にいた者たちが白い光を浴びて回復する。そして死に神はガーディアンズの波状攻撃を受けた。

　リンカは、仲間を攻撃すると我を忘れるほどに怒いかり狂くるう。たとえ己おのれを危機にさらしても、モンスターを殲せん滅めつさせずにおかない。その味方を守る気持ちが、彼かの女じよの周りに仲間を集まらせる理由だった。

　そして怒りに燃える目で剣をふりかざすリンカの姿は、綺麗だった。死に神はゲイル・ロックェイスの効果「八連撃」を受けた。ほとんど反則に近いような強さだった。

　リンカに対する攻撃はガーディアンズが受ける。その隙すきにリンカは精霊をテイルし、違う攻撃を放つ。先ほどリンカよりもユウマの方が強いと断言した少女は、腰こしを抜かしていた。これほどまでの戦いは、緋色十字団に参加してから短い彼女は見たことがなかった。

　死に神の鎌によって倒された仲間がいた。そのことにより、リンカはよりいっそう強くなった。華か麗れいな剣けん技ぎで、モンスターにとどめを刺す。

　死に神が光の粒つぶになって消えたとき、仲間の数は十九人になっていた。さすがにレベル九十五の敵は強すぎた。普ふ通つうに放たれた攻撃が、クリティカルに近い。腰を抜かしていた少女に、リンカは疲つかれも見せずに笑えみを向けた。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「すびばせん……すび、ませ、あたし……あたし……」

「泣かないで」

　リンカは息を呑んだ。泣きながら手を伸のばしてきた少女の手を、取り逃にがした。背中から猛烈な寒気が立ち上った。氷でも背せ負おっているのかと思うほどの。だが、そんなはずはない。

「ひっ……」

　少女の表情が恐きよう怖ふに染まる。リンカの背後に、倒したはずの死に神の姿があった。それは半はん透とう明めいの姿でリンカの背中に覆おおい被かぶさり、笑っていた。

『俺おれノトドメヲ刺シタ奴ニ呪イヲカケル……オ前ハ俺カラ逃レラレナイ』

「あ、ああっ」

『戦イノ中デオ前ノ心臓ハ凍リツク』

　笑いながら死に神は消えた。だが完全に消えたわけではないことを示すように、リンカの顔に黒い模様が浮かび上あがった。その模様は広がり、リンカの左半身を埋うめていく。手に、太ももまで。

「リンカ……！　大丈夫か？　苦しくないか」

　激げき闘とうの果てにも一人も欠けることのなかったガーディアンズの四人がリンカに問いかける。先ほどまでの猛烈な冷感が消えてぼうっとしていたリンカは、己の身体に起こったことをすぐに理解した。

　これは呪じゆ詛そ、呪のろいだ。

「大丈夫……大丈夫だから、あなたも泣かないで」

「あたし……あたし……どうすれば……」

「ただ、攻こう略りやくを目指せばいいの。今まで通りにして。大丈夫よ、だから泣かないで」

　うえええええ、と鼻水を垂らしながら少女は泣き出した。子供のような泣き方に、ガーディアンズたちは怒りをぶつけるわけにもいかず、リンカを引ひき離はなした。ガーディアンズのリーダー扱あつかいをされている少年が、部屋の隅でリンカに問いかけた。

　開けられた宝箱、それを守るように立つ白い女神像のそばにたたずむリンカは、女神像にどこか似ていた。

「リンカ、正直に言ってくれ。本当はどうなんだ」

「さっきは寒かったけど、今は平気だよ。シンジロウ君。でも……」

　リンカは憂ゆう鬱うつな表情でウィンドウを操作した。シンジロウに見ろ、と指し示す。それは普ふ段だんプレイヤーたちが見ることのない数字だった。最初から示されていたが、気にすることはないと無視をする。だが確実に減っていく数字。

　リンカの存在値は、ゆっくりと減っていた。まるでカウントダウンするように、一ずつ減っていく。このペースであればおそらく、あと二、三時間もすればゼロに至るだろう。さっきの死に神に取り憑つかれたからだ、とすぐに推測できた。

「他のプレイヤーたちがここに来るまで、あと二時間くらいってファルティナは言ってたね。それまでに三人の王を倒さなきゃ……このゲームはクリアーできない。まさかこのクエストで終わりになると思わなかったけど、ごめんねシンジロウ」

「あいつのとどめを俺が刺していたら……っ」

「ううん、いいの。そもそもこの剣を使うたびに存在値は減ってるんだもの。たぶん、そろそろ限界が来るだろうと思ってた。それが少し早まるだけ……でもシンジロウ、他のみんなも。私は諦あきらめないよ。諦めるわけがない……ずっと夢見てきたんだから」

　シンジロウの背後でやきもきしていたガーディアンズや、他のギルドメンバーに向けてリンカは語りかけた。

「このゲームをクリアーするのは、私たちだからね！」

　右手を挙げたリンカに、どよめきのような歓声が送られた。その少女には、人の耳じ目もくを集めるだけの魅み力りよくがあった。それは彼女の容よう貌ぼうが際きわ立だっているから、だけではない。その言葉が、絶望しない強い言葉が、光のように人を惹ひきつけるからだった。




　その上じよう昇しようする温度の中で、ギルドのメンバー達からそっと離れる少女がいた。少女は先ほどまで泣きはらしていた真っ赤な目をしたまま、彼らに背中を向けて歩いて行った。

　ヨウコと言う名前の少女がいなくなったことをギルドメンバーが気づいたのは、数フロア経へてのことだった。そのときはもう遅おそく、少女を見つけに行く手段はなかったし、そうしようと名乗り出る者もいなかった。







reverieSIDE

５章　ワールドエンドライツの話をしようと思って







　数フロアおきに、回復アイテムの置かれている部屋があった。モンスターの現れないその場所で回復しなければ、このダンジョンで初めに誰かのＭＰが尽つきていただろう。回復の泉が用意されているフロアもあり、水の中にどぼんと顔をつけなければ回復しないとあって、プレイヤーたちにとても不評だった。

　途と中ちゆう、巨大フロアがあった。底と天てん井じようの間が何百メートルも離れているそのフロアには、下から上に向けて何本もの道が通っていた。ねじれの関係になっている状態のそれぞれの道筋を進んでいくのだ。

　高所恐きよう怖ふ症しようの者は非常に苦しむことになったが、ギルドの面々は上に向かって歩いて行った。

「おーいエンジー、そっちは無事かぁ」

　それぞれの道を行き来することはできそうになかった。たとえ意を決して空中ダイブしようとしても、違ちがうギルドの道に着地することはなかっただろう。ただし声だけは届いた。ヒロシらしい小さな人ひと影かげが、ぶんぶん手を振っている。

「おう、そっちはどないやー」

「無事も無事。そっちはどうだ、リンカ！」

「大丈夫でーす」

　リンカらしい姿も手を振っていた。

「あ、ごめーん、エンジじゃなくてユウマに訊きくべきだったぁー、すまんユウマー」

「いいよー」

　ヒロシがぶんぶん手を振っている。同じギルドマスターであるユウマに訊くのが道理かも知れないが、元々知り合いであるエンジに声をかけやすいのは当たり前だった。

　それにしても、巨大なフロアだった。声は大きく張り上げてようやく届くくらいだ。

「あのさぁー！　他のギルドの奴に会ったら訊こうと思ってたんだけどー！　黄色い宝箱って、開けたかあーっ？　俺たちは開けてないけどーっ！」

「開けてないーっ！」

　ユウマはぶんぶん腕を振った。

「こっちも、開けていませーん！」

　リンカが声を張り上げた。

「そうかぁーっ、気になってたんだけど、やっぱ開けねぇよな、あんな罠……お、扉とびらだ。みんなー、また会おうなーっ」

　それぞれの道は、またそれぞれの出口につながっていた。別々の道を進んでいるが、各ギルドとも進行度は似たようなものだと推測できた。

　ユウマたちは扉をくぐると、そこにモンスターが待ち構えていた。天井から植物の蔦のようなものに包まれた大きな目玉の形をしたものがぶらさがっている。ばちばちと帯電し、いかにも魔ま法ほう攻こう撃げきしてきそうだ。

　レベルは高いものの、ＨＰの低いモンスターであるため、倒すことは難しくなかった。ノーザンライツの一いち撃げきが、ＨＰゲージを凄すさまじい勢いで削けずり取る。ただしこのモンスターは回かい避ひ不可の全体攻撃をしかけてきたため、ユウマもＨＰを半分以上もっていかれた。オリエが守らなければ、危ないところだった。戦いが長引けば、戦せん闘とう不能に陥おちいる可能性もあっただろう。




「……ユウマ、大丈夫？」

　心配そうに問いかけてきたのは、ユキナだった。

　気分の悪さはすでに回復していた。痛みなどのないこの世界で、病気もまたあり得ない。はずなのだが、やはり気持ちが病を生み出だすようなことはあるらしい。

「もう大丈夫だよ」

「原因は分かってるの？」

　ユウマはユキナの顔を見返した。そこにあるのは、真しん摯しな心配だ。ごまかしをすればユキナは間違いなく見み抜ぬき、怒おこるだろう。小さな頃ころからいつも、そうだった。人見知りをするレンも、ユキナには懐なついていた。

「気のせいかも知れないけど……」

「…………」

　ユキナが何か口にすれば、それでこの話題は終わっていただろう。だがユキナがそんなことをするはずもなく、沈ちん黙もくして待っていた。

「ノーザンライツのせい、かもしれない」

「剣が？　なんで？」

「分からない。けど、こいつを使ってると……なんか、意識が消えていくような気がするんだ」

　ユキナは首を傾かしげた。戦闘中のユウマは、とてもじゃないが、意識が消えているようには見えない。むしろ意識はしっかりしていて、一秒たりともぼんやりしていないように見える。

「オリエちゃんは、サウスオブヘヴンを使っててそうなることがあるの？」

　会話に参加せず、ただ話を聞いていたオリエはいきなり話を振られて目を大きくした。

「ない、と思う。でも、ノーザンライツはとても特殊だとも思う。ＨＰが九になったりとか、ＨＰを消費して技わざが使えるようになったりとか」

「……確かに私にも、その剣はすごく……すごく変に、思えるけど」

　ユキナも、短いゲーム生活の中で感じていた。

　ユウマの強さは少し、度が過ぎている。まるで、この世界に唯一存在することを許された、ＲＰＧにおける「勇者」のように。

　だが「Walpurgis Nights」が特殊なゲームだとはいえ、普通、多人数参加型のゲームにはそんなものはない。

　たとえあったとしても、あまりにも条件の厳しい強さだ。制作者はどうしてこんな武器を用意したのか。

「ユウマ、戦闘中に使う技……今、いくつあるの？」

「え。炎と、風と、氷雪と、水と、光と、土、雷かみなり……」

　前回の蜘く蛛も神を倒したのは、「闇やみ」の技だった。

「ノーザンライツは、もう最高レベルに達しとるんか？」

　エンジが会話に参加してきた。ユウマは首を振った。

「いや……まだ数字は上昇してる」

　だがもうすぐ最高レベルに達するだろう。あと何回戦えばいいかは分からないが、そう遠い未来の話ではない。この塔で、経験値の多いフロアボスを倒せば、一気に到とう達たつするかも知れない。

「でも次の技はレベル九やろ。お前のＨＰ、九やんか」

　エンジの言葉は、ユウマも気になっていた。技は、レベルの数字に応じたＨＰを奪うばっていくのだ。そうすると次の技は、使えばユウマのＨＰを全て持って行ってしまうことになる。

「つまりアレか。最後の技は壮そう絶ぜつな自じ爆ばく技わざっつーわけやな……」

「ダメだよー！　自爆なんて。ユウマはレンちゃんを助けないといけないのに、大事なところで死んじゃったらどうするの！」

　ナツキが「ユウマ君はウェストハーツ使っても回復できないしなあ」と遠い目をした。

「自爆なんかしない。最後の技がそういうものだったとしても、俺が使わなければ良いだけだろ」

「あ……そうか」

　話題は微び妙みように変わってしまっていた。ユウマは少しほっとしていた。

　ユウマの様子のおかしい原因がノーザンライツであるとすれば、誰かが「ノーザンライツを手放すべき」という提案をするだろう。しかしノーザンライツはユウマの武器として固定化されており、装備から外すことができない。ユウマが「Walpurgis Nights」をプレイするためにはノーザンライツから離れられないのだ。

　ノーザンライツを使うか、このゲームから降りるかである。そして後者の選せん択たくは、ユウマにはあり得ない。

「いやそもそもそのレベル八の技かて、使った後一回攻こう撃げき受けたらそのままグッバイや。かといってレベル七やと安心かっつーたらそうでもない……難しいわな。俺、ノーザンライツがちょっと羨うらやましかったことあるけど、やっぱうまく使われへんかったと思うわ」

「そうよね。武器は相応ふさわしい者の手にやってくるのよ」

　ナツキがウェストハーツを持ってポーズを決めた。

「お前、鼻の穴で人を見るなって、オカンに言われたことないんか」

「しっっつれいねぇ！」

　ナツキとエンジのお陰かげで、楽しい空気になる。長い道は終わり、扉をくぐるだけになった。最後に進んでいこうとしたユウマは、ふと何か聞こえた気がして振り返った。

「………………」

　見えるのは、自分たちが歩いてきた長い道だけだ。そこには誰もいない。声がするわけもない。だが確かに聞こえた。

　女が、静かに歌っているような……子こ守もり歌うたのような旋せん律りつを。




「良い仲間がいるのね」

「でも、邪じや魔ま」




　声が聞こえた気がした。だが、どこからか分からない。

　とても楽しそうな声だ。知っている声か、知らない声か、分からない。だがとても近しい気がする。当たり前のように語りかけてくる。昔からの知り合いのように。友達のように。恋こい人びとのように。母のように。




「最後の一ひと押おしを、舞台のように盛り上げてあげましょうか」

「緋ひ色いろ十字のリンカがいい？　それとも妹のコピーがいい？　オリエちゃんが良いかしら。それとも、ユキナちゃん……」




　腕うでを掴つかまれた。

　ユウマはぼんやりとそちらを見た。

　誰だったか、一いつ瞬しゆん分からない。

「呼んだ？　ユウマ君」

「………………」

　オリエだ、とまるで久しぶりに会ったかのようにユウマは思い出した。長い黒くろ髪かみを左右の高い位置に結んでいる、大きな目でじっとユウマを見上げている。

　オリエはユウマを扉のあちら側に引っ張り込むと、ユウマの両りよう肩かたに手を置いて無む理り矢や理り座すわらせた。ユウマは抵てい抗こうせずに座すわり込んだ。

　次のフロアは、洞どう窟くつのような様子をしていた。塔の中は色々なフィールドのデータも組み込まれているらしい。壁かべに描えがいてある絵が次の部屋に行くヒントになっているらしく、オリエ以外のメンバーがああでもないこうでもないと意見を言い合っている。

　そして現れたのが猿さるに似たモンスターだった。身軽な彼らはアイテムや武器を盗ぬすむことがあり、またプレイヤーをからかうような挙動で、対戦する者を真の怒りに目覚めさせる。スカートをめくられたユキナが、猿一匹ぴきに竜たつ巻まき魔ま法ほうを使おうとし、ナツキに止められている。

「みんなが、ユウマ君少し休んでて良いよって。私も、ちょっとユウマ君と話をしたいな」

　言いながらオリエは自分の言葉に赤くなった。

　自分もユウマ君と一いつ緒しよに休ませて欲ほしい、というオリエの言葉を聞いたナツキが、「まさか告白タイムじゃないでしょうね？」と尋たずね返した上に、「せめてＢカップになってから……」と付け加えようとした。

　オリエはまさか自分がクラスの友人の顔を掴つかみ、「そんなぺらぺら喋しやべる舌はいらないよね？　処分してあげようか」などと恫どう喝かつするような日が来るとは、想像もしていなかった。だが後こう悔かいはしていない。

　オリエはユウマのそばに、座った。

「ワールドエンドライツの話をしようと思って」

　ユウマはこんなことが過去にもあったような気がした。ぼんやりする頭で考え、時間をかけずに思い出すことができた。リョータに「黒髪の魔女に会った」と言われ、そのために二人でその場所を目指した。途中、雨に降ふられて洞窟に入った。今の状じよう況きようにいると、そのときのことを思い出さずにいられなかった。

　あのときよりもちょっと距きよ離りが近づいている。

　オリエも同じことを思い出したらしく、くすりと笑った。

「ユウマ君がニードルラットから本気で逃にげたこと、思い出しちゃった」

「……今もたぶん、会ったらダッシュするだろうな」

　オリエは長々と思い出話を続けたりはしなかった。それはおそらく、こちらを気にしているユキナに遠えん慮りよしてのことだろう。

「さっきは話さなかったけど、サウスオブヘヴンは、使っていて意識がぼんやりするようなことはないわ。でも、時折お姉ちゃんの存在を感じることがあるの。気のせいかも知れないけど、でも確かに感じるの。この武器は、私のために存在しているような気がする。お姉ちゃんの手紙にあった、私は今もここにいるって言葉は……、青い髪かみの魔女は、ユウマ君の妹さんのデータをもとにして作られたんだよね？　そんな風に、いろんな人のデータがここにはあって、その中にお姉ちゃんのデータもあるのかなって……」

　本物の人間のように動くＮＰＣ。青い髪の魔女は、アドバンスドチルドレンという言葉を口にした。そこにあるのは魂たましいなのか、意志なのか、ユウマには分からない。このゲームが踏ふみ込んでいる領域は、ユウマの理解を超こえているのかも知れない。

　青い髪の魔女。不死者の王エンドバウム。もしかしたらプレイヤーに見える誰かも、そうなのかもしれないとすら思える。

「オリエは、お姉さんに会いたい？」

「……分からない。魔女に会って、お姉ちゃんの書いた手紙のことを聞きたかった。でもそれももう今は、怖こわい。もしかしてこの槍やりの中にお姉ちゃんがいて、そして私を守ってくれるなら、それだけでいい気がする……」

「魔女は……三み輪わ薫かおるは、このゲームで何をしようとしてるんだろうな。ノーザンライツに、サウスオブヘヴンに。青い髪の魔女に……。もし会ったら、ケンカを売ってしまいそうだ」

「そうだね。そのときは私も一言言いたい」

　あちらでナツキが「フロアボス出たわよぉ！」と手を振っている。行かなければならない。ユウマとオリエは立ち上がった。

「でもユウマ君は、妹さんのことを知ることが一番の目的なんだよね。私も頑張るから。だから、ユウマ君は……みんなのことを頼たよってね。気分が悪かったら、休んでくれて良いの。もう、一人で戦わなくていいんだよ」

「……ああ」

　オリエははにかんで微ほほ笑えんだ。ユウマはありがとう、と言おうとして言葉を飲み込んだ。オリエに見とれてしまったのだ。







　次のフロアは、床ゆかの上にたくさんの宝石が転がっていた。きらびやかすぎて、目がつぶれてしまいそうだ。その目がくらんだところに、モンスターが襲おそいかかってくるという仕様になっていた。

「とわーっ」

と気合の声を上げながら、ナツキは杖つえを振り回まわす。ありがたい聖せい杯はいの打だ撃げきを受け、コウモリたちが地面に落ちる。そこをすかさず踏みつぶす。美しすぎる一連の動作に、他のメンバーたちは黙だまって見守ることにした。

「なんでっ、みんなっ、見てるだけなのよ！　とわーっ」

「ウェストハーツって、回復より武器として役に立ってる気がするよね」

「ちょ、そ、とわーっ」

　ナツキが続けざまにコウモリを倒たおしていく。そのうちに、ナツキのレベルが上がった。両手を挙げて喜んだナツキは、後頭部にコウモリの突とつ撃げきを受けた。そのまま綺き麗れいに前のめりに転んだ。

　そしてフロア中のコウモリが、ナツキの手によって殲滅された。しかしナツキが怒り出したため、フロアボスは他のメンバーで倒すことになった。［コウモリThe kingたちの王 of bats］という巨きよ大だいコウモリは、ダメージを受けるとプレイヤーから吸血しＨＰを回復させるという技を持っていたが、エンジの炎ほのお魔ま法ほうによって焼やき払われてしまった。




　次のフロアは回復の泉だった。ユキナは顔を水につけるのはイヤだと嘆なげきつつ、息を止めて実行する。ＨＰゲージがゆっくり回復していった。

「回復の泉でも、ＭＰは満タンにならないのが憎にくいわよね」

「魔法は温存していかなあかんな。上に行くに従ってモンスターのレベルも上がっていくやろうし。広いダンジョンを攻略するんやったら、やっぱり少数精せい鋭えいよりも人数がいた方が有利かもしれんな」

「そうなのよね！」

とナツキはウェストハーツでエンジを指した。まるでテレビの娯ご楽らく番組で、司会者がものを指すのに使っている棒のように見え、エンジはため息をついた。

　ユウマはウィンドウを立ち上げた。それはギルドの状態を示すもので、全員で眺ながめることができた。進行中クエストの状態が出ている。参加人数は六人、現在いる階層は四十九階。

　そしてエンジが訳してくれと指さした英文を、ユウマは日本語に訳して読み上げた。

「限定クエスト進行中。このクエストは一度終しゆう了りようすれば、二度と発生しません。また、クエスト中に戦闘不能に陥ったプレイヤーは、復帰することができません」

　言い争いは放っておき、ユウマは最後まで訳した。

「ちなみに残り時間はダンジョンの中にて手に入るアイテムによって確かく認にんすることができます」

「……アイテムって、なんやろ」

「今までで取とり逃したアイテムがあるってこと？　うーん……あ、分かった。黄色い宝箱がそれだったんじゃない？　今から戻もどる？」

「待てやそうとは限らん！」

　エンジは回れ右を始めたナツキの襟えりをつかんだ。

「残り時間が分かるのはいいかもしれないけど、結局は最短時間で攻略できるように頑がん張ばる方が大事だと思う。わざわざ戻る時間はないよ、ナツキちゃん」

「そ、そう言われたら……認める他はないようね」

「何でお前の態度は常にマックスなんや」

「ふんっ」

「そんなことより、みんな……早く気づいて欲しいんだけど」

　オリエが何な故ぜか青くなって右手を挙げた。そのただならぬ様子に、エンジとナツキも口をつぐんだ。

「どうしたのオリエちゃん」

「あの……点呼とるね。私から。一」

　時計回りにメンバーたちが数字を口にする。

「二」

「三」

「よん」

「五……のなにがあかんねん……」

　そのときになってようやく気づいたエンジが、目を最大まで見開いた。ユウマが慌あわててウィンドウを確認すると、参加人数は六、になっている。

　しーん、とした。

「えーと、みんな。怒らないから正直に言って下さいね。誰ですかアクティブな背後霊れいを連れてきたのは」

　ユキナが明るく尋ねた。明るく保母さんのように優やさしく問えば、この空気も何とかなると考えての行動だったのかも知れないが、

「やややややややややめてくれや霊とかお化けとか怨おん霊りようとかゾンビとかそういうたぐいのアレは！」

　エンジがあっという間に小刻みに震ふるえだした。

「大丈夫だ。エンジ、お化けじゃない。確認したら、ギルド参加、リョータって出てる。あいつ、ようやくギルド参加したんだ」

　ユウマから勧かん誘ゆうを送っていた。リョータがようやくそれに認にん可かボタンを押おしたのだ。

　そしておそらく、今この塔とうにいるのだろう。

「……迎むかえに行く？」

　ナツキの言葉にユウマはしばらく考え込んでいたが、

「たぶんあいつだったら、私たちのところまですぐに来れるんじゃない？　妙みように悪運強いしさ。もしかしたらラスボスに誘ゆう拐かいされるかも知れないけど……プリンセス度数、高いし……」

　ユウマは同意しようとしたが、それより先に、

「プリンセス度数って……」

と問い返してしまった。

　ギルドのボードを確認する。そこにはリョータからのメッセージは残されていなかった。ユウマは、

「頑張って追いついてきてくれ」

と入力し、ウィンドウを閉じた。

　そしてユウマたちは次の扉を開くことにした。




　その次のフロアから、各ギルドが合流した。ウィンドウを確認すると、「蒼あお色の塔　階層五十」とある。ようやく半分の高さに来たのだった。




　そこは、城の中に見えた。重じゆう厚こうな作りで、太い柱が何本も立っている。薄うす暗ぐらいのは、窓が全すべてステンドグラスになっているからだった。ゴシックな雰ふん囲い気きに、なぜか首を縮めたくなる。宗教的な建物に感じられた。

「……フロア五十、か。なんかこう……嫌いやな予感がするな」

　そう言ったエンジに、ナツキが眉み間けんにしわを寄せながら「なんでよ」と問い返した。

「半分到達記念やろ。俺がゲームの制作者やったら、ここらで一発強いボスを用意する」

　みな、ごくりと喉のどを鳴らした。その言葉の正しさを示すかのように、このフロアには雑ざ魚こモンスターがいなかった。先ほどの階層で全員のステータスが完全回復したのを、減らさずにいてやろうという、制作者のありがたい配はい慮りよかも知れない。

　天井の高い長方形の広間は、大きな廊ろう下かも同様で、次の部屋に続く扉に向かうためのものだった。ユウマたちは迷う余地もなく、次の部屋に行く。

　次の部屋に入ったとき、別のギルドのプレイヤーたちがそこにいた。振ふり返かえり、ユウマに近づいてきたのは、リンカだ。緋色十字団は、初めよりもかなり人数を減らしているのが見て取れた。

「全員生存しているのね。すごいわ」

「そっちは……モンスターに？」

「ええ。あと、ひどいトラップがあって……。残念だけど、この人数で進んでいくしかない。そちらは何か、困ったことは？」

　リンカと簡単に現状報告をし合った。ユウマたちは来たばかりだったが、リンカたちはしばらくこのフロアを調べていたらしい。

「長方形の部屋が、三つ続いているわ。だけど、あっちは行き止まり……。今、各部屋に何か隠かくされたものがないか調べているところなの。こういう調査が得意な子がいたんだけど、今はぐれてしまってて……ヨウコって言う子なんだけど、もしかして途中で出会ったりしなかった？」

「いや、別ギルドと出会ったのは今が初めてだから」

　リンカもその返事が来ることは分かっていたらしい。そうよね、と頷うなずいた。

「お互たがい、このフロアを調べましょうか。もしかしたら、ヒロシさんのギルドが来ることが次に進む条件になっているのかも知れない。そうしたら……彼らが遅おくれたら、ちょっと面めん倒どうなことになるかもしれないわね」

「誰が遅れてるって？」

　リンカはその声を聞いて両肩を上げた。びっくりしたらしい。ヒロシは笑いながら、よう、と右手を挙げた。後ろに続く仲間たちは、十二人きっちり揃そろっている。

「いやあ、大変だった。めちゃくちゃ長くて狭せまい螺ら旋せん階段上らされて……途中でへばるかと思った。ようやく広いスペースに出たぜ」

　言葉通り、ヒロシたち「獅し子し団」のメンバーは疲つかれているように見えた。聞けば、螺旋階段の途中でフロアボスが出現し、足を滑すべらせた者が周囲を巻き込んで団子になって全階段を滑り落おちることにもなったらしい。

「で……、このフロアは、なんか厄やつ介かいそうだな」

　難しい顔をしたヒロシが何を見ているのか、視線を追ったユウマとリンカは目を見開いた。おそらくはリンカの言う通り、三つのギルドが揃うことが出現条件になっていたのだろう。今までは壁だった場所に、いつの間にか女め神がみ像ぞうが出現していた。前のフロアで見たのと同じ、頭に植物の冠かんむりをまとわりつかせ、古代ローマの民たみみたいに長々としたトーガを身につけた長身の女性である。穏おだやかな表情も、全く同じだ。

　そしてその足あし下もとには、黄色い宝箱が置かれていた。




　女神像は、三つの広間にそれぞれ出現していた。足下には「開けるな」とアドバイスされている黄色い宝箱が置かれている。ただし、一番奥おくの女神像だけは、何もそばに置かれていなかった。

　それを知ったとき、リンカの顔がかすかに歪ゆがんだ。

「三つのギルドに、三つの部屋……これは、分かれろってことだな」

「そうね。何も起こらないかも知れないけれど、それぞれ分かれましょう」

「でもそれぞれどこの部屋にする？」

　ユウマの問いに、リンカは苦い笑みを浮うかべた。

「……とりあえず、私たちの部屋は確定しているわ」

「え？」

「宝箱のない部屋。残り二部屋をどちらにするかは、あなたたちが好きなように決めてちょうだい。……ごめんなさい、さっきは嘘うそをついた。私たち、黄色い宝箱を開けてしまったの」

　問いかけを拒きよ否ひするように、リンカたちはさっさと宝箱のない部屋に向かおうとする。だがヒロシはその背中に向けて質問を投げつけた。

「なんだよ。黄色い宝箱、そんなにいいものが入ってたのか？」

　取り巻きたちに囲まれて歩き去ろうとしていたリンカはぴくりと肩かたを震わせ、顔だけ振り向むいた。

「……とっても。あなたたちには、開けないことをオススメするわ」

　そして「緋色十字団」は全員が扉の向こうに消えていった。

　残されたユウマは、ヒロシと顔を見合わせた。リンカの流し目の迫はく力りよくは少年たちにぞくぞくするような感覚を残していった。

「多分、決まった部屋にいかな何も起こらへんのと違うか。何も起こらんかったら、互いに部屋チェンジしたらええ。だから、とりあえず人数少ない俺たちがあっちの部屋に行こう」

　エンジの言う通り、ユウマたちは今いる中央の部屋から、このフロアに入ってきた扉のある部屋に移動した。

　選んだ部屋は正しかったらしい。扉を閉じた途と端たん、がこっ！　と音がして、何もなかった壁に入り口が現れた。壁に開いた穴は、暗くら闇やみに続いていた。

「なんや、凝こった作りやな……罠わなとかなければええけど」

「あんたの予感、当たる気がするから、黙ってて」

「…………」

　そのとき、ギィと音がして、全員そちらに注目した。前のフロアから続いている扉が開いたのだ。そこから現れた少女は、視線を浴びていることに驚おどろいて一度引っ込んだ。だがまたすぐにおどおどと、向こう側から左目だけのぞかせた。

「あの……あたし、ヨウコっていうんですけど、緋色十字団の一員です」

　それはさっきリンカが口にした名前だった。その話を聞いたヨウコは「リンカ様……」と呟つぶやいて涙なみだぐんだ。

　その感かん極きわまった様子を見て、「様、って……」とナツキがすごい顔をしている。

「リンカたちは一番奥の部屋にいる。早く行った方がいいんじゃないか」

「ふぇっ……ふぁい」

　涙をぬぐいつつ、次の部屋に続く扉を開けようとした。

　だが、その扉は蹴けろうが殴なぐろうがびくともしなかった。ヨウコがすがるような目でユウマを見つめる。

「い、いいよ……俺たちと一緒に来れば」

　ヨウコは全ぜん身しん全ぜん霊れい！　といった迫力でお礼を言った。




「なんであんた、リンカたちとはぐれたの？」

　他人がリンカを呼び捨てにすることには、特に何も感じないらしい。ナツキの言葉に、ヨウコはふぅ、とうなだれた。

　真っ暗な道を進んでいく。行き先に四角い光があるのは、出口だろう。

「と、とんでもない失敗をしてしまって……申し訳なくて一緒に行けないなと思って、自分から外れたんです。でも、塔の入り口には戻れなくて……進むしかなくて。でもリンカ様と会っても、なんて言っていいかわかんない、です。どうしよう……」

「失敗ってなによ」

「……言いたくないです」

　ナツキが追つい及きゆうしようとしたが、それはオリエとユキナが止めた。

　ヨウコはぐしぐしと泣き続けていたので、ナツキもそれ以上問うのは心苦しかったらしい。

　暗い道は一分ほどで終わりを告げた。

　光に見えていたのは、もちろん出口だった。ただし「外れ」の。

　道の終わりには、ベランダのような小さな場所になっていて、腰こしほどの高さの柵さくが設けられている。

　谷底を覗のぞくようにして見ることができるのは、円形になったドームだった。ローマのコロッセウムを思わせるその場所を、ユウマたちは壁へき面めんに用意された椅い子すのない客席から見ていた。

　どういう構造になっていたのか、ユウマたちの目の前にある客席に、リンカたちが現れていた。見回したが、ヒロシたちが現れた様子はなかった。




　どん、と地面を打つような音がした。コロッセウムの中央に、軍服のような勇ましい服を着た男が出現していた。ただしその顔面は珍ちん妙みような化け粧しようが施ほどこされている。唇くちびるは紫むらさ色きいろに塗ぬられ、目はつりあがるようにラインが入っている。道どう化けのように見えるが、強そうなオーラも漂ただよっている。

「ようやく来たか、プレイヤーども」

　男の声はユウマたちのところに十分届いた。

「俺様の名前は、ゴキール男だん爵しやく。このフロアの、ボスだ」

　ゴキ……とナツキが呟いた。俺様……とエンジも呟いた。

　ゴキール男爵の長身にして筋肉質な身体は、その腰に帯びた、紫色の鞘さやに収まった長ちよう剣けんを使うに相応しいものだった。強そうだ。だが、その口元には常に他人を馬ば鹿かにするような笑えみが浮かんでいる。礼れい儀ぎ正ただしく振る舞まっても、高こう慢まんさが隠し切れていない。

「三つの部屋のひとつは、当たりだった。今ここにいないギルドは、次のフロアに向かっている。お前たちは残念ながら、戦わなければ、次に進めない」

　男は舞ぶ台たい役者のように腕を広げた。

「ひとつは、俺を倒すことだ。ただし、俺は一人だ。一度に相手ができるのは一人。君たちの中から、我こそはと思う猛も者さは、この場に飛び込んでくるが良い。ただし、軟なん弱じやくな魔ま法ほう使つかいでは俺の剣けんの一いち撃げきすら耐たえられないだろうなぁ……」

　ぬめぬめとした粘ねん性せいを感じる視線をプレイヤーたちに走らせ、ゴキール男爵は笑った。

　たっぷりと余よ韻いんを残し、男は再び口を開いた。

「そしてもう一つの道。これはお前たちにとってある意味、ラッキーな提案だ。なぜなら俺様と戦わなくてすむんだからな！　それに、勝利者はこの、［黄金The Goldの門en gate］をくぐることができる」

　ゴキール男爵の右手の親指の指す彼かれの背後には、確かに黄金の門があった。ただし、それは壁に描かれた絵画だ。

「疑わなくともいい。この門は、条件を満たせば本物に変わる。［黄金の門］は造物主に祝福されている。これをくぐる資格を得た者は幸いなるかな、塔の頂上にひとっとび！　……するかもしれないって寸法だ。いや、本当だよ、俺様は嘘などついていない。ククククク……」

　ゴキール男爵はひとしきり笑った。プレイヤーたちはただその気味の悪い笑いを見つめているだけだ。そしてゴキール男爵は、初めて気づいたとばかりに手を打った。

「では告げよう。この［黄金の門］をくぐるには、造物主に血を捧ささげることが必要だ。お前たちふたつのギルドの中から代表者を選べ。そしてそいつらを、戦わせるんだ！　血で血を洗う戦いでなければ、捧げられる意味など無い。俺様がジャッジしてやろう。公平にな、ククククッ」

　互いにつぶし合わなければならない。そんな条件をゴキール男爵は無む慈じ悲ひに提示した。

　ふたつのギルドは沈黙し、見つめ合った。




［忌みThe 嫌われdespised るゴキーman, Baron ル男爵Goquille］レベル九十。

　ＨＰゲージはオールグリーン。




「一人選ぶか？　それとも二人、下りてくるか？　俺様はどっちでも構わない」

　ユウマは仲間たちを振り返った。魔法使いでは不可能だ、とゴキール男爵は言った。それはおそらく虚きよ勢せいではあるまい。武器を見ても体つきを見ても分かる。あの男は強力な剣けん士しだ。エンジ、ユキナ、そしてナツキでは無理だ。

　ユウマ、あるいはオリエだ。しかしオリエのレベルでは、レベル九十ものボスに一人で敵かなうかというと……。

「私、サウスオブヘヴンの力があれば、もしかしたら……いけるかも……」

　ユウマは首を振った。サウスオブヘヴンの能力は、明らかに集団戦のためのものだ。オリエ以外の誰だれかが敵にダメージを与あたえるために、仲間たちを庇かばうための力だ。

　一人で向かっても、攻撃を防ぐことができても、そこからはじり貧の泥どろ仕じ合あいが待つだろう。

「俺が行く」

「……ダメだよ、ユウマ君。体調悪そうだもの」

「そうだよユウマ。相当悪いの、見てて分かるんだから」

　エンジは厳しい表情でリンカたちを見ていた。彼かの女じよたちがどう出るのか分からない。レベル六十五のリンカが出るであろうことは予測できる。だが彼女の剣の向かう先は、ゴキール男爵なのか、あるいは。




「私が出ます」




　その声の響ひびきには緊きん張ちようがあった。そう言って右手を挙げたリンカの周囲にいる者たちが止めている。ユウマたちには何な故ぜ彼かれらが止めるのか、何を止めているのか判断がつかない。

「だ、だめですー！　リンカ様、やめてくださいぃっ」

　柵を越こえるような勢いで叫さけんだのはヨウコだった。突とつ然ぜん現れたヨウコに、リンカたちはかなり驚いた様子だった。

「リンカ様は、あたしのせいで……た、戦っちゃダメです、お願いです」

「ヨウコ……」

　ヨウコは泣きながらユウマを見上げた。

「リンカ様は戦えない。リンカ様以上に強いのは、あなたでしょう？　戦ってよ！　戦って、アイツを倒してよ！」

「何言ってるのよあんた」

　怒おこって止めようとしたのはナツキだった。

「こっちにはこっちの事情があるの。知りもしないで好きなこと、言わないで」

「うぅ、うう、ううるさいいっ！　強いくせに！　強いくせに！　戦ってくれてもいいじゃないかあああっ」

　そしてヨウコは爆ばく発はつしたような勢いでユウマに体当たりする。とっさのことに、誰も反応できなかった。

　ユウマは、体当たりしてきたヨウコの勢いがユウマを突つき落とすだけに止まらないことを悟さとった。思い切り、空中に飛び出ていく。

　どんな高さとはいえ、死ぬようなことはない。［着地スキル］の高かったユウマは、普ふ通つうに着地することができた。しかしそれほどではなかったらしいヨウコは「ぐぎゃ」と変な声を上げ、石いし畳だたみに張り付いた。




「二人！　これは意外だ。そちらの娘むすめは、緋色十字団に属ぞくしているらしい。つまり、ユウマ、そしてヨウコ！　二人の戦いによって決されることになる！」




　ゴキール男爵の声に、起き上がったヨウコが座り込んだまま呆ぼう然ぜんとする。

「プレイヤーネーム［ヨウコ］、レベルは三十一。ＨＰゲージはオールグリーン。装備はナイフだ。軽かろやかな動きで敵に襲いかかる。ただし、その攻撃までが軽い！　体力は低い。これはこれは代表としてはいささか物足りぬ」

　ゴキール男爵はヨウコのステータスを読んだらしく、高らかに言い放った。

「プレイヤーネーム［ユウマ］、なんとレベル……ゼロ！　まさかの低レベルプレイヤーだが、その武器はワールドエンドライツ最凶、ノーザンライツ！　ここに至るまでその武器を使い続けたその戦せん闘とうセンスに敬意を表し……あまりにも一方的で退たい屈くつになるであろうこの戦いを、最後まで見守ってやろう」

　ゼロ、という数字を聞いた「緋色十字団」がざわめく。ただしそれはヨウコの心を軽くするものではあり得なかった。

　困ったようにヨウコを見つめているユウマを見るだけで、分かる。この少年は強い。特にヨウコはノーザンライツを使って戦っていたユウマの姿を見たことがある。

　それを思うと、自分がナイフを握にぎって刃は向むかうことなど夢物語に思える。かたかたと震えが止まらなかった。




「待って、ゴキール男爵！　どうか、その子に戦わせないで。……お願いよ、代わりに私が出ます」




　リンカの言葉に、ゴキール男爵は両りよう肩かたを持ち上げた。

「そう言ってもこの娘は自分から飛び込んできたんだ」

「あれは事故よ！　それにあなたは言ったわ。あまりにも一方的で退屈になるであろう、って。……私なら、退屈させないわ」

　ゴキール男爵は唇の端はしを持ち上げ、右手を顎あごに当てたまましばし黙もつ考こうしていた。

「ふ……ふざけんなや、あまりにもムシが良すぎるやろ！」

　慌ててエンジが叫んで苦情を申し入れたが、それはいささか遅おそかった。その声が飛ぶよりも先にゴキール男爵は決断していた。

「よかろう」

と。

　エンジが叫んだ次の瞬しゆん間かん、ゴキール男爵は指を鳴らした。まるで魔法のように、リンカとヨウコが入いれ替かわる。リンカのいた場所に移動させられたヨウコは、周囲のあまりにも厳しい視線に、小こ柄がらな身体が縮みこんでよりいっそう小さくなった。

　ああ、くそ！　とエンジが髪をかきむしる。




「プレイヤーネーム［リンカ］、レベル六十五。その武器は……ほう！　神しん剣けんシリーズの第一本［エルグラド］だ。精せい霊れいを操作し、自分の攻こう撃げき力りよくを高めることができる。これはワールドエンドライツにも匹ひつ敵てきする……あるいはそれ以上の力を持つ！」

　ゴキール男爵の声が興奮に震え、よりいっそう高まった。

「ほう……緋色十字団よ。ふんふん、そうか、なるほど」

　鼻をならしつつのぞき込んでくるゴキール男爵を、リンカは不ふ愉ゆ快かいそうに見上げた。ゴキール男爵は紫色の唇をくいっとゆがめた。

「君たちは、開けたのだねぇ……呪のろわれた黄色の宝箱を。隠さなくともいい、俺おれ様には分かる。哀あわれだなあ、緋色十字団よ。だが俺様はお前たちにひとつ良い情報を与えてやることができる」

　もったいぶるようにゴキール男爵は間を取ったが、彼の期待するような返答は返らず、リンカは冷たい目で彼を眺めているだけだった。咳せき払ばらいし、ゴキール男爵は言葉を続けた。

「君たちは黄色い宝箱を開けた。そのために大きなペナルティを背せ負おったはずだ。ここで提案をしよう。君たちからその大きなペナルティを取り除いてやっても良い」

　ユウマは、リンカがぴくりと反応をするのを見た。ペナルティというのがどういうものか分からないが、それはかなり重大なものらしい。

「ただし、そのためには、この少年を倒すんだ……完かん膚ぷ無なきまでにな。造物主にこの少年の血を捧げるんだ、君ならばできるだろう」

　ゴキール男爵はリンカをなぶるような悪意のしたたる口調で条件を告げた。そしてその笑みを浮かべたまま、ユウマを見つめる。

「もちろん？　君の［魔ま女じよ殺し］ならば、［神剣］を前にしても一歩も引かぬだけの力があるさ。最強最凶のノーザンライツの持ち主よ、君の剣が魔女を求めるならば……この少女を倒せ」

　ユウマとリンカは、初めて見る相手を見るように互いを見た。

　このゲームの中で最高レベルといっていい二人のプレイヤーだ。どちらの方が強いか、ゴキール男爵に言われなくとも誰もが関心を持たずにいられないだろう。電光石火のリンカの早はや業わざか、一撃必殺のユウマの剣けん技ぎか。どちらが上なのか。




「この戦いならばいささかも不足はない、さあ……二つのギルドの代表者よ。剣を抜ぬけ。造物主に捧げよ、この戦いを！」




　ユウマとリンカは向かい合った。

　リンカはぴんとまっすぐ立ち、静かな表情をしていた。神剣［エルグラド］は彼女に相応ふさわしい繊せん細さいな意い匠しようのほどこされた剣だった。リンカは緋ひ色いろの鞘から白銀の剣を抜いた。しゃらん、と涼すずやかに空気を斬きる音がした。

　ユウマは「ノーザンライツ！」と名を呼んだ。すると瞬しゆん時じに大剣が現れた。リンカの側からどよめきがあがる。これほどまでに禍まが々まがしい姿をした剣は、ノーザンライツの他に見たことがないだろう。竜りゆうの背骨すら、一撃で真っ二つにしそうな迫力だった。

「ごめんなさい、ユウマさん。こんなつまらない戦いに巻き込んでしまって」

「ああ……そうだな、できれば早く終わらせたい」

「そうね。会話は無用だわ。……行きます」

　リンカの身体が発光したように見えた。緋色十字団のメンバーは見慣れている。神剣エルグラドの力が発揮されるのだ。

「テイル！　エッダ・ファーレンバイト」

　リンカの周囲に赤い光が浮かんだ。それは次の攻撃を三倍化する精霊だ。

「……テイル！　マリア・スフォルツゲイト」

　その叫びを聞いた緋色十字団が騒さわぎ出だす。やめろ、とガーディアンズの少年たちが叫ぶ。だが深い集中状態にあるリンカに、その声は届かない。金色の光が、リンカの周りに現れる。

　そして集中状態にあったのはユウマも同様だった。

「目覚めよArise,、我は extract根源に from the干渉す source……」




「ユウマ君……！」

「ユウマぁっ！」

　オリエとユキナは、できれば柵から飛び出していきたかった。だが、戦闘が始まったときからまるで檻おりのように柵が伸のびて天てん井じようにくっついた。越えることは不可能だった。

　二人は一いつ瞬しゆん見つめ合い、そして次の瞬間にはユウマを見ていた。




　ユウマの周囲に黒いもやが浮かぶ。それはギルドの誰も見たことがなかった、現在ユウマが持っている最高の技わざが放たれようとしているのだ。蜘く蛛も神を屠ほふった技を。そのＨＰを残り一まで削けずり取る、凶きよう悪あくな技が。
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　リンカとユウマは大おお技わざを控ひかえたまま、見つめ合った。

　互いに相手の出方を探さぐっていた。瞬まばたきすらせずに相手の動きをはかる。いや、動いているのを見ただけでは間に合わない。それよりも先に、空気に溶とけ出す相手の意志を、その考えを、読むのだ。

　リンカは剣を正眼に構え、ユウマは剣けん先さきを後ろに向けて構えた。本当であれば大剣の重さが大いにマイナスとなっただろう。だがこのゲームにはそんなことは関係がない。高められたスキル、その数字の高かった方が勝つ。

　ユウマはリンカの強さを悟った。

　リンカも、ユウマの強さを直感した。

　互いにここで脱だつ落らくしていいプレイヤーではないことも。




「荒あれ狂くるえ、氷雪Snowstorm」







　その叫びを機とし、リンカが走り出した。

「あああああああああっ」

　いかに強いプレイヤーとて、ノーザンライツのこの技を受けて立っていられるわけがない。二つの剣が、激げき突とつしようとする。

　だが、まるで反発し合うように、二つの剣は接せつ吻ぷんを拒こばんだ。

　ユウマが狙ねらったのは、リンカではなかった。このコロッセウムの中央で、満足げな笑みを浮かべている戦いの傍ぼう観かん者しやだった。

　ゲームの支配者を気取るその有様は、あまりにも金きん髪ぱつの魔女と被った。ユウマはその嘲ちよう笑しように向けて、一気に跳とんだ。

　呆然としているゴキール男爵は左脇わき腹ばらにノーザンライツを食くらった。彗すい星せいの落ちてきたような衝しよう撃げきに、彼の身体は横に曲がってくの字になる。その身体が冷気の追加攻こう撃げきを受け、凍こおりつく。氷雪が傍観者を気取っていた哀れなピエロを飲み込み、蹂じゆう躙りんする。ゴキール男爵のＨＰゲージが一気に減少していく。

　ギルドのメンバーたちで、声を上げられた者は誰だれ一ひと人りいなかった。まるで大剣の動きではなかった。ゴキール男爵の身体が真っ二つに割れなかったことが不思議に思えるほどの。

「きっ……貴様……らぁっ」

　ゴキール男爵が剣を取ろうとした。

　ユウマの攻撃の半秒後、リンカがその場に到とう達たつする。初めからこの男を狙っていなければ不可能な速度で。

　赤い光がリンカを包つつむ。そして金色の光もまた、リンカを包んだ。

　とん、と軽い動きでリンカはノーザンライツの刃やいばの上に跳ちよう躍やくし、そのまま再び跳んだ。神剣は空から敵の身体を食らおうとする。

　敵が哀れに思えるほどの一撃だった。今度はゴキール男爵の身体は前向きにくの字になった。ゴキール男爵は必死に逃にげようとする。

「い、いいい、いいのか？　お前の受けた呪いは、お前を殺すぞ？　本当だぞ？　お前の存在値は削られ続け、いつかゼロになる！　もうすぐだ！　俺様なら、その呪いを解くことができる。ほ……本当だっ！」

「嘘つきは、本当だって言いながら嘘をつくのね」

　リンカは優しく微ほほ笑えんだ。

　エッダの力で倍加されたリンカの攻撃は、次はマリアの祝福を受ける。そしてリンカはゴキール男爵の言葉ごと叩たたき斬る。倍加された攻撃が、連続で放たれた。華か麗れいでありながら苛か烈れつ、容よう赦しや無ない攻撃だった。

「うがぁ、ああ、ああ、ああああーっ」

　混乱の最中で、ゴキール男爵は剣を抜く。なんとかこの嵐あらしの乱らん撃げきから逃のがれようと、剣にすがる。だがその剣は上から落ちてきた攻撃によって、床ゆかの上に叩きつけられる。ノーザンライツの刃だった。

「そ……そんなぁ……」

「あきらめろ」

　ユウマの攻撃が、ゴキール男爵の頭から落とされた。一撃すら返すことなく、ゴキール男爵は倒れた。戦せん闘とう終しゆう了りよう、と無慈悲なウィンドウが示す。

　ユウマとリンカは倒れた男が光の粒つぶになって消えるのを確認し、剣を納めた。




　ユウマはリンカの緊張していた顔が笑みにほころぶのを間近に見た。視線に気づいたリンカが、よりいっそうにっこりする。

　仲間たちのいる場所から、柵が消えてはしごが下りてきた。仲間たちがこっちに来ようとする、そのわずかな時間に二人は話した。

「なんで、私がこいつを攻撃するって分かったの？」

　ユウマは背中に汗あせをかいたような感覚を覚えていた。実際に汗をかいているわけではないが、リンカの優ゆう雅がな態度を見ていると先ほどの怒ど濤とうの攻撃が信じられない。

「……なんとなく、かな」

　もしリンカの攻撃を受けていたら、ただではすまなかっただろう。ゴキール男爵を攻撃しながらリンカの連続攻撃を避さけるのは不可能だった。だが思おもい悩なやむ時間など振り捨すてて、ユウマはリンカに背中を向けてゴキール男爵に襲おそいかかった。

「私も、なんとなくあなたがこいつを狙う気がした。すごい目をして睨にらんでたし。ああ、行くつもりだなって思って」

「……そうだった？」

　リンカはふふっと笑い、ユウマの胸に軽く拳こぶしをぶつけた。

　二人は裏切りのためのルールを力でもって粉ふん砕さいした。ゴキール男爵が舌を踊おどらせた内容は嘘ではなかったかも知れないが、二人でもって彼を倒した結果、コロッセウムの各ギルドのいる客席から視線を落とした下部のところに、次のフロアへの扉とびらが現れている。もちろん「黄金の門」とやらはただの絵のままだ。

　彼の言葉は、ふたつのギルドを戦わせるためのものだった。従っていれば、プレイヤー同士の凄せい惨さんなつぶし合いになっていただろう。

「前にね、こういうタイプのボスに会ったことがあって……。このゲームでは、敵キャラが騙だましてきたりするから。黄金の門なんて、嘘じゃないかと思ったの。そうじゃなくても、互いのギルドをつぶし合うなんて、絶対に嫌。……ありがとうユウマ君。あなたの攻撃を私が受けていたら、多分死んでたかも」

「いや……」




　戦せん闘とう終了のウィンドウが消えた。そして戦闘報ほう酬しゆうであるステータスポイントが、二人に追加された。さすがにレベル九十の敵を二人で倒しただけあって、獲かく得とく経験値は多かったらしい。リンカが目を丸くする。

　ユウマには経験値は関係がない。もしかしたらノーザンライツのレベルが上がったかも知れない、と考えたときだった。




「レベル九Level 9。最高You attaレベined theル到 highes達t level」

という文字の並んだウィンドウが立ち上がった。無機質な文字の流れを目で追ったユウマはぽかんとする。

「…………え？」

　ユウマの視界に、白い手が伸びてくるのが見えた。その瞬間何も見えず、何も聞こえなくなった。そこにいたはずのリンカの姿も、駆かけ寄よってくる仲間たちの姿も、声も、手も、天井も、なにもかも白いもやになって消えていく。




　笑っている。声が聞こえる。誰にも聞こえない声で、その音が響いているのは外側ではない、自分の内側だ。

　頭がひどく痛む。

　笑い声が響くたびにこめかみが脈打つ。

　お兄ちゃん。違ちがう、これは妹の声ではない。お兄ちゃん。お兄ちゃん。

　違う。

　助けて、お兄ちゃん。

　助けて、どうか。




　どうかお願い。

　どうか……あなたの……




　あなたの、からだを、ちょうだい。




　笑っている。その声は、遠く、近く、いつから聞こえていたのか分からない。ずっと聞いていたような気がする。ノーザンライツを持ったときから、新しい技を手に入れるたびに、この笑い声を聞いていた……。

　身体が動かない。指一本すら、己おのれのものではないかのように、完全に支配権を奪うばわれた。叫ぶこともできない。目も、耳も、能力を失う。もはや、内側の声しか聞こえない。真っ暗な世界の中で、金色に輝かがやくものが見える。近づいてくる。

　いや、はじめからそばにいた。

　金髪の魔女ディオネだ。真っ暗な世界で、この女だけが輝いていた。

『浸しん食しよく完かん了りよう……。ああ……ずっと、ずっと望んでいた願いが、ようやく叶かなった……私はこのためにノーザンライツを作ったの。ありがとう、ユウマ君。あなたの身体を、すべてをもらうわ』

　脳の中に囁ささやきかけられているようだった。まるで自分と対話しているかのようだ。

　ユウマの思考は、今やユウマの一部であるディオネは我わがものとして感じていた。何を言っている？　分からない。身体を奪う？　どういうことだ？　俺は今どうなっているんだ？　ゲームは？　仲間たちは？　奪われるとは、どういうことだ？　どうして動くことができない？　何が起こっている？　疑問が果てしなく続く。ユウマは、ディオネに手を伸ばした。だが、届かない。ふわふわと目の前でたゆたう金色の光を、手にすることができない。

　ユウマはようやくのことで言葉を放った。

『……俺の身体は、俺のものだ。お前なんかに渡わたさない』

『違うわ、もう、私のもの』

　ユウマはディオネの愉ゆ悦えつを感じた。初めてこの世に生まれ出いでたかのような激しすぎる歓かん喜き。

『あなたの身体を得て、神のもとに行くわ』

『お前は……身体が……ない……？』

『ああ、残念だわ、あなたが誰かを殺すところが見られなくて。純情なあなたなら絶望するほどのショックを受けてくれたに違いないのに。でもいいのよ、今ここに私の目的は果たされたから。さあ、眠ねむりなさい』

　そのとき目の前を手の平でふさがれたような感覚と共に、ユウマの意識は途と絶だえた。







「ゆ……ユウマっ……」

　仲間たちが駆け寄ろうとする。彼らはユウマの中で何が起こったか、知らなかった。だが、倒たおれようとするユウマの頭上に黄金の光が現れるのを見た。

　陶とう磁じ器きのように白い肌はだ、喜びに光る緑色の目。その名前を示す、金色の髪かみ。見み間ま違ちがいようもない、金髪の魔女だ。

　彼女はユウマの頭上に静かに降りてきた。美しい鳥が舞い降おりたかのようだった。その手がユウマに触ふれた途と端たん、光に変わった。光の粒がユウマの中に溶け込んでいく。金髪の魔女が、消えていく。

「ユウマっ！　ユウマっ！」

　ユキナが絶ぜつ叫きようする。異常だ。何かが起こっている。

　倒れていたユウマが、目を開ける。だがそれはいつものユウマの表情ではない。あんな風に、誰かを嘲笑するようないやな笑みを、ユウマは決して浮かべない。駆け寄ろうとしたユキナを、オリエは止めた。エンジも、ナツキも足を止めた。ユウマの様子はおかしかった。

　確かめるように手の平を見、拳を握るのを繰くり返す。そして楽しそうに笑い出した。そばにいたリンカから見ても明らかにユウマはおかしかった。

「……ユウマ……？」

　ユキナの呼びかけに、ユウマは瞬きした。そしてオリエと抱だき合あう格好のユキナを見て、首を傾かしげた。

「ユウマはもう、いない」

「何言ってるの？　ユウマ……」

「………………」

　すると「ユウマ」はノーザンライツを抜いた。戸と惑まどうオリエとユキナのもとに一瞬で詰つめ寄ると、大剣を振りかぶった。




「なにやっとるんやユウマ！」

「ユウマ君っ！」

　エンジとナツキが叫ぶ。容赦無く落ちてくる攻撃、ユキナは目を見開いたままだった。

「……サウスオブヘヴンッ！」

　オリエが叫ぶ。その手の平に飛び込むように現れた槍やりが、ノーザンライツの無慈悲な一撃を受ける。その重さに、オリエは顔をしかめた。

　攻撃は、受け止められただけだった。オリエには攻撃し返す余よ裕ゆうも、それをする意志もなかった。だがユウマはまるで何か攻撃を受け止めた痛みを感じたような表情を浮かべた。手放されたノーザンライツが消える。そしてユウマはオリエとユキナから距きよ離りを取った。
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「ユウマ、君？」

「これは俺じゃない……、逃げろ」

　そう告げたときの「ユウマ」の顔は、ユウマ本人のもののように見えた。それを見たオリエとユキナは駆け寄りそうになったが、次の瞬間中身が入れ替わったように表情が一変した。前まえ髪がみをかきあげて宙を睨み、チッと舌打ちをする。

「完かん璧ぺきな浸しん食しよくには、もう少し時間がかかる……か」

「ユウマ！」

「ユウマ君！　ユウマ君っ！」

　ユウマの中のディオネは、このプレイヤーたちが今もなおこの身体をユウマと呼ぶことに失しつ笑しようを禁じ得なかった。一から説明をしてやりたい気分になる。だが、丁てい寧ねいに説明をしてやっても彼女たちが受け入れる可能性はゼロに近いだろう。無意味な時間を過ごす趣しゆ味みはない。

「さよなら、みんな」

　そう告げた。ユウマの身体が宙に浮かぶのを見て、ギルドメンバーたちが驚きよう愕がくしている。




　浸食はほとんど成った。まだユウマの意識が生きているが、もう少し時間をかければユウマの意識は眠りにつくだろう。「Walpurgis Nights」におけるユウマのデータは完全にディオネの支配下に置かれる。そうすれば、次の段階にはすぐに手が届く。

　願いがほぼ成じよう就じゆした今、ディオネは幸福の絶頂にあった。足あし下もとに集まろうとしているユウマの仲間たちが、虫けらのように見える。自分の力を持ってすれば簡単に消しよう滅めつさせることができる。

『やめ、ろ……！』

　だけどそれは可か哀わい想そうなユウマの望まないことだ。

　身体をもらった今は、どんなに下らない願いすら叶えてやりたい心ここ地ちだった。




　不意にユウマ＝ディオネは背後を向いた。気配を感じた。

　そこに置かれた「黄金の門」が発動している。愚おろかなゴキール男爵は信じてもらえなかったようだが、これが塔の頂上につながっているというのは嘘うそではなかった。

　ただしくぐり抜けた途端、三人の王との強制戦闘が始まる。体勢が整う前に三人の王の全体攻撃を受けなければならないというきわめて難易度の高い道だ。

　門は、一方通行ではなかった。ディオネにはあちら側から来ようとしている者がいるのが分かる。絵に描えがかれた黄金の門が、空間をつないで誰かを通そうとしている。

『ああ……、来たのね。レンちゃん』

　ディオネは笑った。

　推測は外れなかった。黄金の門をくぐり抜けてきたのは、青い髪の魔女だった。

　青い髪の魔女は目の前の状じよう況きようを飲み込むことができず、瞬きをした。兄と慕したう者を見つけ、その表情が安あん堵どに緩ゆるむ……が、彼女が抱いているヒトネコが少女の腕うでに噛かみついた。

　あのヒトネコはなんだろうか、とディオネは不思議に思った。

　だがすぐに考えるのをやめた。あんな小動物に大した意味はない。

　青い髪の魔女は「ユウマ」が消えたと知れば、悲しむだろう。もしかしたら反はん抗こう的てきなことを考えるかも知れない。黒くろ髪かみの魔女のように、つまらないことを考えるかも知れない。その前に消してしまった方が良いだろう。

　……だがそれはできない。青い髪の魔女に手出しすることはできない。それは神と結んだ「約束」だ。決して破ることはできない。

　ユウマの身体を手に入れた今となっては、このゲームの行き先がどうなろうと構わない。たとえ三人の王を倒したプレイヤーたちが［秘密の庭］に到達したとしても、そこは空っぽだ。

　ただし、このままプレイヤーたちを放置して去っていくのはつまらないことだ、とディオネには思えた。




「さよなら、みんな。これからはユウマのことは忘れてしまえばいい。もう彼は、この世から消えてしまうのだから……召しよう喚かんする。現れよ、我が子こたち」




　この世界にプレイヤーが使える召喚魔法はない。このように、一瞬にして強大なモンスターを三匹びきも呼び出すような召喚は。だが宙に浮かんだユウマの身体は、彼が持たないはずの魔ま力りよくを使った。

　その場に現れたのは、オリエたちには見覚えがあるモンスターだった。思い出が溢あふれすぎて、再会してもまるで嬉うれしくない。

［復活せしThe 悪意あるmaliciousケルベロ cerberusス・メ MAPLE-イプルrevived］レベル七十六。

［嫉妬するThe ケルベロス・envied cerberusアップル APPLE］レベル六十九。

［復讐すThe るケルベロrevengedス・マ cerberusープル MARPLE］レベル七十一。

　ケルベロス、三つの頭を生やした凶きよう暴ぼうなモンスターだ。記き憶おくの通りの悪相だった。しかも今回は姉妹（？）を引き連れている。ユウマの身体は彼女たちを満足そうに見下ろした後、消えてしまった。

　エンジたちはユウマの名前を呼ぶ余裕すらなかった。オリエ、ナツキが武器を構える。モンスターたちは戦闘意欲に充みち満みちていた。吠ほえ声ごえの迫はく力りよくにそこかしこで悲鳴が上がる。

「そっちも協力してくれるな？」

　エンジがリンカたちに問いかけた。

「もちろん……と言いたいところだけど、ごめんなさい、私はしばらく戦闘に参加できない」

「な、なんでやねん」

「私の武器は、一度技を解放してから戦闘を終わらせると……一定時間使えなくなるの。ふたつも精霊を解放したから……二十分はダメだわ。でも、大だい丈じよう夫ぶよ。ねぇみんな！　ケルベロスなんか何回も戦ったわよね！」

　おお！　と「緋色十字団」の面々が威い勢せいの良い声を上げる。




　目の前で始まった戦闘に、青い髪の魔女はどうして良いか分からずに沈ちん黙もくしていた。腕を噛んだヒトネコは取り落としてしまった。捜そうと視線をさまよわせたところ、目の前に見覚えのある少女が立っていた。これは百年迷めい宮きゆうの螺ら旋せん階段ですれ違った人だ、と気づく。

　ふわふわの髪をしたその少女は、大きな目に涙なみだを浮うかべていた。

「レンちゃん……ようやく見つけた。レンちゃん」

「………………」

「ごめんね、レンちゃん……ユウマが……ユウマがどっか行っちゃったよ……」

　青い髪の魔女は、ぎゅうと抱きしめられた。悲しいような、何とも言えない気持ちが胸に広がる。

　その感情をなんと呼んだらいいのか、青い髪の魔女には分からなかった。







reverieSIDE

６章　……お願いします、話を聞いて下さい







　ケルベロス三体を倒したときは、ふたつのギルドは満まん身しん創そう痍いだった。「Dawn bringers」の方は全員無事だったが、「緋色十字団」には二人の戦闘不能者が出た。

　途と中ちゆうから戦闘に参加した青い髪の魔女の魔ま法ほうが、ケルベロス三体を倒すのに非常に有効だった。彼女の魔法はモンスターにとどめを刺さすことはできないが、他のプレイヤーたちの魔法よりも効きが良いようだった。

「……あなたたちはみんな生き残ったみたいね」

「ああ……。ギリギリやったけどな」

　話しかけてきたリンカに対応したのは、エンジだった。

　リンカはユキナの後ろに隠かくれた青い髪の魔女を見ていた。それが誰なのかすぐに悟ったらしく、目に力を込めてエンジを見つめた。その「説明しなさい」光線から、エンジはばつが悪そうに目を逸そらした。

「えーと……ちょっとリアルが絡からんでくる話やから、説明しづらいんや」

「魔女がリアルにどう関かかわってくるのか、さっぱり想像がつかないわ。それに、ユウマさんはどうなったの？　いきなり倒れたかと思ったら、金髪の魔女が彼に取とり憑ついたように見えたけど……何が起こってるの？」

「それは俺たちも知りたい」

　重い返事に、リンカは押おし黙だまった。

　低い声でエンジは言葉を続けた。

「……本当に、分からへんねん」

　金髪の魔女が現れ、まるでユウマの身体に溶け込むように消えていった。そしてそのユウマは、モンスターを召喚して消えてしまった。

　これはこのゲーム内における、予定された道筋なのか？　この場にいるプレイヤーたちには判断がつかないことだった。あれでは、まるでユウマが敵側に回ったように感じられる。




　リンカは黙ってエンジを見つめていても、解決しないと悟ったらしい。仲間たちを振ふり返かえり、次に進むわと告げた。

「心配だけど、時間もあることだし……私たちは先に行かせてもらうわ」

　おう、そうしてくれ、とエンジは力なく応じた。

「緋色十字団」は戦闘のダメージを引きずっていたが、ぞろぞろと連れだって姿を消した。




　彼らがいなくなってみると、残されたメンバーはいかにも数が少なく感じられた。しーん、と重苦しい沈黙に耐たえきれなくなったのは、エンジだった。

「あの、とりあえず……どうするか決めよか」

「どうするって、どうするもこうするも、どうなの？　どうなるの？　ユウマ君どうなったのかさっぱり分かんないし、さっきのは一体何だったのさ。どうなのコレ。私たち、どうすればいいの！」

　混乱をそのまま口にしたナツキは、そうすることによって少し落ち着いたらしい。オリエは青くなったまま無言だった。

　そしてユキナは、自分の後ろに隠れていた青い髪の魔女を振り返った。それはユキナの記憶の中のレンを少し大きくした姿だった。そのおどおどとした、まるで知らない大人の中に紛まぎれ込んだ小さな子供のように落ち着かない態度は、ユキナの記憶にある小さなレンのものだった。

　ユウマには説明を受けていた。

　青い髪の魔女はレンであってレンではない。その精神がコピーされたゲームの中の存在だと。

　青い髪の魔女は意を決したようにユキナを見上げた。

「あの……、ユウマさんは、どうしたんですか……」

　その口で「ユウマさん」という他人行ぎよう儀ぎな言い方をされることに違い和わ感かんを覚えつつ、ユキナは首を振った。

「ごめんね、分からないの。金髪の魔女が現れて、ユウマに……取り憑いたように見えた……」

「これって、ワールドエンドライツのせいなの？　でも、私もナツキちゃんもなにも起こらないのに、どうしてユウマ君だけ……」




　はっと気づいたように青い髪の魔女は自分の両手を見つめた。そこにはもちろんなにもない。周囲をきょろきょろする。そして、コロッセウムの壁かべに張り付いていたヒトネコの姿を発見した。

　戦闘に巻き込まれないように逃げていたらしい。

　歩いてきたヒトネコの姿を見て、ユキナたちは目を丸くした。このようなアニメ的なキャラクターを、このゲームの中ではまだ見たことがなかった。幼児ほどの大きさの、二足歩行する紫むらさき色いろの猫ねこだ。金色の目がその胸の金ボタンのようにきらきらと光っている。

「どうして隠れてるの」

　青い髪の魔女が問うと、

「だってここではぼくはナビじゃなくて一いつ般ぱんプレイヤー扱あつかいなんだから、レベルは三だしＨＰなんか二十四しかないんだよ。あんな戦いに巻き込まれたら死んじゃうよ。それにくそったれパツキンがぼくを見てたんだよあのとき！　消されるかと思ったよ……あ、すみません皆みなさん。ぼくはハリーと言いまして、単なる可愛かわいいキャラクターです。よろしくお願いします」

　青い髪の魔女は背中に隠れようとするハリーを前に押し出した。ハリーはエンジたちの視線を受け、もじもじしながら「ニャー」などとネコらしく振る舞まっている。

「レンちゃん、この子は？」

　ユキナに問われた青い髪の魔女は、

「このゲームの制作者の一人、黒い髪の魔女です。今はネコの姿をしてますけど」

とヒトネコが隠いん匿とくしようとしたことをあっさりばらしてしまった。

「えええええええええっ」

　五人の声が合唱する。「制作者っていうか、単なる雇われの社員なんですけど……」という言い訳は騒ぎに飲み込まれて消えた。その後の反応は、嵐のようだった。

「制作者なら分かるよね！　ユウマは！　ユウマはどうなっちゃったの！」

　ユキナがかぶりついて説明を請こう。

「ちょ、待てや。そいつはあの金髪の魔女の仲間やろ！」

　するとエンジがユキナを止めた。

「分かったわ、こいつぼっこぼこにして情報絞しぼり出せばいいのよね！」

　ナツキがウェストハーツを正眼に構え、

「……殺さないようにしないとだめだよ」

とオリエもサウスオブヘヴンの切っ先をハリーに向ける。

　ハリーは全身の毛を逆立て、目を見開きながら青い髪の魔女の背後に逃げ込んだ。

「待って、待って下さい！　説明しますからどうか命だけは！　必死にここまで来たんだよ、やり直しなんて絶対いやだああ」

「……お願いします、話を聞いて下さい」

　全員を止めたのは、青い髪の魔女の静かな嘆たん願がんだった。




　青い髪の魔女が金髪の魔女から逃げてきた先は、この［不滅Tower ofなる Immorta双王lly Dualの塔-king's］だった。

　それはもちろん、魔女たちの居場所が［不滅なる双王の塔］の真上にあるためだった。そしてそこで青い髪の魔女は三人の王の居場所をくぐり抜けた。三人の王は頂上で沈黙していた。おそらくプレイヤーが現れるまで、動かないのだろう。

　青い髪の魔女は一般プレイヤー扱いではなかったため、彼らが目覚めることはなかった。もしそうであれば、三人の総そう攻こう撃げきを受けていただろう。そして逆方面から進んでいくその道は、トラップも発動せず、ただ単に進んでいくだけの容た易やすいものに思えた。しかし、困ったことに下の階層に進む扉が閉じたままで、進んでいくことはできなかった。

　そんな彼かの女じよの前に現れたのが、ヒトネコのハリーだった。

　金髪の魔女との一いつ騎き打うちの果てに、黒髪の魔女は殺されてしまった。ゲーム内で動けなくなった彼女は、無む理り矢や理りに退出処理を行った。

　一度ゲームから退出した黒髪の魔女は、再びゲーム内に入るために「ハリー」を使うことにした。前回、彼女が青い髪の魔女から情報を引き出すために使用したキャラクターだ。百年迷宮のナビゲーターとして用意されたお助けキャラクターであるが、一般プレイヤー扱いに変へん更こうすることで別の場所に移動させることができた。早く合流しなければ、青い髪の魔女は必ずユウマのもとに向かう。急いで入力されたデータに基もとづいてヒトネコのハリーが現れた場所は、たまたま青い髪の魔女の頭上だった。

　頭からヒップドロップを食らって倒れた青い髪の魔女は、ハリーを貫つらぬき殺しそうな眼光で見下ろしたが、

「来てくれて、有あり難がとう」

とぺこりと頭を下げた。

　百年迷宮でさんざん青い髪の魔女をからかったハリーが実は黒髪の魔女であるという事実は、頭では分かっていても、感覚としてはなかなか受け入れがたいものだった。特に青い髪の魔女は気の向くままにこのネコを蹂躙してしまった過去があった。ふたつのキャラクターの「中の人」は、完璧にふたつのキャラクターを演じ分けていた。だが今のハリーはあのときほど演技がかった口調で話しはしなかった。

　合流したハリーは青い髪の魔女を案内し、「黄金の門」を発動させた。絵と思われた門をくぐって出た先が、まさに金髪の魔女の降臨した場だったというわけだ。




「ぼくはこのゲームの制作者側だけど、今となっては金髪の魔女の味方と思われるのはいやだ。それだけはまず、分かって欲ほしい。ぼくは君たちの敵じゃない。むしろあの人を止めたいと思うんだ」

と前置きし、ハリーは何が起こったか教えて欲しいというオリエたちの言葉に、きっぱりと答えた。

「残念ながらユウマ君は、身体を乗っ取られてしまったんだと思う。つまり、彼は彼の身体の支配権を奪われてしまった。今の彼は、ユウマ君じゃない。……助けたければ、金髪の魔女を倒すしかない、と思う」

　ヒトネコはウィンドウを操作した。カスタマイズされているらしいそれは、プレイヤーたちと情報の並び方もまるで違っている。

「先日ユウマ君と一いつ緒しよに戦ったときに、彼の使うノーザンライツに異常が見受けられた。ユウマ君の個人データが、解かい析せきされているように見えたんだ。金髪の魔女は、ノーザンライツに罠わなを仕込んでいたらしい」

「罠……」

「ノーザンライツの使用者を浸食するためのものだ。レベルが上がるごとに、浸食はじょじょに強くなっていく……最終的に相手の身体を乗っ取ってしまうためのプログラムだ」

「ちょっと待って下さい。浸食って……。これ、ゲームでしょう？」

　問いかけたオリエに、ハリーがちらりと視線を向ける。オリエは髪を揺ゆらしながら首を振った。

「制作者だったら、プレイヤーのアバターを使って行動することも可能ですよね？　なのに、どうしてそんなややこしい真ま似ねをしないといけないんですか。わざわざノーザンライツを使って、とか……」

「人のデータを乗っ取るのは、基本的には許されていないことだ。でも、技術的には不可能なことじゃない。ぼくが恐おそれているのは、あの人がその程度のことのためにこんな大がかりなことをするだろうかってことだ」

「あの人、って……誰だれのこと？」

　問いを挟はさんだのは、ナツキだ。

「三み輪わ薫かおる。名前は知ってるだろう？　有名人だから。このゲームをほとんど全すべて作ったのは、あの人だ。あの人は世界最高の頭脳を持っている。誰もあの人の思考には追いつけない。本当に人間なのかどうかすら怪あやしく思えるほどだ。……あの人がゲーム内のデータをハッキングするためにわざわざプログラムを仕込むなんてことをするわけがない。するとしたら、もっと大きな狙いがあってのことだ」

「……狙いって？」

　ユキナが大きく目を見開いて問う。

「現実の身体を乗っ取ろうとしているんじゃないかと思う」

　ハリーの言葉に対する全員の答えは、沈黙だった。誰もが二の句を継つぐことができずに黙りこくった。あまりに荒こう唐とう無む稽けいすぎて、笑うことすらできない。

「ありえへんやろ。そんなこと、可能なわけがない……」

「いや。可能かどうかなら、あの人になら可能かもしれない、としか言えない。たぶん……実験なんだ。このゲームを創造した三輪薫って人は、正しよう真しん正しよう銘めいの天才だから。ぼくは尊敬すらしていたんだよ、あんな人格破は綻たん者だと知る前は」

「天才って！　だって、三輪薫って人には、自分の身体があるんでしょう？　なんでわざわざユウマの身体を乗っ取らないといけないの！」

　ユキナの涙混じりの叫さけびを聞いて、ハリーはうなだれた。

「ごめんね。ぼくも、自分の想像が間ま違ちがっていたらいいと思う……」

「だったら私、退出する！　ユウマの家に行って、μの電源を切るよ！　そしたら大だい丈じよう夫ぶだよね！」

　ユキナの目からこぼれ落ちる涙から目を逸らしつつ、ハリーは首を振った。

「それじゃ、なんの解決にもならない。いったん浸食が止まっても、アナザーに接続するたびに浸食が始まる。……レンちゃんと一緒にここに来たのは、ユウマ君にノーザンライツを使うのを止めさせるためだった。それが間に合わなかった今は、このゲームの中にいる金髪の魔女、いや三輪薫を見つけて、止めるしかないんだ」

「ユウマ君は今、どうなってるの？　このゲームからいなくなってたり、しないの？」

　オリエもまた泣きそうな表情だったが、唇くちびるを噛んで必死に耐えていた。

　ハリーは、管理者用のウィンドウを操作することができると説明した。それを使うと、特定のプレイヤーがどこにいるか知ることができる。

「ユウマ君は、この塔の上にいる」

　ハリーの話に混乱しつつ、オリエたちは話し合った。信じて良いのかどうか、どうすればいいのか。だが議論に長い時間をかけるわけにはいかなかった。塔の上を目指すならば、今進めているクエストを攻こう略りやくしなければならない。そしてこのクエストには、時間制限がある。

　多数決ではなく、全員一いつ致ちで、塔の頂上を目指すことを決めた。




「……ハリー。金髪の魔女は……、はじめから、ずっとユウマさんのことを……？」

　ひっそりと青い髪の魔女がヒトネコに問うた。

「あの人は……優やさしいこともあったのに。どうして……？」

「君は、戦えるね？　あの人と。もう、あの人はまともじゃないと思う。もしかしたら、彼女にはもう、身体がないのかも知れない……」




　全員、ＭＰはほぼ枯こ渇かつしていた。悪逆無道なことに、ケルベロスたちは強力だったくせに戦せん闘とう報ほう酬しゆうアイテムをなにも落とさなかった。ＭＰ回復のアイテムは温存しているが、そろそろ心こころ許もとなくなっている。するとハリーが、

「アイテム買える場所、あるよ」

と案内した。それはダンジョンの中に隠されたショップで、値段ははっきりとぼったくり価格だったが、今となってはお金ドラムを惜おしむ必要もない。不要アイテムを売りさばき、回復アイテムをたくさん買った。

　攻略を続けるのに、ハリーのアドバイスは非常に有益だった。攻略スピードが何倍にも高まった。ゲームを楽しむという点では無ぶ粋すいなことをしているかもしれないが、ユウマがいない状況では彼かれらにできることはできるだけ早く上がっていき、そこにいるであろう金髪の魔女に勝負を挑いどむことくらいだった。

　だがハリーのレベルだとモンスターの一いち撃げきが間違いで当たっただけで簡単に戦闘不能に陥おちいってしまうので、青い髪の魔女がだっこして、その青い髪の魔女を全員で囲むようにして歩いて行くことになった。

「君たちは不思議に思ったことがあるよね？　どうしてアカデミアの中にこんなゲーム空間があるんだろう？　どうしてこんなゲームが無料でプレイできるんだろう？　って。開発費だって何億もかかってる。たくさんの人がかかわってる。でも、表には出てこない。表に出た情報は隠されるし、漏もらそうとした人間は二度とゲームにダイブできなくなる」

　それは全員が抱いたことがあるであろう疑問だった。

　ハリーはその疑問に、答えた。

「三輪薫はこの世界を、ヴァルハラと呼んでいた。……なんでだと思う？」

　答えは、色々だった。「夢のように綺き麗れいな場所だから？」「その天才さんの夢がつまった場所だから？」などという回答を聞き、金色の目が細くなる。

「いいや、もっと単純なことだよ」

　ハリーが答えを言おうとしたその前に、

「……死んだ人に、会えるから？」

　オリエが答えた。予想もしていなかった答えに、他のメンバーたちは目を大きくする。まさか、と首をふるのはエンジだ。

　だが、正解だよ、とヒトネコは頷うなずいた。青い髪の魔女の腕の中で、尻しつ尾ぽを揺らしながら。

「このゲームが他のゲームと異なることは多々あるけれど……建物のデータひとつとっても、μだけじゃ再現しきれないようなレベルだし。そこで三輪薫の超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうが……って話はさておき、でもなによりすごいのは、まるで人間のようにふるまうＮＰＣだね。他にはないでしょ？　ボスキャラと自然に会話できちゃうゲーム。君たちは……確か、［不死者の王エンドバウム］と戦ったよね。彼は、今はもう死んでいる人間のデータをもとにして作られた」

　それは聞いていて、あまり気分のいい話ではなかった。

「もちろん死んだ人間そのものじゃないよ。生きているときに、精神データをコピーしたんだ。この技術に関してはぼくは完全にノータッチだから、具体的な技術について説明はできない。三輪薫は脳神経外げ科か医いの免めん許きよも保持している、脳の専門家でもある。三輪薫がなんのために脳を学んだのか、ぼくは分かる気がする。すべてこの世界を作るためだ」

　色々な人間のデータを取り、この世界で生きさせる。

　本当に生きている人間たちがやって来て、彼らに「刺し激げき」を与あたえる。そして未完成なデータは、徐じよ々じよに成熟度を増していく。

「コピーされた人格を植え付けられたＮＰＣ……アドバンスドチルドレンと呼んでいるけど、三輪薫がいくら天才と言っても、まだまだ技術は発展途と上じようだ。彼らは不安定だし、生きているときとまるで性格が違ったり、凶暴だったり。一番人間らしいのは、この、レンだ」

　ユキナがハリーを抱いている青い髪の魔女を見つめた。少女の顔には表情が浮かんでおらず、何を考えているのか分からない。




　ユウマ抜ぬきのフロアボスとの戦闘は、想像以上の難易度だった。前衛が後衛よりも少ないギルドになってしまった。唯ゆい一いつの前衛となったオリエは、今まで以上の必死さで仲間たちを守った。苦手な昆こん虫ちゆうの姿をしたボスが出たときも、悲鳴と嫌けん悪お感を押し殺ころして戦った。エンジもユキナも魔法を連発してモンスターのＨＰを削けずった。全てはユウマのためだ。

　塔の上に行き、金髪の魔女を止めてくれとハリーは言う。

　だが金髪の魔女が今操あやつっているのは、ユウマの身体である。ということは、彼女を止めるということは、ユウマを止めるのと同義だった。ノーザンライツを使い、さきほどは魔法まで使って見せたユウマを、だ。

　味方としてはなんとも頼たのもしかったが、敵として立つとなると、何とも言い難がたい感覚が背筋を駆け上のぼってくる。ユウマを倒すとなれば、もしかしたら三ギルド共同の作業になるかも知れない。

　そうしても、あのリンカのような強さを誇ほこるプレイヤーすら最後まで残っていられるか怪しいものだ。

「ユウマを止めなあかんようになったら……そのときは、死ぬ気でいかへんと全ぜん滅めつする。間違っても、近づいたらあかん。あの攻撃をまともにくらったら、どんな奴やつも一撃や。オリエには、前衛として全員を守ってもらって……」

「いやよ！」

　対策を練っていたエンジは、泣き声で否定されて硬こう直ちよくした。

　オリエがぼろぼろ涙を流しながら首を振った。

「ユウマ君と戦うなんて……絶対にいや。私は……サウスオブヘヴンを手に入れるのに頑がん張ばったのも、全部……全部ユウマ君を守るためだから。ユウマ君、あんなに苦労して妹さんを助けるんだって必死だったのに……なんで、こんな風に……戦うとか……」

「す、すまん……つい」

　エンジに悪気はなかった。戦うことになるかも知れない、という話を聞いて対策を考えなければと思ったのだ。ユウマは強い。戦えば、こちらが全滅してもおかしくない。そうすれば、ユウマ自身が望んでいたであろう結末にたどり着くどころか、金髪の魔女の望んだ通りの終末に陥る。

　悪気はなかったのだ、とエンジは順序立てて説明しようとしたが、それは難しい顔をしたナツキが肘ひじでつついて止めた。焦あせるエンジに首を振ってみせる。

「オリエちゃん」

「ごめん……ユキナちゃん……私、ごめんっ……」

　名前を呼ばれてユキナの顔を見たオリエは、かっと頬ほほを紅潮させた。そして余計に涙をぼろぼろこぼすと、ゆっくり後ずさり、そのまま後ろを向いて駆けだした。

　エンジの言葉に傷ついたからではない。ユキナに見られていることが、たまらなく恥はずかしかったのだ。

　自分はあまりにもあけすけに、ユウマへの好意を表に出していた。同じくユウマを思っているであろう、ユキナの前で。子供のように泣きだして、わめいてしまった。耐えられなかった。

「待って、オリエちゃん！」

　なのに追いかけてきたのはユキナだった。

「こ……来ないで！」

「待って！　お願い、待ってよーっ」

　普ふ段だんはとろいのに、こんなときばかり意外なまでの速さでユキナが追ってくる。駆け続けることができず、オリエは足を止めた。

「………………」

　振り返り、何か答えようとした。

　そのとき視界が真っ暗になった。瞬まばたきした次の瞬しゆん間かん、ユキナの姿もそれまでのダンジョンの背景も全てが真っ黒に染められた。オリエはとっさに停電したのかと思ったが、そうではなかった。

　何者かの力で、強制的に場所を移動させられたのだ。







reverieSIDE

７章　あまりにも無粋だとは思わないかな？







『しつこいのね』

　声が聞こえる。ユウマは、相手を睨にらみ返しただけだった。

　この世界には自分と、金きん髪ぱつの魔ま女じよしかいない。自分の身体は動かすことができないのに、金髪の魔女ディオネは好きなように振る舞っている。

　動くことができないのは、自分の身体に突つき刺さっているノーザンライツのせいだ。空中にユウマを縫ぬい止とめるように、ノーザンライツの刃やいばがユウマの腹を貫いている。金髪の魔女が言うには、これはイメージであるらしい。ノーザンライツの浸食プログラムは、とうにユウマのデータの奥おく深ふかくまで食い込んでいる、ということの。

『さっさとあきらめて頂ちよう戴だい。私は永遠に問答を続ける気はないわ。既すでに、ゲーム内アバターは私の意のままに動く。早く次の段階に行かなければならないの』

　睨み殺せるものなら、さっさとそうしていた。ユウマは身体に刺さったノーザンライツを引ひき抜こうとする。だがそれはそこから生えているかのように確固としており、微び動どうだにしなかった。

『早く私に屈くつすると言いなさい。そうすればあなたの身体は私のものになる。ねぇユウマ君、お願いよ。私は早く行かなければならないの』

『何……、言ってんだこの馬ば鹿か野や郎ろう……！』

　声が出た。

　ディオネはかすかに眉まゆを動かした。不快を感じたようだ。

『身体、だと……？　お前は、何を……』

『神様に会いに行くの』

　ユウマは口づけるほど近くに、ディオネの端たん整せいな顔を見た。その緑色の目は綺麗だが、全く心が動かされなかった。人間らしさがまるでない。

　ユウマが今感じているのは、人間のふりをした人形に対して抱く、不快だ。金髪の魔女ディオネはとても綺麗に笑う。慕わしげに、優しく。だが全く心に響ひびかない。

『この世界を捨てた神様のもとに行くのよ。ユウマ君、君の身体を使ってね』







　どん、と衝しよう撃げきを受けて落とされたような感覚がした。

　オリエが座すわっているのは火の付いていない暖だん炉ろの中だった。火は付いていなかったが、慌あわててそこから出る。スカートについた灰を払はらいつつ室内を見回した。しん、としている。

　そこは、見覚えのない場所だった。煉れん瓦が造づくりの室内だ。大きな箱が部屋の真ん中に置かれており、飴あめ色いろをした机と椅い子すが壁に向かって配置されている。ウィンドウが立ち上がり、

「移動完かん了りよう」

と表示していた。誰も移動など頼んでいない。

　一人になってしまった。気持ちが高ぶりすぎて、あのときはああするしかなかったが、恥ずかしさがこみ上げる。皆、どう思っただろうか。ユキナは？

「……どうしよう。恥ずかしすぎて死にたい……」

　自分で自分の首を絞しめたくなる。オリエはたった今エンジが、

「ひどいよエンジ君！　色々な意味でひどいよ！　どうすればいいの……早くユウマ助けないといけないのに、ばらばらになっちゃだめだよー！」

というユキナによる涙なみだ攻こう撃げき第二弾だんを受けているとは想像しなかった。ただ先にオリエが爆ばく発はつしただけで、オリエの声が半秒遅おくれたらきっとユキナが叫んでいたのだ。

　オリエは両手で顔を覆おおい、しばらく固まっていた。何が起こって移動することになったのかよく分からないが、こうなったものは仕方がない。できるだけ早く仲間と合流しなければ。おそらくユキナたちは、先に進むしかないだろう。早く追いつくのだ。

　決意し、上を向いた。

　こんなフロアは見たことがなかった。もしかしたら、他のギルドが通ってきた道だろうか。または自分たちが来たルートに隠されていた小部屋かも知れない。とりあえず、真ん中の大きな箱が気になる。人が入ることができるほどの大きさで、おそらくは宝箱だろうが、こんな巨きよ大だい宝箱にはお目にかかったことがない。

　オリエは宝箱が安全かどうかを調べるための魔法を持っていないため、開けるのは躊ちゆう躇ちよした。

　もしかしたら、この戦局を変えてしまうような、とてつもないアイテムが入っているかも知れない。いや、期待するのはやめよう、とオリエは首を振った。あるいは罠かも知れないのだ。開けなければ良かった、と後こう悔かいするかも知れない。戦闘不能に陥れば、このクエストは二度と発生しないのだ。

　放っておくか？

　それとも、開けるか？

　悩なやんだオリエの前で、大箱ががたがたっ！　と動いた。
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「きゃあっ」

　オリエは飛とび退のき、目を大きく見開いて箱を眺ながめた。

　もしかしてこれは宝箱ではないのではないか。ならば、進んでいくしかない。

　箱を置いて部屋を出て行こうとしたオリエだったが。




「たぁ～す～けぇ～てぇ～～」




という情けない声を聞いて、ぴったり足を止めずにはいられなかった。聞き覚えがある、といえるほど聞き慣れた声ではないが、出会ったときから喧けん嘩かをした相手の声だ。

　オリエは少し離はなれた位置からサウスオブヘヴンを使い、箱を開けた。これは宝箱ではないのだろう。もっとタチの悪い何かだ。

　中から飛び出してきたのは、オリエの予想通りの人物だった。茶色い髪をした、いつもトラブルと共にある少年、リョータだ。

「ぷはぁーっ！　怖こわかった、助かったぁ」

　そして彼が飛び出した途と端たん、箱からまがまがしい空気が放出された。




［人を食う大箱］レベル五十。

　ＨＰゲージは、はじめから少し赤くなっている。




　大箱は、罠以外の何物でもなく、罠系のモンスターだったらしい。

「うわあーっ襲おそいかかってきた！　君、代わりに食べられてよ、人が入ってたらおとなしくなるんだよこの箱！」

「なんで私が食べられないといけないのよ！」

　オリエはサウスオブヘヴンを構えた。

　サウスオブヘヴンによる三段突きが、うまく弱点をついたらしい。大箱のＨＰゲージは真っ赤に染まった。そしてリョータが怖こわ々ごわ投げたナイフが致ち命めい傷しようとなった。大箱は光の粒つぶになって消えた。

「…………」

「…………」

　オリエとリョータは見つめ合った。妙みように緊きん張ちよう感のある沈黙だった。再会を喜び合いたいところだが、実のところそこまで仲の良い間あいだ柄がらではない。

「あれ、泣いてた？」

　リョータは気づいたことをそのまま口にした。オリエは赤くなり、目元を隠した。

「あれ、まさかもうこの塔クリアーしちゃったとかじゃないよね？　ここに来るレベル条件満たすのに、俺おれ、超頑張ったんだよ。来たら来たで変なピエロの亡ぼう霊れいにからかわれるし、進んでも進んでも誰もいないし」

「……クリアーはしてないわ」

「そうか、良かった！　早くユウマ君たちのところに行こうよ。俺、レベル上がったんだよ！　……あれ」

　オリエの目から涙がこぼれたのを見て、リョータはぽかんと口を開けた。

「合流しても、ユウマ君はいないわ。ユウマ君は……ユウマ君は……」

「え？　え？」

　リョータはおたおたとオリエの周りを歩いた。オリエは手の甲こうで涙をぬぐった。すっかり泣き癖ぐせが付いている。リョータの前でまで泣いてしまうとは。

「……ここ、チューするとこ？」

　おろおろしながらそんなことを口走ったリョータの頬は、ばっちーーん！　ととてもいい音をたてた。オリエは鬼き神しんのようなオーラを漂ただよわせながら、人魚座りするリョータを見下ろす。リョータはぺこぺこと頭を下げて「気分を明るくするためのジョークだよ」と言い訳をしたが、「暗くなったわ！」と怒ど鳴なり返された。




　今いるのは「Dawn bringers」の進んでいるルートの、いわば裏ルートらしい。後から入ったリョータに、一階でピエロが案内してくれたという。運が良ければ早く味方と合流することができるが、運が悪ければトラップに引っかかる、運任せの道らしい。

　二人は階段を上った。狭せま苦くるしい、一人しか通れない階段である。

「私、落とし穴に落ちたのに、どうして裏ルートに出たのかしら……」

「あ、それはね。俺が有り金全部はたいて妖よう精せい像に頼んだんだ」

「妖精像って……」

「大箱の中にあったんだよ、妖精像ってアイテムが。ギルドのメンバーを召しよう喚かんしますか？って聞かれたんだ。二千八百ドラムもかかったけど、断然イエスしかないよね。そしたら君が来てくれたんだ。良かったよ。このまま箱の中にいたらユウマ君がゲームクリアーしちゃうって……で、ユウマ君はどうしたの？」

　リョータが振り返ると、オリエは一いつ瞬しゆん黙だまった。

　だがリョータも仲間である。言わないわけにはいかない。

　確かく認にんすると、リョータもこの塔のボスが三人の王であることは知っていた。「助けてやったのに、ひどいよな！」と怒おこっていた。

「でもこっちのルートはなかなか良かったよ。塔の地図もあるし、なんか時計みたいなアイテムも手に入れたし」

「時計っ？　見せて！」

　リョータが出したアイテムを、オリエは奪うばうようにして手に取った。それは手の平大の白い石でできたメダルだった。一本しかない針が、文字のない盤ばん面めんの上を動いている。一回りすれば、この限定クエストは終わるという意味だろうか。

　針は、三十五分の位置を示している。

　つまり、与えられた時間は半分を超こえたのだ。オリエは焦しよう燥そう感にかられたが、今焦っても意味はない。進んでいくしかない。

　アイテムを返してもらったリョータが、オリエに何が起こっているのか訊きいた。

「ユウマ君は……金髪の魔女に身体を奪われてしまったの」

「へっ？　なにそれ。奪うって……だいたい、金髪の魔女には自分の身体があるじゃないか」

　オリエはできるだけ詳くわしくリョータに説明したが、リョータはしばらくぽかんとしていた。

「ノーザンライツに金髪の魔女の罠が仕し掛かけられていたの。今、ギルドのみんなのところにはこのゲームを作った制作者側の人がいるの。その人が今、私たちの攻略を手伝ってくれてて……塔の頂上に行けば、金髪の魔女がいる。私たち、彼女を倒してユウマ君を取り返すしかないのよ。でももしかしたら、三み輪わ薫かおるはユウマ君の身体を使って襲いかかってくるかもしれないの」

「三輪薫……やっぱり金髪の魔女が三輪薫なのか……。篠しの田ださんがここに来れたら、すごい勢いで塔を上ってくだろうな。でも、仲間になってくれたって制作者側の人って誰なの？」

「黒髪の魔女よ。でも、その身体は金髪の魔女に殺されてしまったんですって。だから今はネコの身体でダイブしてるのよ」

「…………へぇ、そうなんだ」

　階段が終わった。再び大きな箱が置かれた煉瓦造りの部屋にやってきた。

　大きな箱を開けるも良い。また、やって来た扉とびらの向かいの壁に、また扉がある。それを上っていくのでも良い。遅れてきたメンバーに対して、ずいぶんな厚こう遇ぐうだとオリエは思った。

「ゲームをクリアーするのと、ユウマ君を助けるのと。ふたつ頑張らないといけないんだね」

「えぇ……」

「だったら早く、仲間たちと合流しないとね！」

と、元気よくリョータは大箱を開けた。




［人を食う大箱］レベル五十。

　ＨＰゲージは、オールグリーン。




「あわわわわぁぁぁー」

と飲み込まれていくリョータの姿を、オリエはぽかんとして見ていた。このまま放っておきたいような気持ちになるが、そういうわけにもいかない。

　再び大箱を開けたオリエは、中にいるリョータがとても狷けん介かいな顔をした羽の生えた猿さるに捕つかまっているのを見た。赤黒く毛のない皮ひ膚ふがぺったりとリョータに張り付き、リョータは既に泣き顔である。




［噛かみつきガーゴイル］レベル四十三。

　ＨＰゲージは、オールグリーン。




「ぐぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ」

「うわああああん」

　その子を離しなさい！　と叫びながらオリエはサウスオブヘヴンを手にした。ガーゴイルは串くし刺ざしにしても大して良心は痛まなかった。敵が二匹ひきになっただけで難易度は二を自乗した四倍に跳はね上あがる。オリエの苦労を見て取ったリョータもなんとか箱の中から抜け出して武器を手にした。今度は弓を手にしている。

「弓だと、遠えん距きよ離りから攻こう撃げきができるんだ！　でも、遠くにいる敵からはできるだけ逃にげるようにしてるから、あんまり使ってないんだ！」

　そして槍やりでガーゴイルにとどめを刺したオリエの頬をかすめ、矢が明後日の方向に飛んでいった。

「どこ飛ぶか分からないから、気をつけて！」

「言うのが遅おそいのよッ！」

　オリエはゲームの中にも火事場の馬ば鹿か力ぢからというものはあるのかもしれないと思った。リョータへの怒りをぶつけるだけで、簡単にモンスターが粉ふん砕さいできる。こんなにも自分が強くなったのかと思うほどだ。

　二匹の敵は撃げき破はした。




「さ……次の階に行こうか」

「次の箱も、あなたが開けてね。リョータ君」

「な、なんでだよ……なんか運によって結果が変わるような気がしてきたから、次は君が開けたらいいと思うよ」

「私だって運は全然良くないから。ランダム宝箱なんて、回復薬ばっかり当たってレアアイテムなんていっっっかいもゲットできなかったから」

　この少年は何かにびびって、箱の中にいるオリエを置き去りにして走っていってしまいかねない。オリエは絶対にリョータを信用しないことにした。

　リョータが持っていた地図は、現在いるフロアを自動的に表示する優すぐれものだったが、今進んでいる道は階段を上り、到とう達たつした部屋にある大箱を開けて運が良ければワープできる、というものだったので、地図の必要性は皆かい無むだった。仲間と合流したら意味もでてくるかもしれない。いや、ハリーがいる限りはないかもしれないが。

「さあ……、箱、開けて」

　次の大箱の前で、リョータは情けない顔をした。







　エンジたちが扉をくぐった先は、氷雪の吹ふき荒あれるフロアだった。とっさに仲間たちを庇かばったエンジが、目を白黒させる。

　このフロアにはひとつしか部屋はなかった。エンジたちの立っているのは氷の湖の表面で、その中心には眠ねむりを邪じや魔まされて怒いかり狂くるう白竜がいた。それはもちろんフロアボスだった。

　倒たおせば次の扉が現れるのだろうが、その身体は大型トラックほどの大きさであり、体たい躯くが示す通り、非常に強力そうだった。

　白銀のウロコの表面には氷の花が躍おどっている。感情のない宝石のような水色の目が、侵しん入にゆう者しやたちを見つめている。




［氷雪の王The lord アリアス・of blizzard,グラン Ariasディア grandia］レベル八十。

　ＨＰゲージはオールグリーン。




「そなたらは、我に戦いを挑むか？」

　そんな声が聞こえた。地面を揺るがすような、魂たましいを震ふるわせずにおかない波は濤とうのような声だった。目の前の、竜の声だ。

　こちらの戦いの準備が整うまで、待っていてくれるらしい。親切なことだった。




「エンジ！　来たか。……なんか、仲間が減ってるな。と思ったら知らない子が？」

　未いまだ動かない氷雪の王を前にしていた「獅し子し団」たちの中、ヒロシが声をかけてきた。彼らは十二人、問題なくそろっているようだ。

「ああ……その、訳あって同行してる。減った仲間は後で合流するけど、このフロアでは帰ってこられへんかもしれん」

「びっくりした。ユウマは強そうだったし、まさか戦闘不能になるわきゃねぇよな。でも、残念だな……あっちのリーダーは戦えないそうだ。戦力に数えてくれるなと」

「緋ひ色いろ十字団」のリンカの毅き然ぜんとした横顔が見えた。仲間たちに指示を出している。あちらも統とう率そつが取れているようだが、「獅子団」は見るからに士気が高まっていた。

　ヒロシが言うには、ここ数フロアほどろくなボスがいなかったらしい。謎なぞ解ときばかりで、かえって苦労したとのことだった。

「お前らも、疲つかれてるなら俺たちに任せてくれたらいいぜ？　一応待ってたけど」

「抜かせや。あんな竜、たこ焼きみたいに焼いて転がして丸めて固めたるわ」

　ヒロシはニッと笑って応じた。




「そなたらは、我に戦いを挑むか……？」

「来やがれ、竜の子野や郎ろう！」




　この場の空気を支配していたのは、明らかに「獅子団」だった。戦い開始の宣言を決めたのも彼らのリーダーであるヒロシだった。氷雪の王アリアス・グランディアは、ぐにゃりと身体を空気に泳がせると、戦闘態勢に入った。

　巨きよ体たいが浮かび上がる。そして竜はブレスを吐はき出すような動きをしたかと思うと、威い嚇かく音を放った。三ギルドの全員が、雷かみなりに打たれたような苦痛を感じた。あまりにも大きな声に、一いつ瞬しゆん虚きよ脱だつ状態になる。

　竜は嗤わらった。その数でもってしてもそなたらは我には敵かなわぬと、告げる。

「んなわけあるか、糞くそ野や郎ろう！　突とつ撃げきィーッ！」

　ヒロシたちはほとんど全員が武器を帯びている。メインで魔法を使うのは、幼なじみであるメグミだった。彼はアリアス・グランディアが攻撃をしようとしたその瞬間に、防ぼう御ぎよ魔法を放った。相手の攻撃を無力化、あるいは大おお幅はばにダメージを減らす高レベルな呪じゆ文もんだった。「獅子団」のメンバーたちは、白い光を帯び、全員で突撃した。

　戦車による突撃のようだった。アリアス・グランディアの身体に剣けんが、斧おのが、槍が突き刺さる。頭ず蓋がいに棍こん棒ぼうが叩たたき込まれる。そして彼らは一いつ斉せいに引いた。

「魔ま法ほう攻こう撃げきよ！」

　そのタイミングを計っていたように、リンカたちの魔法が放たれた。同時にエンジも魔法を放つ。

　エンジの炎ほのおが一番大きく、強力だった。

「レンちゃんはそこで、ハリーを守っててね」

　ユキナはレンの肩かたに手を置き、言った。レンは頷いた。

「でも……危ないと思ったら、助ける」

「ありがと！　でも、私も結構強いからね！」




　はじめはプレイヤー側が優勢に思われた。だが、アリアス・グランディアはＨＰが減少するほどに攻撃が苛か烈れつさを増していくタイプのボスだった。全体攻撃が二度続くと、ほとんどのプレイヤーが膝ひざを突くことになる。

　ここは私の出番だよね！　とエンジの後ろにいたナツキが手を掲かかげた。

　その手の中にあるウェストハーツが、光ひかり輝かがやく。そして放たれた力が、ナツキを中心として広がっていく。その力を浴びた者は、体力が回復した。

　共同戦線だとワールドエンドライツの効果範はん囲いも広がるらしい。うおおー！　と「獅子団」の少年たちが盛り上がる。

「すげぇ……なんだよ今の！」

「ありがとう綺麗な人！」

　その呼び方がハートのど真ん中に来たらしいナツキは、満面の笑えみで回復作業に入った。エンジとユキナがナツキを背後に守る。二人にはナツキがブレス攻撃ダメージを減少させる呪文を使った。ウェストハーツの力を使わない呪文は、三ギルド全員に効果が及およんだりはしないらしい。

　ユウマとオリエの戦線離り脱だつは「Dawn bringers」には痛かった。前衛が揃そろって抜けたのである。いくら魔法で防御してはいてもエンジとユキナのスキルは、戦闘の前面に立っても大丈夫なものとはとても言えない。

　だが嘆なげいている時間はない。

　再び「獅子団」が突撃を開始した。彼らの突撃で、アリアス・グランディアのＨＰゲージは十五パーセントほど減少している。あの勢いで襲いかかられたら、そのへんの雑ざ魚こなど豆とう腐ふのように踏ふみつぶされてしまうだろう。そんな中で、

「覚かく醒せいしろ！　神しん剣けんガンド・ウルス！」

　ヒロシが剣けん先さきを天てん井じように向けた。すると、彼の剣は変形した。先が二ふた股またになり、青い炎を帯びる。ヒロシは目を見開いて獰どう猛もうに笑うと、身体を深く沈しずめて走り出した。アリアス・グランディアの下腹をえぐるような、低い位置からすくい上げるような一撃だった。攻撃を受けた竜がたまらずに身体をくねらせて咆ほう哮こうする。

　見かけだけで言うとあまり派手なところのない容よう貌ぼうのヒロシだったが、その攻撃はド派手も良いところだった。

　そこにすかさず襲いかかったのは、リンカを守っていた四人のガーディアンズだった。彼らは長ちよう剣けんを振りかざし、アリアス・グランディアに襲いかかる。その四連撃に、アリアス・グランディアのＨＰゲージは残り数パーセントというところまで減った。

　いける、とプレイヤーたちの表情が明るくなる。

「っ……よけろぉぉぉおーっ！」

　そのときヒロシが叫んだのは、なんの予備動作があったわけでもない。単なるカン、あるいは戦いの空気を読んだのかも知れなかった。彼以外に危機を叫んだ者はいなかった。

　氷雪の王は、ただ人間たちに狩かられることを良しとしなかった。

　身体をくねらせて、宙に浮うかぶ。

「愚おろかなる者どもよ……我わが怒りを知れ」

　そのブレスは勢いも、強さも今までの比ではなかった。触ふれただけで骨まで凍こおりつきそうな絶対零れい度どのブレスが、頭上から注ぎ込まれる。

　ナツキがウェストハーツを発動させる。

「悪いけど、これが最後の回復よ」

「ナツキちゃん……！」

　暖かな光がプレイヤーたちを包つつむ。かろうじて生き延びた、と安心した者は、次の瞬間絶望の表情を浮かべることになった。

　氷雪の王の水色の目が光る。鰐わにのように割れる口の奥おくから、すでに冷気が溢あふれている。

　さっきのブレスがもう一度来る、と全員が覚かく悟ごしたときだった。




「うわああああああーーーーっ」

　頭上から悲鳴が轟とどろいた。この部屋の天井付近にあった巨大な竜の彫ちよう刻こくの口から滑すべり落おちてきた者がいるのだ。しかも、二人。

　しかも、今まさにブレスを吐こうとしている、竜の眼前に。

　先に落ちてきた茶色い髪かみの少年は、着地した瞬しゆん間かん脱だつ兎とのように後方に逃げ出した。そして後に落ちてきた少女は、少年よりも上手に着地し、一いつ瞬しゆんで事態を悟さとった。

　氷雪の王は、突とつ然ぜん現れた闖ちん入にゆう者しやに遠えん慮りよなどしなかった。身体からだ中じゆうに氷の粒をまとわりつかせながら、息を吸い込み、吐き出そうとする。

「オリエちゃぁぁぁんっ！」

　悲鳴を上げたのはユキナだった。

　オリエは、サウスオブヘヴンを握にぎる。その顔がそのまま凍りついたまま二度と動かなくなるほどに冷たい冷気が、アリアス・グランディアの口から放たれる……。




「サウスオブヘヴン……！　［絶対なる守護］」




　槍は味方を守護し、杖つえは癒いやす。弓は敵をとどめ、剣は滅ほろぼす。

　ワールドエンドライツの力が発動する。オリエは必死に槍を構えた。負ければ、とどめている攻撃は味方に降り注ぐ。エンジに、ナツキに、名前を呼んでくれたユキナのところにも。

　ブレスはまるで槍の力の及ぶ範囲に集められているかのようだった。竜の水色の目が輝きを失い、力を弱めていく。

　サウスオブヘヴンが勝利したのだ。

　そしてそこに発動した魔法は、

「［最後の炎］―――っ！」

　エンジのＭＰの残りをつぎ込んだ最後の一発だった。沈ちん黙もくに満ちた氷結の世界を活性化させる熱が、竜の身体を灼やく。

　そして氷雪の王の口からこぼれたのは、絶対零度のブレスではなく、断だん末まつ魔まの悲鳴だった。ゆっくりと、竜は地面に倒れていった。




　フロアボスが抱かかえていた宝箱には、レアアイテムが入っていたらしい。それはこのフロアで戦った全員からランダムで与えられる者が決定した。ウィンドウに示された名前を見て飛び上がって喜んだのは、「獅子団」の一人だった。

「獅子団」と「緋色十字団」はエンジたち、特にオリエとナツキに礼を言いながら次のフロアに進んでいく。それに手を振ふって応えながら、オリエは全員に向き直った。

「さっきはごめん……」

　エンジも、軽く右手を挙げて「俺もすまんかった」と言った。その少しぎくしゃくした空気を打うち払うように、

「無事戻もどって来れたならいいのよー！　でも、なんでこんな時間かかったのよ」

と、ナツキが笑いながらオリエの背中を叩く。

「大だい丈じよう夫ぶだったのオリエちゃん！」

「う、うん！」

　ユキナを見ていると、オリエの顔はまた赤くなった。振り払うように、笑え顔がおになった。

「あの、みんな。おみやげがあるの」

「おみやげっ？　なになに？」

「……リョータ君」

　リョータ？　と全員の気が抜けたようだった。オリエは一緒に落ちてきたリョータの姿を目で捜すが、見える範囲にはいなかった。

「なによー。伝説の武器でも見つけてきてくれたのかと思ったら」

「でもさっきリョータ君、すごい逃げ足あしだったね」

「あれは感動した」

と言いつつ、皆で周りを確認する。

　他のギルドはすでに次のフロアに進んでいる。青い髪の魔女は、ユキナの後ろにいた。その腕うでの中にハリーはいない。さきほど魔ま法ほうを使ったときに、どこかに置いてきたようだ。

　リョータもいない。

「…………あれ？」







「早くあっちに戻ろう」

　ハリーは慌てず騒さわがずに対処しようとした。

　落ちてきたリョータは、一気に後方まで逃げてきた。そして途と中ちゆうで攻撃を避さけて隠かくれていたハリーを拾い、そのままこのフロアの入り口近くまで走ってきた。

　ハリーはヒゲをふるふる震わせた。サーチして少年の情報を読もうとしたのは、この少年に怪あやしさを感じたからではない。そんなところはこの少年にはみじんもない。マイペースそうなのんびりした口調で、

「びっくりしたね。あんなドラゴン、攻撃浴びたら死ぬところだったよ」

と笑って言う顔には、一点の曇くもりもない。

　ただ、どうして自分を抱だいて連れてきたのか、それだけが分からない。ハリーは少年を待たずに青い髪の魔女のもとに戻ろうとした。するとリョータはハリーの襟えりを掴つかんで止めた。

「まあまあ。話があるんだよ。俺、気になることがあってさぁ」

「気になる？」

「そうだよ。ゲーム管理者サイドの人間が、プレイヤーに手を出すなんて。あまりにも無ぶ粋すいだと思わないかな？」

「………………」

　リョータは剣を抜いた。その切っ先でハリーの襟の首もとを引っかけ、持ち上げる。ハリーはぬいぐるみのようにだらりと垂れ下がった。抵てい抗こうは無意味だ。リョータのレベルが低くても、ハリーを倒すのにそれほど手間はかからない。

「君は……誰だ？　まさか、金髪の魔女の……」

「俺はさ、攻略見ながらゲームクリアーするような真ま似ね、嫌きらいなんだよ」

「………………」

「ねぇ、田た宮みや崎ざきルカさん？」

　さっきとまるで変わらないリョータの笑みが、まるで違ちがった意味をもつ。







[image: ]







　黒くろ髪かみの魔女の頭の中で、可能性がいくつも表れては消える。この少年のことは、知らない。リアルの知り合いである可能性はゼロだ。たとえ百万歩譲ゆずって知り合いだったとしても、ヒトネコの姿の彼かの女じよを見て、本名で呼びかけることはないだろう。

「あなたは……誰？」

　そして黒髪の魔女は、少し前に同じ問いを口にしたことを思い出した。




　返事は、剣の一ひと振ふりだった。

　ハリーはその一いち撃げきでＨＰを全すべて奪われた。ゲージが真っ赤に染まるまでの短い時間、地面に転がりながらリョータを見上げた。

「ゲームオーバー。さようなら、ルカさん」

　そしてその身体が光の粒になって消える。

　リョータは鼻歌を歌いながら剣をしまった。そして「仲間たち」のところに戻るべく、歩き出した。







reverieSIDE

８章　頑張って







『どうしても、消えてくれないのね』

　あり得ぬことを真しん剣けんに望む姿は、異質さが際きわ立だっていた。ディオネは、誠心誠意頼み続ければユウマがいつか折れると信じているかのようだった。

　ユウマは、首を振る。

『断る。いい加減に諦あきらめて、消えろ！』

　この相手にはまともな言葉が通じない。ユウマにはもはや金髪の魔女も普ふ通つうの人間に思えなかった。とてもいびつで歪ゆがんだ、幼よう稚ちな精神をしている。自分の願望しか見えていない。彼女の言う「神」がなにを指しているのかは分からない。だがディオネはそれをとても大事に思っているようだ。

　ユウマは自分の身体を束そく縛ばくしているノーザンライツの持ち手を握り、引き抜こうとする。だがそれは岩に刺ささった剣を抜くようなものだった。剣が肉と同化しているようだ。どうしても抜くことができない。

『おやめなさい。そこまで浸しん食しよくが進んだものを。解放は、不可能よ。あなたの中には私がいるの』

『お前は、ゲームクリアーすれば、蓮れんの居場所を教えるって言っただろう！　これが、本当の狙ねらいだったのか。蓮の写真を送ってきたのもそのためか』

『蓮の写真……？』

　ディオネは不思議そうに首を傾かしげた。しばらく黙もつ考こうしていたが、不意に目を輝かせるとユウマの両頬に手を伸のばしてきた。

『私じゃないわ。私はそんなもの、送っていない』

『……だったら、誰が！』

『神よ』

　その断言に、ユウマは絶句する。ディオネは笑顔になった。綺き麗れいなのにまるで美しくない歪んだ笑みだ。

『素す晴ばらしいわ……ユウマ君、神はあなたにメッセージを放っていたのね。あなたのそばに、神がいるということなのね。ああ、素晴らしいわ。ユウマ君……ねぇ、早く諦めて頂戴』

『離せクソッタレ女！』

　汚きたない言葉を投げつけられ、ディオネは冷めた表情を浮かべた。さっさと殺して解決するのならば、とうにそうしていただろう。だがそれは不可能なようだった。

『分かったわ。……神様との約束に背そむくから、それだけはやめておこうと思ったけれど、仕方がない。ユウマ君、どうしてもあなたが折れてくれないのが悪いのよ。じゃあ、特等席で見せてあげるわ。レンちゃんに、ユキナちゃんに……オリエちゃん。仲間たちは今のあなたを見て、どうするかしらね』

　ユウマの前から、金色の光が消えた。

　一人きりの世界の中で、ユウマは叫さけんだ。叫び続けた。だが誰も来ない。来るはずはない。そしてユウマはディオネが「特等席」と呼んだ意味を、すぐに知ることになった。







　待っていたオリエたちのもとに、リョータが走ってきた。

「ごめーん。なんか竜に驚おどろいて逃げたんだけど、ちょっと逃げすぎたみたいだあ」

　その言葉には聞く者を笑いよりも脱だつ力りよくに陥おとしいれたようだった。

「まあ……死ぬよりか、ええか。リョータ、このイベントは限定や。一回でも死んだらこのクエスト自体には復帰できへん。気をつけや」

「うん、気をつけるよ。俺、ここに来るのにすごい頑張って経験値獲かく得とくしたのにさあ。ここで死んだら絶対悔くやしくなるよ」

　青い髪の魔女が「ハリー？」と名前を呼ぶ。だが返事はなかった。

　慌ててヒトネコの姿を捜さがすが、どこにも見つからなかった。ある程度の広さはあるが、隅すみ々ずみまで見み渡わたせるフロアだ。唯一身を隠すことのできる入り口近くを捜したが、ハリーの姿はなかった。

「リョータ、知らへんか？」

「ううん、俺、ネコなんか見なかったよ」

　青い髪の魔女はもっと捜したがったが、オリエがリョータの持っている時計のことを皆みなに告げた。このクエストの残り時間のことを考えると、ハリーを捜し続けるわけにもいかない。

「ログアウトしちゃったのかもね……」

「…………」

「行こう、レンちゃん。ユウマのこと助けに行こう？」

　青い髪の魔女は眉をひそめたが、ぎゅっと唇くちびるを噛むと、伸ばされたユキナの手を握り返した。次のフロアに進む扉をくぐる。

　最後に振り返かえったが、そこには静かな湖が広がるだけだった。




　その氷雪の王のフロアが九十五階だった。難敵が現れた後は、謎解き重視のフロアが続く。

　謎解きを得意とするのはオリエとエンジ、直感が利いているのはナツキとユキナだった。青い髪の魔女はそもそも謎解きに挑ちよう戦せんする気き概がいも見せない。ただおとなしくついてくる。心配するユキナが話しかけるが、無言で首を振るか、「早く上の階に行きたい……」と呟つぶやくだけだった。

　連続で次のフロアに向かう扉を出現させたエンジがガッツポーズをする。

「これやと、百階まで強敵はおらんのと違うか？」

と笑いながら扉の向こうに一歩を踏み出した。そして笑みが凍りついた。次は九十八階のはずだった。だが、運の良いことに「Dawn bringers」は百階までのフロアをスキップすることができたらしい。

　神々がいるとしたらこのような場所ではないだろうか。白銀の石は、まるで生き物のように滑なめらかで内側が光をもっている。細かく繊せん細さいに刻まれた彫刻が、幾千幾万と飾かざり付つけられた柱は、その伸びた先が見えないほどに高い。

　そこは間違いなく百階、塔とうの頂点、空をのぞく場所だった。

　下界を見ることができる。塔の真下には森が広がっている。そしてオルヴァント剣けん帝てい国こく、鉄てつ剣けん城の姿が小さく見える。砂さ漠ばくを越こえた先には魔ま法ほう帝てい国こくニルディア、絢けん爛らん豪ごう華かな建物は花か宴えん城だ。そしてオリエたちがディーディーと出会った、十字城のあるのが宗教法国ランバーだ。

　小さな点が続々と塔に向かっているのが見える。彼らはこのラストダンジョンに挑戦すべく、各地から集まってきたのだろう。まだ、入ることはできずにいる。時間が満ちていない。

　別の扉が開く。「獅子団」が、そしてまた「緋色十字団」が姿を現す。

　ここまで来て、言葉は必要なかった。最後のステージに、進むだけだ。［不滅Tower ofなる Immorta双王lly Dualの塔-king's］の頂点を結ぶ道がつながっていた。

　雲の上を歩いて行く。柱が続いている。下からは、こんな道があるとは分からなかった。道の中央には、神々の玉座のような場所があった。そこには二つの巨柱、一つの石いし壇だんがあった。

　左の巨柱には剣帝の姿が、右の巨柱には女じよ華かの姿がある。

　祭壇の上に、聖御子ホーリーチヤイルドの姿があった。




　王たちのいるところまで、階段が続いている。長い、長い階段だ。その途中に、見知った姿があるのを、エンジたちは見つけた。

　ユウマだ。

　ノーザンライツを背中側の段に置きっぱなしにして、階段に腰こし掛かけている。その相手を馬ば鹿かにしたような目も、口くちの端はしが歪んだ笑い方も、ユウマのものではあり得なかった。

「待ってたよ」

　その声はユウマのものだ。だが声の出し方が、話し方が違う。

　金髪の魔女、ディオネだ。

「どうしてもユウマ君が邪魔をする。消えてくれないんだ。早く諦めさせてあげるために、君たちが必要なんだ……」

　そしてディオネはノーザンライツを手にした。無造作に、その手になじむ大剣を見て、エンジたちは背筋に寒気が走るのを感じた。

「……この手で、君たちに死んで欲ほしいんだ」

　最強の味方が、敵として立ちはだかる。

　ゲームとしてなら何度も見たシーンかもしれない。だが、実際に味わうとあまりにも苦い体験だった。エンジはごくりと喉のどを鳴らした。




［ユウマ＝ディオネ］レベル０。

　ＨＰゲージはオールグリーン。




「ユウマさんと、戦うんですか」

　後ろからやって来たリンカが尋たずねた。

「ああ、今のあいつを倒して、早く元に戻してやりたいんや。……手出しはせんとってほしい」

「……頼まれても、ゴメンです。彼と戦うなんて。分かりました、先に行きますね。どうか早く来て下さい、ユウマさんと一いつ緒しよに」

　くすりと笑ってリンカは走っていった。緋色十字団が続いていく。

「俺たちが、あいつら倒してしまう前に来いよ？　少しでもエンディングが味わいたかったらな」

　ヒロシがエンジの背中を叩いて走っていく。

　二つのギルドが脇わきを抜けて進んでいくのを、ディオネは完全に無視した。そんなことは関係がない、といわんばかりだった。

「ユウマ！　目を覚ましてよ……」

「その名で呼ぶのは無意味です。この身体はもう、私のものだから」

　その返答は、もしかしたらユウマの身体が乗っ取られたというのは間ま違ちがいかも知れない、という一いち縷るの望みを完全に打ち砕くだいた。

「どうしてユウマの身体を取っちゃったのよ馬鹿ぁ！　自分の身体があるくせに。ユウマを返して！」

「だいたいあんたはこのゲームのラスボスと違うんか。一番てっぺんで俺たちを迎むかえたらいいものを、なんでユウマの身体を奪わなあかんねん」

　ディオネは、ユウマの身体で壮そう絶ぜつに笑った。眼下の人間たちを、嘲あざけるために。

「神のいなくなった世界を守り続けるのは、空むなしいこと。私は、次の世界に到達しなければならない。……ユウマ君、見ているといい。あなたの大事なものは、全部この手で壊こわしてしまうから」







　二つのギルドは、三人の王を前にした。空気は冷たく、澄すんでいた。自分たちの心臓の音すら聞こえるほどに静かだった。

　ここに来た誰だれもが無言だった。

「来てしまったのですね……」

　聖御子ディーディーは石壇の上で、祈いのりを捧ささげていた。

「冒ぼう険けん者しやたちよ。僕ぼくは決して戦いを望んではいなかったのに」

「さだめならば、仕方がない」

　剣を地面に刺したまま立っていた剣帝が、剣を握り直す。

「容よう赦しやは、しないわ。残ざん酷こくな死を望むのならば……来なさいな」

　己おのれの爪つめを眺めていた女華が、ふわりと姿勢を正す。

　そして彼らの最後の戦いが始まった。







　ディオネの振り回まわすノーザンライツを受け止めたのは、オリエのサウスオブヘヴンだった。ふたつのワールドエンドライツはぶつかり合い、エフェクト風が起きる。

「ユウマ君の身体から出ていって！」

　攻撃を防ぐのはオリエの役目だった。歯を食いしばりながら、ノーザンライツの重い攻撃を受け止める。ディオネはその顔に刃を打ち込もうとするが、サウスオブヘヴンはオリエを守り続ける。

「……綺き堂どう早さ苗なえか」

　ディオネの口にした名前を聞き、オリエが目を見開く。

「お姉ちゃんの名前……」

「武器に魂を込める実験は、失敗だった……。エンドバウムよりあなたを選んだところまでは面おも白しろかったけれど。オリエちゃん、その武器を返してくれるなら、早苗の魂を違うアバターに込めてあげるけれど……？」

　そう告げるディオネの手を狙い、サウスオブヘヴンの穂ほ先さきが襲いかかる。ディオネはオリエの鋭するどい一撃をすんでのところでかわした。予想以上の速さに、驚かされたらしい。ディオネの表情から余よ裕ゆうが消える。

　そこに続けざまに魔法が放たれた。炎と氷の魔法が同時にディオネに当たる。

　これがユウマならば、絶対に当たらなかった。オリエは、魔法を使ったエンジとユキナを振り返った。二人は続けて放つ魔法の詠えい唱しように入っている。彼らにその時間を与あたえるため、オリエは槍を構えた。

　はじめはユウマそのものだと思えたディオネの動きは、だんだんと緩かん慢まんなものになった。ノーザンライツはまるでユウマにしか懐なつかない悍かん馬ばのようで、攻撃が大ぶりになる。

　内側のユウマが邪魔をしているのだ。ノーザンライツの動きが止まる。ノーザンライツを鎖くさりとすることによってつながれている二人だ。ユウマがノーザンライツを支配しようと、暴れているのだ。

　ディオネは不快を覚えた。このままでは、せっかくの「浸食」が駄だ目めになることもありえる。ユウマを同意させるか無力化させるか。早くしなければならない。

　指の動かしにくさにディオネは顔をしかめ、ノーザンライツをオリエの頭に落とそうとする。だがオリエはその剣が落ちてくるより早く動き、ユウマを牽けん制せいする。ノーザンライツの必ひつ殺さつ技わざを使うことができれば、簡単に戦局は変えられる。だが、ディオネには使うことができなかった。

　エンジの放った魔法がユウマの体勢を崩くずさせ、続けざまにオリエの攻撃を通させる。ＨＰが九しかない、という縛しばりがディオネを危機に追い込む。ディオネは、これがそれほどまでに重い制約だとは思っていなかった。ユウマはあまりにたやすくその条件を超えているように見えたので。

「うっ……」

　ノーザンライツを振りかぶったまま、ディオネの身体が硬こう直ちよくする。体勢を崩したオリエに、ＨＰをゼロまで削けずり取とる強撃を落とすことができるはずだった。だができなかった。

　その動きに、オリエが、ユキナが直感した。

「ユウマ！」

「ユウマ君！」

　名前を呼ばれた途と端たん、ディオネの身体がなおも硬直する。ディオネは硬直を振り払はらうように動くのだが、その顔は苦痛を浮かべている。

　内側にいるユウマが、邪魔をしているのだ。ユキナもオリエもそう信じた。

「ええい、ユウマ君の身体から出て行きなさいよ！」

　ナツキも攻撃する。ディオネはそれを避け、きつい眼まな差ざしでナツキを睨にらみつける。そしてその後ろから現れたのは、青い髪の魔女だった。

「ディオネ。その身体を、返して」

「レン……っ！」

　青い髪の魔女は無防備にディオネの前に身体をさらしたわけではなかった。

　その小さな白い手に、武器が現れる。深緑色をした弓、ワールドエンドライツの最後の一つ、イーストブラッドだ。

　その武器は魔法力を矢に変えて放つことができる。前回それを使った黒髪の魔女は、魔法よりも武器寄りのステータスをしていた。だがそれでも蜘く蛛も神イスカンダルの足を止めるほどの一撃を放つことができた。

　だが青い髪の魔女は、魔法使用に特化したステータス持ちである。イーストブラッドの真価をみせることができるだろう。そしてイーストブラッドにはＨＰ九に縛られたユウマには最悪の攻撃方法がある。必中の複数回攻撃を放つことができるのだ。

「私を……攻撃するつもり？　レン」

「……返して。ユウマさんを。それ以外のことは望まない。あなたがあきらめてくれたら、それでいい。返さないなら、その身体を倒す。あなたを見つけて、倒す。ユウマさんを取り戻すまで、あなたを滅ぼし続ける」

　光の矢が現出している。青い髪の魔女の言葉は、脅おどしではなかった。ただ彼女の真実を述べただけだ。

　ディオネはゆっくり後ろに下がる。殺した黒髪の魔女の、最後の置おき土産みやげだ。もっと早くに回収するべきだった。後こう悔かいしても遅い。青い髪の魔女の静かな眼差しが、ディオネを射貫く。オリエが、ユキナが、ナツキが、エンジが、その身体を守っている。

　舌打ちをする。ユウマの身体には一撃で戦局をひっくり返すだけのポテンシャルがあるはずだ。上う手まく使うことができれば。

　不意に、ディオネは気づいた。青い髪の魔女を中心とする輪から外れた場所に、茶色い髪をした少年がいる。へっぴり腰ごしでおどおどと剣を握っている。戦いの空気に全く染まらない、弱者のにおいをぷんぷん漂わせながら。

　まず一人、殺す。ディオネは跳ちよう躍やくした。ノーザンライツの刃やいばを大げさに避けながら、リョータは大きな悲鳴を上げた。振り回されるノーザンライツに背を向けて逃げ、下の踊り場ばまで逃げていく。ディオネは追いかけていった。

「うわあああっ、やめてくれよユウマ君っ！」

　リョータは転がって攻撃を避ける。

　そして、笑った。ディオネはその目を見て動けなくなった。

「……なんてね。ねぇディオネ、浸食っていうのは面白かったね。μを経由して君がユウマ君の脳に入り込むなんて、昔のＳＦ映画みたいだ。まるで幽ゆう霊れいが取り憑つくみたいなイメージだね。発想は面白いけど……でも、うまく動けないみたいだね」

「……………………」

　オリエたちには二人が向かい合っており、リョータがディオネにおびえているように見えるだろう。だが今は、ディオネがリョータにおびえていた。目の前にいる少年の言葉が信じられなかった。

　その物言い、その態度。慈じ愛あいさえ滲にじませる口調。

　リョータの声は他のメンバーには聞こえていない。

「ユウマ君の身体を奪い取るのに成功したって聞いたときは、うん、すごく良いなって思ったけど……でも、その程度なんだ？　がっかりだよ。ディオネ、君は俺のデータから作られたのに……全然、違うんだね」

　世界の頂点からあざ笑う。この場所、この空気、存在全てを作り上げた「神」が、ヒトに姿を変えて、ここにいる。

　神がこの世界を去ったと思い、悲しかった。ずっと追い求め、この人に会うために努力を続けた。その結果を前にして、気まぐれにその姿を見せ、絶望を告げる。その残酷さにディオネは小さな悲鳴を上げた。

「…………っ違う……、違います！　私は！　私が望んでいるのは、こんなものじゃない！　神よ、あなたは私がこの世界でしか生きられないと言った。でも違う、私は、この少年の身体であなたの世界に行きます！」




　ディオネは、振り返った。

　ユウマはこの身体の支配権を譲ろうとしない。隙すきあらば乗っ取り返そうとしている。そんなユウマの心を折る方法は、ひとつしかない。

　ディオネは一番前にいるオリエを狙った。オリエはその攻撃を受け止めたが、それはオリエの身体を押おし倒すためのものだった。到達するための数秒では、殺す余裕はない。体勢を崩させるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。邪魔な槍使いを無力化し、走る。狙う相手は一人しかあり得なかった。

　ユウマがこの世界に来た理由。

　戦う理由。

　レンだ。




　青い髪の魔女は、目を見開いてディオネが来るのを見ていた。構えたイーストブラッドから矢が放たれようとする。

「レン。動くなよ。すぐ……助けてやるから」

　ディオネはユウマの表情で、ユウマの声で、言った。青い髪の魔女の動きが止まる。これは過去、ユウマがレンに告げた言葉だ。ないはずの記き憶おくがよみがえる。

　どこか狭せまくて暗い場所に閉じ込められて泣いていた自分を、ユウマが捜してくれた。そして見つけ、助けてくれた。これはそのときの言葉。

　心が揺ゆさぶられ、涙なみだが流れる。

　目を見開いたまま、ノーザンライツを振りかぶるユウマに手を伸ばした。それがディオネか、ユウマか、どちらでも良かった。ユウマの姿をしていたから。

「お兄ちゃん……！」




「レンちゃああああああんっ！」

　放たれた炎の魔法も、叫びながら走り来る少女も、なにもかも全てを両断する勢いでディオネは剣を振るった。

「…………あぁ」

と、嘆いた声は、誰のものだっただろうか。

　はは、は。ははは。ユウマの声で、笑いが漏もれた。

　ノーザンライツは斬きった。青い髪の魔女を。そして彼女を庇おうとした、ユキナを。青い髪の魔女は目を閉じたまま動かない。ユキナはその身体にすがり、必死に名前を呼んでいる。だが、その身体も、光の粒つぶになって消えようとしている。

　最高のタイミングだった。ディオネの中でユウマは青い髪の魔女の言葉を聞いたのだ。彼かれを「お兄ちゃん」と呼ぶ、レンそのものの声を。そしてその言葉ごと斬った。
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　心の折れた音が聞こえた気がした。ディオネは笑おうとした。だが笑うことはできなかった。その目から涙が出ている。泣いているのだ、ユウマが。可か哀わい想そうなことだ。だがディオネはおかしくて仕方がない。だから、笑った。

「ユウマ君、悲しむことはないわ……どうせすぐに君は消えてしまう。君の全てを私がもらうんだもの。さあ……眠りなさい。君の身体を私に……早く……」

　ユウマの身体から、目の光が消えた。

　そしてその身体は力を失い、倒れた。







「ゆ……ユウマ君。ユウマ君。ユウマ君。ユウマ君」

　オリエはひたすらに名前を繰くり返し、這はうようにしてユウマの身体に近づいていった。

　ユキナが戦せん闘とう不能になってしまった。そして、レンは倒れたまま動かない。

　そしてまた、ユウマも意識を失っている。何が起こったのか、何が終わったのか、分からない。上の方ではリンカやヒロシたちが三人の王と戦っている音が届く。だがそれも皮一枚隔へだてた向こう側の、遠い世界のことのようだった。

　よろめいたナツキを、後ろから抱き留とめたのはエンジだ。

　そしていつの間にかリョータは誰よりも高い位置から、彼らを見下ろしていた。

　いつものひょうきんな表情はなりをひそめ、静かにオリエたちを見下ろす様子は、この少年を別の人間のように見せた。その静かな眼差しは、何も語らない。同情か、嘲ちよう笑しようか、無関心か、侮ぶ蔑べつか。その目からはなにも分からない。

「リョータ君……金きん髪ぱつの魔女はあなたのことを、神って呼んでた……、どういうこと……？　あなたは……」

　ユウマの身体は倒れたまま、微び動どうだにしない。ディオネは折れたユウマの魂たましいを完全に押さえつけ、現実の身体を支配しに行ったのだ。

「あなたも、制作者の一人なの……？」

　オリエはサウスオブヘヴンを握り、立ち上がった。唇を噛かむ。ユキナが消え、青い髪の魔女が倒れ、ユウマは動かない。もはや怒りをどこにぶつけて良いか分からない。

「そんな目で見ないでよ。みんな。俺のこと、仲間だって言ってくれたのは嘘うそじゃないよね」

　オリエは一瞬たりとも目を逸そらすまいと、ひたすらにリョータを見つめる。

「嘘じゃないわ。でもあなたの方は、私たちの仲間じゃなかったのね……？」

「それを言われると辛つらいけど」

　リョータはくしゃりと頭をかいた。

「武器を向けないで。俺は君より弱いんだ。倒されたら、消えちゃうよ」

　オリエはサウスオブヘヴンを取り落とした。身体から力が抜ぬけていく。ユウマのもとに近づいていく。固く閉じたまぶた、死んだように横たわる身体。

「お願い……、お願い。あなたが知ってるなら、教えて」

　オリエはユウマの頭をかき抱いだきながら、必死に問う。

「ユウマ君を助ける方法を……教えて……」
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９章　戻ってきてよ……







　白い天井が見えた。ここがどこなのか、分からない。手も、足も、動かそうとするが力が全く入らなかった。ただ意のままにできたのは、目と、耳だけだ。

　ピッ……ピッ……という規則正しい機械音がした。

　自分はベッドに寝ねかされているらしい。白いシーツが見える。もしかしたら病院なのかもしれない。だが昨日の記憶がない。どうしてここにいるのか、分からない。いつから寝ていたのだろう。

　一いつ生しよう懸けん命めい首を横向けた。こわばっているらしく痛かったが、そちらに誰かがいるのが分かったから、必死にそちらを向いた。

「………………」

　声は出なかった。長く、ため息をついた。

　綺麗な女の人が、そこに座すわっていた。長く伸ばされた髪も、閉ざされた目のまつげの長さも、とてもよく知っている気がした。だが分からない。どこにいたのだろう。この人の頭に機械が付いているのは、もしかしたらこの人も病気なのだろうか。

　だったら椅い子すではなく、ベッドに寝かされていたらいいのに。手を伸ばそうとしたが、動かそうとすると痛くてとてもじゃないが伸ばすことはできなかった。その女の人の顔を見ていると、母を思い出した。

　その唇が動いて、自分の名前を呼んでくれないかと思った。

　蓮れん、と。

　そしたら自分は言うだろう。夢を見た、と。誰かが叫んでいた。蓮の名前を呼び……泣いていたような気がする。だが考えれば考えるほど、見たはずの夢は曖あい昧まいにおぼろになっていく。

　眠くなってきた。まだ女の人を見つめていたかったが、蓮は目を開けていることはできなかった。ここはどこだろう。蓮、と夢の中で名前を呼んだあの声は、あの顔は誰だっただろう。

　また同じ夢を見られたらいい、と願いながら蓮は目を閉じた。










「わあっ」

と由ゆ希き菜なは飛び起きた。だらだらといやな汗あせをかいている。

　椅子に座ったままμのゲームをすると、もしかしたら目が覚めたときに転げ落ちているかも知れない、と考えたため、いつもベッドの上に横たわったままダイブしている。

　戦闘不能になってゲームを落ちるのは初めてだった。本当であればホームポイントに戻されるのだが、アナザーとの接続まで切られて目が覚めてしまった。

「ああ……どうしよう」

　由希菜は立ち上がって部屋をうろうろした。あんなところで退出することになってしまった。金髪の魔ま女じよの宿ったユウマは、どれだけ強いのかと思ったら全然大したことはなくて、でも彼女は何かをわめきながらレンを斬ろうとした。

　庇かばったつもりだ。だが、ちゃんと庇えただろうか。今となっては確かく認にんする手段もない。限定クエストだという話だった。一度戦闘不能になったものは、戻ることができない。戻ったとしても、塔の外側から「どうなったの」と心配することになるだけだ。

　どうせ外側なら。

　由希菜は机の引き出しを開けた。そこに、イルカのキーホルダーのついた家の鍵かぎが入っている。それを取り、由希菜は急いで部屋を出た。

「由希菜、どうしたの慌あわててぇ。走ったら転ぶわよ」

「ちょっと優ゆう馬まんち行ってくるね」

　台所から顔を出した母に、手を振りながら靴くつを履はく。

「なんなの、ゲームするから部屋に入らないでって言っておきながら……晩ご飯までに帰るのよ」

「今日は帰らないかも！」

　叫んで、ドアを閉めた。今までゲームの中にいたせいで、家の中にいるとほっとする。あまりにもふたつの世界が遠く、関係がなさすぎて、あの世界が夢のように思える。だが優馬は今も、あそこにいるのだ。

　蓮も。

　夏なつ希きも、円えん児じも。

　……織おり絵えも。

　ぎゅっと手を握った。エレベーターから降りて、駆かけ足で廊ろう下かを行く。何百回と来た優馬の家だ。インターフォンを鳴らした。今日は土曜日、晩ご飯時、だいたい優馬の叔お母ばの香か奈な恵えは仕事に出ている。

　しばらく待ったが誰も出てこなかった。由希菜は預かっている鍵を使い、優馬の家にあがった。

　明かりはどれも点灯していなかった。ぱちりとスイッチを押す。おじゃまします、と声をかけるが、誰も顔を出してこない。

　由希菜はなんとなく足音をしのばせると、優馬の部屋をノックした。返事はない。扉とびらを開ける。過去に何度も入り込んだことがあるのに、緊きん張ちようした。なんとなく、罪悪感があった。

　優馬はμをつけたまま、椅子に座っていた。窓から差し込む夕日が優馬の顔を照らしている。由希菜は泣きたいような気持ちになった。あんな意味の分からないゲームで、浸食だの、取り憑いただの、そんなことをどうして考えなければならないのだろう。優馬はここにいる。それは誰にも否定できない事実だ。

　そして自分はそれだけで幸せになれる。

　由希菜は、床ゆかに座り優馬の膝ひざに手を置いた。温かかった。

　取り憑かれたなどというのならば、二度とあんなゲームにダイブしなければいいのだ。蓮の居場所を教えてくれるという魔女は、はじめから優馬のデータを乗っ取ることが目的だったのだ。そんな奴やつがたとえ戦闘で敗北したからといっておとなしく真実を語るはずもない。

　だったら、あのゲームに参加することはもはや意味がないのだ。いや、意味がないどころか有害だ。

　由希菜は優馬が「Walpurgis Nights」をやめるように説得する言葉をたくさん考えた。でも、おそらく、たぶん、どうしても優馬が行くというのなら、止められはしないのだろう。頬ほほが熱くなった。そうしたら、その場所には織絵がいるのだろうか。

「優馬………………ゆ、優馬っ？」

　優馬が目を開けていた。由希菜はびっくりして飛とび離はなれた。だが、μの電子光が消えていないことに気がついた。インジケータが示している通りだと、今も優馬はアナザーにいることになる。だが目を開けている。

　それどころか、立ち上がった。その目は由希菜を映していない。呆ぼう然ぜんとしたように自分の手を見つめ、次に窓の外を眺ながめた。まるで初めて夕日を見るように、見入っている。

「優馬……μ、壊れてるの……？」

　呆然としていた優馬が、ようやく床に座っている由希菜を見た。その目つきに、由希菜は寒気を感じて震えた。

　優馬ではない。何年も見てきたから分かる。

　これは優馬ではない。

　身体はそうだ。だが、中身が違う。

「き……金髪の、魔女……なの……」

「ユウマなど、もういない」

　優馬の顔で、絶対に優馬が浮かべない表情で笑う。ゲームの中だけではなく、現実においても。

　それは由希菜にとっては現実にはみ出た悪夢だった。目が覚めても続く夢、そんなもの、到とう底てい受け入れられるはずがない。

「やめてよおおおっ」

　由希菜はキレた。優馬の身体にむしゃぶりつく。いつの間にか自分より背が伸びた、いつも似たようなＴシャツばかり着ている、その胸を本気で叩いた。

「優馬！　優馬！　優馬！　優馬の身体を返して、返してよ、これはあんたのじゃないわ、返して！」

「やめ……っ」

「優馬！　ゆうまゆうまゆうまーーっ」

「離せ。私はもう優馬じゃない」

「嘘だ、絶対に嘘！」

「離せ……っ！　優馬は、二度と戻らない！」

　ゲームが、現実を浸食するわけはない。

　ほとんど恐きよう慌こう状態に陥おちいりながら由希菜は優馬に向かっていった。嘘だ、優馬が自分をからかうために演技しているんだ、色々な考えが頭の中に浮かぶ。

　だが違う。この身体を動かしているのは、優馬ではない。金髪の魔女に奪うばわれ、支配され、自分を斬り、そして「レン」をも斬った。

「優馬……、しっかりしてよ」

　由希菜は優馬の両りよう肩かたに手を置いたまま、泣いていた。しゃくりあげながら、金髪の魔女などという気味の悪い幽霊ではなく、中にいる優馬に話しかける。

「優馬、戻らないなんて、嘘だよね。いやだよ……まだ、言ってないよ。私、優馬のこと、好きなんだよ。ずっと昔から、好きだったんだよ。ねぇ優馬……、戻ってきてよ」

　ディオネは混乱した。子供のように泣いている由希菜の手にはこの身体を押さえつける力などない。だがその目を見ているだけで、動けなくなる。涙に濡ぬれた目に、なんの力もありはしない手に、その声に、縛られたように。

　心の底から、意味の分からない感情が染しみ出してくる。味わったことのない感覚に惑まどいながら、悲鳴を上げそうになる。ディオネは意識が薄うすれていくのを感じた。μの機械音が響ひびいている。眠ねむりにつく前のような感覚。

「……由希菜……」

「優馬、戻ってきてよ……」

　そして由希菜の顔が近づいてくる。泣なき濡れた目が閉じられる。あたたかな唇の感かん触しよく。アナザーの中には存在していない、だからディオネが味わったことのない、熱。




「………………」

「…………ゆうま？」

　優馬が何か呟いた気がして、由希菜は顔をのぞき込んだ。糸が切れたように優馬の身体から力が失われ、後ろに倒れた。慌てて由希菜が抱きとめようとするが、優馬の身体は運良くベッドに倒れ込んだ。

　はねる心臓をなだめながら優馬の様子を確認する。μはちゃんと稼か働どうしており、優馬の顔つきにも苦しそうなところは感じられない。μを外して揺さぶり起こしたい気持ちにかられたが、由希菜には結局そうすることはできなかった。

「ごめん、優馬……キス、しちゃったよ」

　自分で口にした言葉に由希菜は真っ赤になった。ぷるぷる首を振って頬の熱を冷まそうとする。

「待ってるから。優馬。……早く帰ってきて」

　祈るような気持ちで、そばに座り込む。優馬ならきっと、優馬なら絶対、ラスボスを倒して蓮を取り返して戻ってくる。目を閉じたままの優馬の顔を見ていると、ぎゅっと胸が痛くなった。







「どうしようエンジ、どうしよう」

「落ち着けや」

「ユキナが……ああ、レンちゃんだ。レンちゃん」

　オリエがユウマの身体を抱いたままリョータを見ている。ナツキは倒れたままの青い髪の魔女の身体に近づいていった。サーチすると、ＨＰはかろうじて残っていた。ユキナは一発で戦闘不能になったが、青い髪の魔女を庇うことには成功していたのだ。

　ナツキは青い髪の魔女のＨＰを回復させた。もはやそうすることに意味があるのかどうかも分からなかったが。

「おっと、ありがとう。彼女はとても大事な存在なんだ。死んでたらどうしようかと思ったよ」

　リョータが言い、なにかウィンドウを操作した。すると青い髪の魔女の身体を包つつみ込む水すい晶しよう球が現れ、宙に浮かんだ。中で、青い髪の魔女は眠り続けている。

「君たちは、あっちを手伝ってきたらどうかなあ」

　いつもの間延びした口調でリョータは言った。あっち、と言って指さされているのは三人の王と戦っているふたつのギルドだ。

　魔法の光がまたたいている。遠くから見ても、苦戦しているのが見て取れる。

　ナツキとエンジは顔を見合わせた。

「三人の王が勝ったら、このクエストは終わりだよ。そしたらユウマ君はこのままで、ディオネに自由な時間を与えることになる。それは君たちには都合が悪いと思うけどなあ」

「…………」

　二人は迷っていたが、最終的にリョータの言うことに従った。ナツキはオリエに一言語りかけ、エンジの背中を追っていった。

　リョータは、なにかウィンドウを開いた。オリエにはそれに表示されているのは数字の羅ら列れつにしか見えなかったが、それはリョータになんらかの事実を伝えているらしい。なにか感心したように、リョータは歓かん声せいを上げた。

「リョータ君……？」

「ちょっと待って。面白いことになってるみたいだから」

　そう言いつつリョータは楽しげに笑っている。だがもはやこの少年がなにを考えて楽しそうにしているのか、オリエには分からなかった。

「どうすれば……。どうすれば金髪の魔女をこの身体から追い出せるの？　お願い、リョータ君。お願いだから教えて」

「今、検証してるんだ。まさか、装備する武器を使って個人データにハッキングするような真ま似ねができると思わなかった。それだけでも驚きなのに、ゲームのデータからアナザーでのデータ、リアルでのデータまで……」

　アナザーでのデータ、という言葉でオリエは思いだした。

　アカデミアで見かけたユウマが、一生懸命話しかけているオリエを無視して行ってしまうということがあった。それを後でユウマに言ったが、彼は「……そんなことあったっけ」と不思議そうにしていた。

　浸しん食しよくはゆっくりと進んでいたのだ。

「そのゲーム用アバターには、ディオネとユウマの精神が宿っている。たぶん、中で今は主導権を争あらそっている。ユウマ君には可哀想だけど、分の悪い勝負だ。このままだと彼は、目覚めないかも知れない」

　オリエは半泣きになって腕の中のユウマを見おろした。固く閉じた目。その中で、どんな戦いが繰り広ひろげられているかは、全く想像がつかない。頑がん張ばっているのだろうか？　勝って欲しい。帰ってきて欲しい。あんな風に全く他人のような目で、他人のように振る舞まって、どこかに行ってしまわないで欲しい。

「でも、その身体はユウマ君のものなんだ。それは金髪の魔女がどうあがこうとどうしようもない事実だ。だから、オリエちゃん。呼びかけるんだよ、ユウマ君に」

　オリエの腕の中で、ユウマが目を開けた。

「ユウマ君！」

「…………離せ」

　だが、それはオリエが期待する、ユウマの眼差しではなかった。厭いとわしげにオリエを押しのけ、立ち上がろうとする。座り込んだオリエは、起き上がって同じ目の高さになったユウマに近づいた。

「ユウマ君……、目を覚まして」

　小さな声で囁ささやく。

「…………やめろ」

　拒きよ否ひ感に満ちた表情にも怖おじず、オリエは言葉を続ける。

「ユウマ君。私、昨日言おうとしたんだ……。私、ユウマ君と一緒に花火大会に行きたいの」

　オリエは思い出す。はじめに会ったときは、反感を抱いた。いきなり現れた怪あやしい男だと思った。次に、驚いた。あんな風に戦うプレイヤーなんて、見たことがなかった。

　妹のことを思っている目も。静かにこの世界に来た理由を語ったその声の響きも。全部、何一つ忘れていない。忘れることなどできない。自分の中に深く刻まれている。

　戸と惑まどう表情に、ディオネではなくユウマを見つけた気がして、オリエは告げた。

「ユウマ君。私、君のこと、好きだよ。どうか、負けないで。目を覚まして。お願いだから……！」

　その表情は、ディオネではなかった。痛みを感じているような表情に、オリエは震ふるえる手を伸ばし、ユウマの頬に当てた。熱は感じない。皮ひ膚ふと皮膚が触れあう感覚。オリエはゆっくりと顔を近づけた。

　オリエはユウマの驚いたような表情を、目を閉じる前に見た。口づける感触は、オリエの心臓をわしづかみにする。

　そして、目を開けた。




　オリエは腕うでの中に倒たおれてくるユウマから、何かが抜け出でるのを見た。半はん透とう明めいのものが風に吹ふかれて流れ出たようだった。

　金髪の魔女だった。ユウマの身体から抜け出て、リョータのそばに立っている。怒いかり狂くるっているのか、静かに現実を受け入れているのか、量りがたい無表情だった。

　ディオネを迎えたリョータは笑え顔がおだった。だが、量りがたさではこちらの方が上だろう。

「おかえり。ディオネ」

「………………」

　ディオネは、そばにいるリョータを見た。とても近い場所にいるのに、とても遠いところにいる。迷い、畏おそれる表情で問いかける。

「神よ。私は、あなたの世界に行きました。彼の身体を動かすことに成功しました」

「うん」

「……神よ、それでも私は……あなたのもとには行けないのですか」

　金髪の魔女は小さな、ともすれば聞きき逃のがしてしまいそうな小さな声で問うた。リョータは小首を傾げ、視線をさまよわせた。笑えみを含ふくんだ口元から、答えは出てこない。神は求める者を救わず、何も与えないのだ。捨てられたら、二度と手を伸ばされることはない。

　金髪の魔女は絶望した。




「ユウマ君」

　オリエが名前を呼んだ。ユウマが目を覚ましていた。ユウマの表情は怒りに燃え、その視線はすぐそこにいた金髪の魔女を追い求めた。

　青い髪の魔女に襲おそいかかり、ユキナを戦闘不能にした。ユウマの身体を手に入れるためだけに。

　ユウマはありがとうとかすかに笑ってみせ、オリエの手から離れて一人で立った。少しふらついたが、すぐにしっかりと立った。

　まっすぐに金髪の魔女をにらみすえる。

「ディオネ……ここで決着を、つけるか」

　問いかけられた金髪の魔女は、酷こく薄はくな目でユウマとオリエを見下ろした。

「いいえ。もっと相応ふさわしい舞ぶ台たいがあるわ。『Walpurgis Nights』に終わりをもたらすのであれば、ワールドエンドライツの持ち主たちよ……三人の王を倒し、私のところに来なさい」

　そう言って金髪の魔女は宙に浮かんだ。リョータのそばにたゆたっていた青い髪の魔女の身体が入った水晶球も、一緒に浮いた。

「目覚めなさい」

　言葉を受け、青い髪の魔女は目を開けた。同時に水晶球が粒になって消える。

　青い髪の魔女は、今自分がどこにいるか分からずに瞬まばたきをする。

「あなたは、私のために戦ってくれる？」

　その問いが耳に届く前に、

「お兄ちゃん！」

　青い髪の魔女は眼下にユウマを見て、手を伸ばした。

「レン？　お前……」

「お兄ちゃん、私を迎えに来てくれたの？　お兄ちゃん……！」

　金髪の魔女が二人をめでたく再会などさせるわけもなかった。静かに目を閉じると、すぐに思いを切り捨てる。

「ならば、いいわ。囚とらわれの姫ひめ君ぎみがいた方が戦いも盛り上がるでしょう」

　二人の姿は消えてしまった。




「帰ってきてくれたんだね、ユウマくーーん！」

「お前には聞きたいことがたくさんある」

　自分を睨むユウマに、リョータはいつものリョータであるかのような演技を続けた。だがユウマの視線の冷たさに、肩かたをすくめた。

「良かったねユウマ君。女の子たちのお陰かげで、身体を取り戻もどすことができた。ディオネは半はん端ぱ無く怒っているけど。もしかしたら君の力でも敵かなわないかも知れないね」

　いつもの通りのリョータの態度で振る舞っている。だからこそ異質さが際きわ立だつ。笑っているのか、嘲あざ笑わらっているのか、やはり分からない。

「あいつを倒した後に、お前が登場するわけか？　最後の敵として」

「まさかぁ。俺おれはレベル低いんだよ？　君たちと一緒に戦ったのが、俺の実力。裏ボスとして登場しても、一いつ瞬しゆんでさよならだよ。俺は単に、ディオネに何もかも任せて、この世界を見て回りたかっただけなんだ。……ごめんよユウマ君。もし君があの子を倒すことができたら……そのときは、ご褒ほう美びをあげるよ」

　ユウマは無言でその脇を走り去った。

　そしてオリエが一度、振り返った。

「早く行かないと、時間がきちゃうよ、オリエちゃん。時間が尽つきるのは、もう少しだ。じゃあね、ハッピーエンドを祈ってるよ」

「…………ありがとう」

　そう告げると、オリエは振り向むかずにユウマを追った。




　ユウマたちが到とう着ちやくしたのをいち早く見つけたのはナツキだった。喜びのあまり言葉にならない叫びをあげつつ、ウェストハーツを掲かかげる。共きよう闘とうする仲間たちを回復させる。そしてユウマは近づいてきたエンジと拳こぶしを合わせた。

　戦いは、苦しいものだった。二つのギルドはたくさんの数を減らしている。ナツキが途と中ちゆう参戦しなければ、もっと減っていただろう。

　剣けん帝ていジグムンドの身体が、宙を舞った。竜たつ巻まきのように回転しながら、着地地点にいたプレイヤーたちをなぎ払う。倒れた者たちの頭上に、女じよ華かが苛か烈れつな炎ほのお魔ま法ほうを注ぐ。リンカが、ヒロシが必死にギルドを立て直そうとするが、すでにプレイヤーたちの数は半分になっていた。

「あかん……ディーディーが、回復させてまうねん」

　エンジの言う通り、ディーディーがジグムンドとファルティナのＨＰを回復させている。敵が剣けん、魔法、回復の三役であれば、回復役をはじめにつぶすのが定石だが、ディーディーは攻こう撃げきされれば自動的に全体回復魔法を唱えるという、戦う相手にとっては最悪な行動パターンがあった。回復させながらでもディーディーを倒せ、と集中攻撃していたところ、しばらくしてから「完全回復魔法」を唱えられてしまい、プレイヤーたちの戦意はへし折られそうになった。

　そんな中リーダーたちが皆をまとめ、盛り上げた。

「ジグムンドの野や郎ろうを狙う！」

「ファルティナを狙うのよ！」

　二人のリーダーが持つ神しん剣けんが、並び立つ双ふたりの王をまるで麦の穂ほのように刈かりにかかる。さすがの王たちも、リーダーの一いち撃げきから続く仲間たちの波状攻撃に、膝を突つくことになった。だがＨＰゲージが激しく減ると、すかさずディーディーが回復してしまう。

「リンカ、それ以上技を使うな。存在値がなくなる！」

「いいの。ここまで来たら……ここにいる誰かがこのゲームの終わりを見てくれたら、私は捨て石になっても構わないっ！」

「ヒロシ、回復役が倒れた」

「倒れたら、起こせ」

「光の粒になっちゃったんだけど」

「集めろッ！」

　だが、長期戦になればなるほどプレイヤー側に不利だった。リンカとヒロシの剣は剣帝と女華に徹てつ底ていマークされ、ディーディーのところまで届かない。

　だが、ユウマの動きがそれまでの戦いを一変させた。




「オリエ、エンジ、ナツキ、頼たのむ！」

　名前を呼ばれただけで、メンバーたちは理解した。剣帝の攻撃を、オリエの槍やりが防ぐ。女華にはエンジの魔法が放たれる。その中央を、ユウマが走はしり抜ける。

　剣帝が、ディーディーを守るべくユウマの前に立ちはだかる。

「どけえええっ！」

　竜巻のような勢いで回転するノーザンライツの刃が、剣帝の剣をはじく。そこをまた［獅し子し団］が一いつ斉せい攻こう撃げきに入る。ファルティナの魔法を［緋ひ色いろ十字団］の数人で放つ魔法が相そう殺さいする。ユウマの戦略は単純だった。まっすぐに、撃げき破はする。猛もう烈れつな機動力があってこその戦略だった。

「ああ……！」

　ディーディーは小さな悲鳴を上げた。黒い剣が、襲いかかってくる。まるで奔ほん馬ばのような勢いで。

「［死に神よ舞い降りよ、かの者の時を止めよ］……」

　ディーディーは呪のろいの魔法を使おうとした。ユウマの周囲にいた［獅子団］のメンバーが呪いにかかり、ステータス異常を来きたして倒れる。だがノーザンライツは、所有者のステータス異常を完全に防ぐ効果がある。ユウマには、無意味だった。

「ディーディー！」

　ノーザンライツの刃が、ディーディーのＨＰを一撃でほとんど奪い去る。

「魔法、続けてぇぇっ！」

　リンカが喉のども嗄かれよとばかりに叫ぶ。ユウマの攻撃に続いてディーディーに魔法が打ち込まれた。ディーディーの回復魔法が発動する。だが、そこから続いたノーザンライツの一撃が奪うＨＰの方が、多かった。

「…………あり、がとう……、これで、ようやく解放される……。魔女は、ぼく、たちの身体に刻印を与え……戦わせた……、ぼくたちは、操あやつられていたんだ……」

　ディーディーの額から赤い模様が消える。そして、その小さな身体も、また、光の粒になって消えた。

　回復役が消えて、戦いは変わった。劣れつ勢せいの空気は完全に払ふつ拭しよくされた。プレイヤーたちが最後の力を振ふり絞しぼって立ち上がる。

「テイル！　マリア・スフォルツゲイト！」

　リンカが金色の光をまとう。

「爆誕せよ、神剣ガンド・ウルス！」

　ヒロシの剣が最終形態に形を変える。

　リンカは女華を、ヒロシは剣帝を狙う。だがディーディーを失った残りの二人の王は、怒りで攻こう撃げき力りよくを増していた。赤く光る刻印から血を流しながら、プレイヤーたちに襲いかかる。

　四人のガーディアンズは全員が戦闘不能になり、リンカの存在値もほとんど失われようとしていた。だがリンカの攻撃の鋭するどさは失われることなく、女華に向かっていく。

　放たれた魔法を受けたのは、オリエのサウスオブヘヴンだった。リンカは目で礼を伝えながら、女華に剣を突き刺す。

　ヒロシのそばにいるはずの二人の幼なじみも姿がない。

「くっそぉぉぉーっ」

　剣帝に神剣の力は通じなかった。ジグムンドの持つ竜りゆう王おう剣けんガルガンディアが、ガンド・ウルスを無力化するのだ。いや、ヒロシの剣けん技ぎが負けているのだ。力任せの攻撃が、通じない。

「……足りぬのだ、そなたでは、力が！」

　ジグムンドの斬り返しが、ヒロシの身体に打ち込まれた。それでＨＰゲージが端はしまで真っ赤に染まっていく。地面に転がりながら、ヒロシは視界が真っ赤に染まるのを感じた。ジグムンドがやって来る。

　ちくしょう……、と呟つぶやく。その前に、黒い大剣を持った姿が割り込んできた。

「頼む、な」

　光の粒に変わりながら、ヒロシはその言葉が相手に通じたかどうか、分からなかった。

「……ワールドエンドライツのひとつ、ノーザンライツか」

　剣帝ジグムンドは苦い笑みをたたえながら、ユウマに竜王剣の切っ先を向けた。

「魔女殺し。だが、そなたはあの魔女を倒す前にここに消えるさだめだ」

「俺は、金髪の魔女のところに行く」

　ユウマはノーザンライツを構えた。

「……お前に時間をかける気はないんだ！」

　二つの剣が激げき突とつする。その勢いに飲まれ、周囲のプレイヤーは手出しができない。我に返った者がユウマに援えん護ご魔ま法ほうを放つが、ノーザンライツの効果で全すべての援護魔法は打ち消された。ＨＰを回復させることもできない。

　ジグムンドは剣帝と名乗るだけあり、全てのプレイヤーに超ちよう越えつするだけの剣技の持ち主だった。普通であればユウマも苦戦を強しいられただろう。だが、それまでの戦いが剣帝の命を削っていた。

　その隣となりでリンカの剣が、女華に断だん末まつ魔まの悲鳴を上げさせる。

「あああああああ！　ああああああああ、わらわの国……わらわの……すべて……！　消えてしまう、いや、いやあああああーーっ」

　女華が命を奪われながら、最後の魔法を発動させた。炎ほのおの花が咲さき乱みだれる。ナツキが必死になってウェストハーツを発動させるが、プレイヤーたちが次々に倒れていく。

「貴様ァァァァーーッ」

　そして怒りに燃えたジグムンドの攻撃を受ける。だが、今のユウマに九回もの攻撃を加えることは、できなかった。ノーザンライツに脇わき腹ばらを食われ、膝を突く。ジグムンドは剣を取り落とした。

「これで、終わりか。我わが使命……我が望み、全てここで潰ついえるか。……無念だ」

　三人の王が倒れた。プレイヤーたちから元気のない歓声が上がる。今まともに立っているプレイヤーはほとんどいない。［獅子団］は全員死亡、［緋色十字団］もまともに立って動けるのはリンカだけだった。

「これでゲームクリアー……なの？」

　剣を鞘さやに納めながらリンカが呟く。

「いや……終わりじゃない」

　ユウマが首を振って答えた。三人の王は倒れた。だがディーディーは「操られていた」と言った。本来であれば、あの言葉を聞いた者たちは三人の王たちの後ろに誰かがいることを知らされつつ、到とう達たつすることができないのだろう。それでこのゲームが終わりなのかというと、おそらくはヒントとともにこれからもゲームは続く、ということになったのではないだろうか。

　だがここにはワールドエンドライツがある。

　ディーディーのいた祭さい壇だんが光を放っている。ユウマのもとに集まったプレイヤーたちは、その光をしばらく黙だまって見つめた。ウィンドウが立ち上がる。




「終末のSacrifices生け贄 of end,たちよ dedicate、最後 the lastの武 arms 器を捧げ"WORLD END よ。LIGHTS".」




「みんな、行けるよな？」

　ユウマの視線を受けた仲間たちが頷うなずく。そしてユウマはリンカを見たが、

「……残念だけど、私はもう行けない」

　リンカは悲しそうに首を振った。

「剣も使えないし、存在値がもう……なくなるの。ユウマさんたち……どうか、このゲームをクリアーしてね」

　そう告げている間に存在値がゼロになったらしく、リンカの身体が光の粒になって消えていった。




　光る祭壇は、ユウマたちが上に乗のると、力を発揮した。ユウマ、オリエ、ナツキ、エンジの四人の姿は［不滅なる双王の塔］の上部、［秘密の庭］に移動した。一瞬味わった無重力に、意識を持って行かれそうになる。ユウマは慌てて自分で自分の手を握にぎりしめた。

　さぁ、と風が流れていくのを感じた。

　色とりどりの花が咲き誇ほこる庭。それがこのゲーム「Walpurgis Nights」の最後の場所だった。赤、青、紫むらさき、緑、それらの色が表すあまりに多様な無限の色しき彩さいは、美しく永遠に咲き続ける、データの奔ほん流りゆうだ。

　見たことのあるような、無いような、特とく徴ちようのない小さな花ばかりがたくさんの色彩を載せて咲き誇っている。香かおりはなく、風が吹くたびに激しく花弁が舞う。そのため、鮮あざやかな色をした海の中にいるような心ここ地ちになる場所だった。

　金髪の魔女は、そこにいた。隠かくれてはいなかった。青い髪かみの少女がそばにいる。少女を慈いつくしむように見つめ、金髪の魔女は最後に問うた。

「レン。最後に選ばせてあげるわ。あなたがこの世界を望んでくれるなら、私は永遠にあなたを守ってあげる」

「………………」

「あなたが痛みと苦しみを望むなら、行けばいい。あなたを守るという約束を破り、私はあなたを滅ほろぼすわ」

　少女は、もはや迷わなかった。

「全部、思い出したの。私は如きさ月らぎ蓮で、あの人の妹です。どうして自分がここにいるのか分からないけれど……でも、お兄ちゃんが助けに来てくれたから、私は行かなきゃ」

　二人は近づいてくるプレイヤーたちにとうに気づいていた。レンは、ゆっくりと金髪の魔女から離れる。

「そう、じゃあ、私と戦うのね」

「…………さようなら」

　レンは、ユウマのそばに駆け寄よっていった。

　ユウマは腕を広げてレンを受け入れた。レンの頭を撫なでると、金髪の魔女に向いた。




「ようこそ、ワールドエンドライツの持ち主たちよ」

　金髪の魔女こそが囚われの姫君に見えた。花園の中で、金色の髪が風になびき、白いドレスが舞う。彼かの女じよはこの世界にたった一人残された魔女だった。

「三人の王たちを倒してここまでやって来たあなたたちならば、相応ふさわしい。この世界の新たな王にしてあげましょう。神の捨てたこの世界を支配し、繁はん栄えいさせるも破は滅めつさせるも自由……さあ、私の手を取りなさい」

　金髪の魔女は、用意された台せり詞ふを口にした。

　そしてユウマは明確に答えた。「断る」、と。

「お前も。お前が神と呼ぶあいつも。お前たちは一体、誰なんだ……？」

「………………」

　金髪の魔女の手の中に、三みつ叉またの矛ほこが現れた。

「あれを教えて、これを教えて。あなたもウリアちゃんも同じね。そして私を裏切り者と呼ぶの。……そうね、もう一度あなたの身体をくれるなら、あの世界を味わわせてくれるなら、いくらでも教えてあげるわ……！」




［金髪のThe WITCH魔女 with goディlden haiオネr, Dione］

　レベル、不明。ただし百オーバー。

　ＨＰゲージはオールグリーン。




　ワールドエンドライツの持ち主たちは、それぞれの武器の名前を口にする。四つの武器が揃そろっていても、まるで安心することはできなかった。金髪の魔女は、手にした三つ叉の矛トライデントを構え、子こ守もり歌うたのような呪じゆ文もんを口にした。

　ユウマの身体が硬こう直ちよくする。次の瞬しゆん間かん、トライデントが眼前にまで迫せまっていた。避さけようとする足ががちりと固まって動けなくなる。

「ユウマ君っ！」

　すると右斜め後ろから飛び出たオリエが、サウスオブヘヴンで矛の一撃を受けた。攻撃がそれた途と端たん、ユウマは動けるようになった。

「どうしたの、今……」

「分からない。だけど、動けなくなった」

　金髪の魔女は謎なぞめいた笑みを浮うかべている。彼女が駆く使しする［子守歌］はノーザンライツの［ステータス異常無効］すら超こえてかかるものらしかった。

　ユウマとオリエは金髪の魔女から距きよ離りを取った。

　レンがイーストブラッドを引く。矢をかけずに引くと、黄金の矢が現れる。それは弓ゆみ弦づるを引いている時間が長ければ長いほど持ち主の魔ま力りよくを吸い取り、強い攻撃力が宿るものだった。

　そしてその攻撃は外れることがない。

　金髪の魔女の身体に、容よう赦しや無なく矢が突き刺ささった。衝しよう撃げきに、魔女は苦痛の表情を浮かべた。その隙を逃さず、ユウマはノーザンライツを回転させるようにして攻撃を加えた。




「王者の矛よ、我が声に応じよ。地を這う虫どもに制裁を」




　金髪の魔女がトライデントを杖つえのように振るった。すると、そこから生まれた波のような衝撃波がユウマたちを襲った。攻撃を食くらったユウマたちに、だめ押しのように魔ま法ほうが放たれる。




「［死者のCalling t呼び声he death］……」




　キィィィィイイイアアアアアアアア！　と金切り声を上げながら、空中から骸がい骨こつのような姿をした亡ぼう霊れいが現れ、ユウマたちの周囲を飛び回った。その歯に噛かみつかれ、ダメージを食らう。レンがイーストブラッドを使い、ゴーストどもを退散させる。

「ウェストハーツ！」

　ナツキが杖の力を発動させる。ナツキを中心とした光の円が広がり、仲間たちがその光に触ふれてＨＰが回復する。

　金髪の魔女はにこりと笑った。そしてトライデントの矛ほこ先さきが、ナツキに向かう。油断していたナツキは悲鳴を上げた。

「アホッ、油断すんなや……！」

　エンジがナツキを背中に庇い、金髪の魔女に炎の魔法を放った。トライデントが炎を防ぎ、ダメージにはならなかったが、一瞬の足止めとなった。

　すかさず金髪の魔女の真ん前に飛び出したのはオリエだ。正面から金髪の魔女の攻撃を受け止める。三つ叉のひとつに槍の身を横向きにして引っかけ、押し返かえす。

「……あんただけは、許さないわ……」

「許してもらう必要など、無いわね」

　赤い唇くちびるが歪ゆがむ。そしてオリエの腹に蹴けりが入り、オリエは後ろに吹っ飛んだ。

「あのとき話したわね、あなたの槍に宿る魂たましい、今からでも解放してあげても良いのよ？」

「やめて！　姉のことを、語らないで」

「姉？　三み輪わ薫かおるに憧あこがれ、この世界で生きようとして死んだ、可哀想な人間が姉なの？　まあ、相応しいわね……」

　オリエの目の色が変わった。サウスオブヘヴンの防ぼう御ぎよ技わざを発動させぬまま、がむしゃらに攻撃を加えに行く。怒り故に単調になった攻撃を金髪の魔女は笑いながらかわした。そしてトライデントがオリエの身体を打ちすえる。

「ううっ……」

「オリエーっ！」

　飛び出していき、すかさず回復しようとしたナツキだったが、次の瞬間目の前に金髪の魔女がいた。オリエを執しつ拗ように狙ねらったのは、真の狙いを隠すためだったのだ。

「…………え」

「一人目」

　金髪の魔女はトライデントを深く構えた。そして戦闘不能となる一撃を繰り出す。狙われたナツキは動くこともできないまま、向かってくる刃を見ていた。

　間に入ったのは、エンジだった。その身体でトライデントを受け止める。ナツキには時が止まったように感じられた。エンジが、自分の代わりに攻撃を受けた。

「エンジっ！」

「あほ……、ちゃんと周りを見ろって、いつも言われとるやろ」

　間に合え、とナツキがウェストハーツの力を発動させようとする。だが、それよりもエンジのＨＰがゼロになる方が早かった。

　しっかりせぇよ、という言葉を残し、エンジが光の粒に変わった。ナツキは目を見開いたままエンジの消えた場所を見ていた。

「しっかりしろ、ナツキ！」

　続けて攻撃を加えようとしたそこで飛び出したのはユウマだ。トライデントの地面をえぐるような攻撃を、黒い刃で受け止めた。

「チッ」

　そして体勢を整えたナツキが泣きながら回復を行い、立ち上がったオリエがユウマのサポートに走った。

　レンの放つ黄金の矢が、金髪の魔女に飛んでいく。トライデントがその矢のことごとくを叩たたき落おとした。高笑いをしながら、金髪の魔女は襲いかかってくる。一番弱い者を、体勢を崩くずした者を、狙う。そしてエンジの欠落は四人には大きな痛手だった。

　トライデントの全体攻撃によって、全員のＨＰが削けずられる。ウェストハーツがなければ特に体力のないレンは死んでいただろう。

　回復が効かないユウマも、ゲージが半分以上削られている。オリエが身を挺ていして庇わなければ、戦闘不能に陥っていたかも知れない。レンが、魔女を攻撃する。そしてナツキが全員を守る。徐じよ々じよに四人の連れん携けいがつながりだした。

　ユウマ一人ならば、絶対にディオネには敵わなかった。




　風が吹き荒あれ、花弁が舞う。無限色彩の海の中、やがて金髪の魔女はユウマの攻撃によって武器を取り落とした。トライデントが砕くだけ散ちり、オリエたちが顔を輝かがやかせる。

　だがそれは、次の戦いの幕開けだった。

　金髪の魔女のＨＰゲージが示す残り体力は、三分の一以下だ。だが全く危機感などない様子で、優ゆう雅がさを漂ただよわせながら告げた。

「本当の力を見せてあげるわ」

　光を浴びて、まるでそれ自体が光を放っているように輝く金髪。ディオネは、空に向けて両手を伸のばした。その手の中に、銀色の光を固めたかのような刀身、目にも鮮やかな金色の装そう飾しよくをした剣が現れる。

「聖せい剣けんドラゴナス・ヴリュイ」

　名を宣言されたことで、剣が光を帯びる。竜りゆうのウロコで装飾された白銀の細剣は、ディオネにしか装備できない、ディオネのための武器だった。真の武器を装備することで、力が何倍にもなったように感じられる。

　追おい詰つめていたのはユウマたちのはずだ。だが、回復アイテムは尽きて、オリエもレンも疲ひ弊へいしており、ナツキも残り数回しかウェストハーツの回復が使えない状態になっていた。

「いらっしゃい」

　招く言葉に応こたえ、地面を蹴ったのはユウマだった。

　金髪の魔女は、聖剣で優雅にノーザンライツの一撃を受け止めた。

　ユウマは続けて攻撃を行う。二人の剣けん戟げきが続いた。金髪の魔女は、オリエたちに攻こう撃げき魔ま法ほうを放った。ユウマ以外、近づくことができないように。狙い通りにオリエたちは距離を取った。ユウマは一人で金髪の魔女に向かっていく。

　もう長時間は戦えない。それは双そう方ほうが感じていることだった。

「あなたの目を通して見た、あちらの世界……もう一度見たいわ。あの空気を感じたい。こんな閉じた世界よりも、もっと、もっと素す晴ばらしい場所ね。あなたの身体を手に入れたら、次は違ちがう人間の身体を浸食するわ。世界中の人間に入り込み、支配する……私は、世界の王にもなれるのよ」

　二つの剣は交差し、反発した。

「……あんたは、三輪薫じゃないんだな」

　ユウマは距離を置き、ノーザンライツを構えた。深く、低く。

「最後に聞くよ。お前は、誰だ」

　それは、次の攻撃でお前を倒すという意味だった。

　金髪の魔女は怒りに目を輝かせたが、次に微び笑しようした。この少年の戦いをずっと見続けていた。この世界におりた最初から、成長を続ける姿を、ずっと。誰の力も借りずに一人で戦い、ノーザンライツの力を高めてくれた。全ては計画の通りに進んでいると、愉ゆ悦えつを感じた。

　そして願いは叶かない、あっという間に終わった。

　全てはこの少年が発ほつ端たんで、この少年のお陰で、この少年のせいだった。礼を言うにも、恨うらみを言うにも言葉が足りない。しかもこの少年は、次の攻撃で自分を倒せると言っている。調子に乗るにもほどがあるというものだ。

　だが、愉ゆ快かいだった。だから金髪の魔女は、こたえた。




「……私は、ディオネ。三輪薫のデータを使って作られたアドバンスドチルドレン。神の代理人としてこの世界を支配するもの。世界の種子を育て、神の抱いだく幻げん想そうを真実のものとするもの」




　金髪の魔女は、聖剣ドラゴナス・ヴリュイを構えた。負ける気などいささかもない。全ての攻撃は受け止め、返すことができる。二人の周囲に白い炎が現れる。他の者たちは近づくことができない。一対一、剣と剣の戦いだ。

「神は言う。私はお前ではない、と。同じ魂から作られたものであっても、もはや私は神の一部ですらないのだ、と」

　生まれたことが断絶の始まり。

　世界ははじめから歪んでいる。

「でも、私は、世界よりも神を愛したの」
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「目覚めよArise」

　ユウマは告げた。

「我は、Extract 根源にfrom the干渉す source……」




「聖剣ドラゴナス・ヴリュイ……黒き剣を打うち砕く力を、その聖なる意志を示せ！」

　金髪の魔女が叫さけぶ。




「汝、Thou, その名、Northern極光 Lights……！」




　ユウマは、今放つことができる最高の技を使った。自分のＨＰの残りを全て奪い去る技を。金髪の魔女と初めて対たい峙じしたときに［不ふ滅めつ竜りゆうガウェイン］をけしかけられ、そして倒したのがこの技だった。

　まさか最後の最後に使うことになるとは、想像もしていなかった。だが、考えてみればノーザンライツの名前を冠かんしたこの技こそが、終末には相応しいだろう。

　オリエが、ナツキが、レンがワールドエンドライツの力を発動させる。［世界の果World Enての光d Lights］と名付けられた力が、ノーザンライツの光と同調し、ディオネに向かって放たれる。いかに聖剣と名が付いた武器だろうと、［魔女殺し］の力を打ち消すことはできなかった。

　矢が動きを止める。槍が味方を守り、杖が癒いやす。

「魔ま女じよ狩がり」と名付けられるに相応しい力を発揮する。




　剣が、滅ぼす。




　低く深く構えられたノーザンライツは、獣けものの刃やいばのように金髪の魔女の身体に食らいついた。真まっ直すぐに、容赦無く、重く。

　その力に聖剣は崩壊し、金髪の魔女の身体が横薙なぎに刈られた麦のように倒れる。

「………………」

　魔女は手を伸ばす。それでもなお、指は地面の土をかき、立ち上がろうとする。身体が光の粒つぶになって消えようとするその最後の瞬間まで。

「…………」

　は、と開かれた口から何の言葉が漏れ出ようとしていたのか。

　音になる前に声は消え、永遠に聞こえなくなった。







「……お兄ちゃん」

　レンがユウマに向かって走ってくる。この瞬間を望んでいたはずだった。レンを助けること。だが彼女は、自分はＮＰＣでありあなたの妹ではない、と断言していたはずだ。なのに、どうしていきなり「如月蓮」のような行動を取るのか。ユウマには分からなかった。

「レン」

　だが腕の中に飛び込んでくる妹を拒否するような真似ができるはずもなかった。レンは泣きながらユウマの首にぎゅっと抱きついた。

「思い出したよ。私、思い出した……お兄ちゃんのことも、全部」

「……レン」

　オリエが微ほほ笑えんでいる。ナツキが、エンジが。

　その声が聞こえなくなる。遠くに一人で離されていくような感覚。オリエが焦あせったように、名前を叫んでいる。ユウマ君、とその口が動いているのは分かるのに、声は聞こえない。徐々にその顔も白いもやにかすんで消えていこうとする。

　違う。自分が消えていこうとしているのだ。ノーザンライツは自分のＨＰを全て奪った。




［Game clear］というウィンドウが立ち上がるのと同時に、全プレイヤーの存在値はゼロとなった。ゲームの中にいる資格を失い、即そく時じに強制退出することになる。レンの重みも、熱も、声も、なにもかもが失われた。
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10章　おめでとう







　無造作に捨てられたような感覚を覚えた。

　だが、単に目が覚めただけだった。アカデミアの「Walpurgis Nights」への入り口の前でユウマは意識を取とり戻した。いつもならゲームから退出したときは、生身の身体が目覚めたのだ。

「お疲つかれ様さま、ユウマ君。ゲームクリアーおめでとう」

　すぐそばにいた誰だれかを見て、ユウマは顔をしかめた。それはご丁てい寧ねいにアカデミアの制服を着込んだリョータの姿だった。

「ゲームクリアーおめでとう。『魔女たWalpurgisちの夜 Nights』に『夜明けをDawn もたらす者bringers』……本当にその通りになったね」

「……お前、こんなところにも忍しのび込んでるのか」

「忍び込むなんて人聞きが悪い。自分で作った場所に入り込んで何が悪いのかなあ？」

「ここは学校だろ。歳誤ご魔ま化かして入るところじゃないな」

　ユウマはぶっきらぼうに言った。

「ひっどいなあ。俺が何なん歳さいかも知らないくせに」

　このリョータに関しては、かなり腹に据すえかねていた。最初の最初から騙だまされていたのだ。篠しの田だ遙はる香かに「三み輪わ薫かおるを捜して欲ほしい」と言われ、入った先では妹の姿をしたＮＰＣがいて、ノーザンライツを渡わたされ。

　たくさんの意図や悪意が入り交じり、ひどいことになっていた。身体も奪われた。そして最後の最後では、ようやく再会できたレンをおいて、一人で退出することになった。

「……お前が三輪薫だったんだな」

「そうだよ。その名前はあんまり気に入ってないから、今まで通りリョータって呼んでくれたら嬉うれしいけど……ダメかな。……あ、やめて俺のこと殴なぐろうとしないでくれる？」

　リョータは大げさにユウマの拳から身を避け、笑った。楽しそうだが、なれ合うつもりのないユウマにとっては迷めい惑わくこの上ない。戻してあげる、などという上から目線も気にくわなかった。

「お前は、なにをしようとしていたんだ。金髪の魔女も……」

「……そもそものはじめは。人がこの世界の資源を使い尽くした後でも生きていける世界を、作ろうとしたんだ。アナザー構想はね。『Walpurgis Nights』はそのオマケ。人間の精神をデータ化することに成功したから、それが生きることができる場所を作ってみようと思ったんだ。ついでに、生きている人間を放ほうり込んでみたら何かが起こるかなと思って、あのゲームを作ったんだよ」

「ふざけるなよ……遊びだったっていうのか」

「ふざけてなんかないよ。そうだね、きっかけは、如きさ月らぎ蓮れんだ。電話で話したよね。彼女はちゃんと保護されてるって、写真も送った。けど、ちょっと嘘うそをついたんだ」

　ユウマが無言でつかみかかろうとする。リョータはそのユウマの手を掴つかんだ。

「彼女は保護されているけど、健康だった訳じゃなかった。君たちがバス事故にあった日、レンちゃんはバスから転げ落ちた。そして気絶しているところ、不運なことにまた車に轢ひかれてしまったんだ。彼女のことを隠したいと考えたのが俺の、ちょっと逆らえない知り合いでね。君たち家族にはすまないと思ったけど、連れん絡らくを取らずに彼女の治ち療りようを続けた。医者が診みたとき、彼女は既すでに脳に血が行っていない状態だった。その数分間で、彼女の脳は大きなダメージを受けた。……手術は成功したけれど、目覚めなかったんだ」

　ユウマは無言でリョータの話を聞いている。

「彼女がいつ目覚めるのか、誰にも分からなかった。治療は続けたけれど、どうしようもない。だけど俺、思いついたんだ。そういう状態の人でもアナザーにダイブすれば、行動できるんじゃないかって。だけどアナザーにおいて目覚めた彼女は、なにも覚えていなかった。記き憶おく障害に陥おちいっていたらしい。それに彼女は無気力で、周囲に関心を持たず、起きていてもほとんど眠っているような状態だった。だから俺はレンちゃんに『青い髪の魔女』としての役目を与あたえて、少しでも刺し激げきになるような環かん境きようを作ったんだ。それから長い時間彼女はそのままで……自分から活動したのは、そう。君が『Walpurgis Nights』にやって来たときだった」

　あまりに荒こう唐とう無む稽けいな話に、ユウマは口を挟はさむことができなかった。

　青い髪の魔女がレンだった。だが本人の身体は意識不明の重体で、記憶障害で。妹が遭あった目を思うと、いてもたってもいられない。

「まあその頃ころには俺は管理者の仕事は辞やめてしまっていて、この身体で世界をさまよっていたんだけどね。君を見ていることも、レンちゃんを見ていることも、ディオネを見ていることも、とても興味深かった」

「ふざけるな！」

「うん。人生で一万三千二百十三回目の『ふざけるな』だ。たぶん、俺は骨の髄ずいまでふざけてるんだね。でもちゃんと約束は守る。すぐにレンちゃんは君たち家族のもとに戻るよ」

「…………」

「ユウマ君。ゲームクリアー、おめでとう」

　ユウマは二度とあの世界には入れないことを思った。一人で一いつ生しよう懸けん命めいにモンスターを狩かり、スキルを上げた。大剣を振り回まわす戦い方を研究し、実じつ践せん実じつ践せんでタイミングを覚えた。だがもうあの世界には入ることができない。

「お前はまた、あの世界に行くのか」

「……ううん、行かないよ。だってもう次の世界を作りたくてうずうずしてるんだ。『Walpurgis Nights』はプレイしていて、スキルや経験値やステータスなんかの設定が面めん倒どうだった。俺は、もっと体感的なシステムがいいと思うんだ。もっと単純でわかりやすく、なおかつ奥おくが深い。そんなゲームがもう浮かんでいるんだ」

　目をきらきらさせてそんなことを語るリョータを見て、ユウマは激しい脱だつ力りよく感を覚えた。金きん髪ぱつの魔女がここにいれば、この少年を刺したのではないだろうか。それとも泣きながら訴うつたえたか。

　神は神らしく残ざん酷こくで、そして無む邪じや気きだった。

　ユウマはリョータに背を向け、歩き出した。リョータは「あ」と声を上げたが、呼び止めることはしなかった。振り返らずに行こうと思ったユウマだったが、ひとつ忘れていたことを思い出し、後ろを向いた。

「あ、篠田遙香に頼まれてたんだった。リョータ。お前、『実は俺が三輪薫でした☆』っていうメール送っておいてやってくれ。たぶん喜びのあまり破は裂れつするから」

「あはは。それも面おも白しろいかも知れないね」

　肩をすくめたリョータ、それが最後に見た姿だった。










　アナザー接続を切って現実に戻ってきたとき、由ゆ希き菜なが部屋の片かた隅すみで正座をしていたので、優ゆう馬まは悲鳴を上げるところだった。

「あ、あ、優馬だ……本物だね。嘘じゃないんだね。いきなりオカマ口調になったりしないよね」

「ならないよ」

　ゲームの中でのことを由希菜に説明した。そしてその後のことも。もう「Walpurgis Nights」にダイブできなくなった、と告げたとき由希菜は心底ほっとした顔をした。だがそんな顔を眺めていると、由希菜は顔を赤くし、

「み、見ないでよ～。あの、優馬、ごめんね！　私、私、ちゃんと覚かく悟ごしたら謝あやまるから、そのときまで待ってて！」

などという謎の言葉を残して自分の家に駆かけ戻っていった。




　そして織おり絵えからは携けい帯たいに電話がかかってきた。優馬が無事で、もう何者にも取り憑つかれていない、と確かく認にんした織絵はほっとしていた。リョータが三輪薫だったという話には、「やだ……私、リョータ君のこと平手打ちしちゃったんだけど……」などと言ったので、ユウマは笑いを堪こらえることができなかった。

「優馬君、あの……あのとき、私の言ったこと、とか……やっ……たこと、とか……覚えてるのかな……？」

「え？　なにが」

「い、いいの！　考えないで！　絶対に思い出ださないで！　後でちゃんと、自分の口で言うから！」

　先ほどの由希菜の言動と同じく、あまりよく分からなかったが、とりあえず優馬は了りよう解かいした。

　その会話の中で週末の花火大会の話を聞き、優馬はＯＫした。ゲームもしなくて良くなったし、時間はたっぷりある。

「楽しみだね」

と織絵も喜んでいたのだが、約束は守られなかった。

　花火大会の前日、優馬のもとに父親から連絡が入った。蓮が見つかった、という。三輪薫が約束を守ったことに安あん堵どしつつ、続けて聞いた話に優馬は絶句した。

　バス事故の日、道に倒れていた蓮を助けた老ろう夫ふう婦ふがいたのだという。かれらは眠る蓮を家に連れて帰った。眠ったままの蓮が死んだ孫に似ていると感じた夫婦は、家の中で大事に蓮を守り、外に出さないようにしていた、と。だがやはり良心の呵か責しやくに耐たえかね、警察に自首したのだという。蓮は老夫婦の家から病院に運ばれた、とのことだった。

　説明に腑ふに落ちないものを感じつつ、優馬はすぐにイギリスに飛んだのだった。
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11章　……会いたかったよ







　そして、数すうヶか月げつ後。




「わーん織絵ちゃんどうしよう、リボンが一個なくなってたんだよ」

　行き慣れていない場所にいてドキドキしている織絵と比べ、由希菜はいつも通りだった。ふわふわの髪の毛けを結んでいるリボンが、確かにひとつなくなってしまっている。だが、空港はあまりにも広い。どこに落ちたか分からないリボンを探しに行くと、おそらく迷ってしまうだろう。

「ああ、もういいや。リボン外しちゃお。織絵ちゃんは今日も可愛かわいい服だねぇ」

「そんなこと……ないよ。由希菜ちゃんの方が」

「いいえ私が一番」

　そして由希菜同様、夏なつ希きもいつも通りだった。

　由希菜はリボンのついた白いワンピースで可愛らしく、夏希はニットワンピースでそこはかとなく色気が漂う。織絵はやはり紺こんは地味だったかも……とため息をついた。前にも似たようなことで悩なやんだような気がする。

「でも優馬君、数ヶ月の間に身長とか伸びてかっこよくなってたらどうする？　というか正直なところどうなの、あんたたち二人のどっちがつきあうの？　まさか二人ともとか言わないよね？　そのときは私も参加していい？」

　ぶー、と由希菜があっさり駄だ目め出だしをした。

「そんなこと言ってたって、円えん児じ君に連絡するぞ。私、メールアドレス知ってるんだもんね」

「ちょっ、なっ、なにをおっしゃいますやらぁ。私があのたこ焼き野郎と何の関係があるかって言うと、そんなもんありはしないという関係なのよ？」

「夏希ちゃん、汗あせかきすぎだよ」

　夏希の直ちよく撃げき質問も、この二人の前にはあっさりスルーされてしまった。

　どちらが、なんてこっちが知りたい。と織絵も由希菜も思っていた。

　遠くに離はなれても、アナザーでなら、アカデミアでなら会えると考えていた織絵だが、期待はあっさり裏切られた。優馬はイギリスで学校に通うことになったのだ。メールだけのやりとりも忙いそがしさのせいで間遠になり、写真が欲しいとお願いすることもできず。

　由希菜と織絵は似たような状じよう況きようにあり、「私たちってもしかして親友じゃない？」と手に手を取り合う恋敵ともとなっていた。

「……だけどね。つきあうとかそういう以前の問題としてね。もっと重要かつ重大な問題があってね……」

と由希菜が口ごもるのが、なんのことか分からず織絵は首を傾かしげた。

　それが彼の一番そばにいる少女のことだとは、予想だにせず。




「……あ」

「どうしたの、お兄ちゃん」

　飛行機から降りて、スーツケースを転がしながら長々とした道を進んできた。ショッピングモールを抜ぬけていけば、待ち合わせの場所に着く。

　旅行者たちと何人もすれ違う。誰かの肩にぶつかり、優馬は電源をつけようとした携帯を落としてしまった。慌あわてて拾い、電源をつける。

　すぐにいくつかのメールを受信した。確認すると、それは友人たちからのものだった。

　一つは帰国を伝えた円児から「今度東京に行くから、会おう」というものだった。それにはすぐに返事を返す。

　そしてこの数ヶ月、何度も何度もスパムメールのように連絡をよこしてくるのは篠田遙香だった。三輪薫は結局彼女に連絡をよこさなかったらしく、「リョータが実は三輪薫だった」という話を優馬から聞くことになった彼女は、超ちよう弩ど級きゆうの悲痛な苦しみに悶もだえ苦しむことになった。

「リョータ君なら、リョータ君なら私何度も何度も連絡取り合って、メール交こう換かんして、電話も話したのにぃぃ！　どういうこと、どういうわけ、どういうなんなの、優馬君の話聞いても私さっっぱり理解できないんですけどおおおおお」

と毎度毎度の暑苦しさで、優馬に説明を求めるのだった。三輪薫の行動など優馬にもさっぱり理解できないことは同様だったので、自分の代わりに別の人を紹しよう介かいした。

　田た宮みや崎ざきルカ、という人物と優馬が会ったのはアナザーでのことだ。黒くろ髪かみの魔女の面おも差ざしそのままの美女で、連絡を取ってきた彼女は優馬と蓮の無事を知って安堵していた。

　ルカは三輪薫に対する怒りに燃えているので、遙香とは温度差があるだろうが、二人の目的は「三輪薫捜し」で一いつ致ちしている。もしかしたら、努力が実ることもあるかも知れない。

　なんだかんだでアカデミアには数ヶ月行っていないが、円児のメールには「『Walpurgis Nights』にダイブできなくなったってしばらく騒さわいでる奴やつがいたけど、すぐに静かになった」とのことだった。今ではあのゲームはなかったことになっているらしい。

　だがあの世界の空気を感じた者が、すぐに忘れ去ることができるはずもない。［獅子団］のヒロシも、［緋色十字団］のリンカも、あそこで出会ったプレイヤーたちはみな、今も鮮やかに覚えているだろう。優馬と同じように。

「お兄ちゃん？」

「ああ、ごめん。友達が迎むかえに来てるって」

　最新のメールは二通。一通は由希菜からの「来てるよ」というのと、織絵の「待ってます」というものだった。二人に会うのは久しぶりだ。もっと早くに帰ってこれると思っていたが、結局今日になってしまった。

　待ち合わせ場所は、ショップのすぐそばだった。

　優馬は、視界にきょろきょろしている少女たちを見つけた。




　名前を呼ぶ声が聞こえた。

　三人の少女たちはそちらを見ると、記憶よりも少し背の伸びた優馬がいた。スーツケースを引きながら、三人を見つけて手を振っている。そしてそのそばには、夏希風に表現すると「超弩級の美少女」がいた。

　青い髪の魔女、いや、如月蓮だ。兄のそばにいて、とても幸福そうに見える。

「久しぶり、三人とも。元気だった？」

「うん！　もちろん、元気だったよ！　優馬久しぶりだねぇ、背が伸びたね！　話すこといっぱいあるよ」

「優馬くんは、元気だった……？」

「ああ。蓮、話したよな、お前を助けるために手伝ってくれたメンバーだ」

「…………こんにちは……」

　蓮は前に立っている織絵をじっと見つめた。その視線に織絵は少し戸と惑まどった。まるで「サーチ」されているような心地になる。

　そして織絵の隣から由希菜が飛び出した。

「久しぶりだね蓮ちゃん！」

「由希菜ちゃん、会いたかった」

　二人はひしっと抱き合あった。

　その隣で、織絵は優馬を見上げた。

「……会いたかったよ、優馬君」

「ああ、俺も……どうした、蓮？」

　由希菜の腕から抜け出した蓮が、優馬の腕を取りぎゅっと握り、

「早くうちに帰りたいな」

とねだった。織絵に向けた笑え顔がおが「兄との一対一の会話はご遠えん慮りよ下さいね」と告げている。そして微び妙みような位置取りで織絵からも由希菜からも優馬を引ひき離す。例外はないらしい。

　負けられない、と織絵と由希菜は目配せしあった。

「あのね！　うちで歓かん迎げい祝賀パーティーをしようと思って、料理とかケーキとか用意してるんだよ。織絵ちゃんと一いつ緒しよに焼いたんだ。二人とも、来てくれる？」

「ありがとう由希菜ちゃん！　お兄ちゃんは疲れてるから、私だけお邪じや魔まします」

「うふふふ、優馬も来てくれないと寂さびしいじゃないー」

　織絵は、由希菜から聞いた通りの蓮の兄好きっぷりに恐おそれをなした。これは、そんじょそこらの恋敵よりも、よっぽど強敵だ。もはやどちらが優馬とつきあえるか、という段階ではない。この強敵にどう立ち向かうかが一番の重要事だ。

　だが、優馬がここにいる。

　それだけで、笑みがこぼれてしまう。
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「あれ」

　不意に声を上げた優馬に、

「どうしたの？」

と牽けん制せいし合う少女たちが問う。優馬は胸ポケットに入れていた携帯を取り出した。メールが届いていた。

　件名はInvitation招待状、そして本文には、Welcome to th新しいヴァルプルe New "Walpurギスナイツにおgis Nights"こしくださいねとあった。

「……………………あいつ…………」

　言葉にならなかった。胸の中でなにかが溢あふれて爆ばく発はつしそうだ。そこにいるのはリョータか、ディオネか。怒ど鳴なりたいような、歓かん声せいを上げたいような。優馬は携帯を握りしめた。そしてふっと肩の力を抜くと、優馬は笑った。

「どうしたの、優馬君？」

　……一緒にギルド、作らない？

　前にそう告げたのは織絵だった。




　次は優馬の番だった。







あとがき







　こんにちは、花房牧生です。ワールドエンドライツ、四巻をお届けします。

　三巻が出た頃ころ、人生で初めてヨーロッパに足を踏ふみ入いれて参りました。イタリアに一週間ほどです。今までいろんなファンタジー小説を書いてきましたが、本場です、本場。

ミラノ、ヴェネチア、フィレンツェ、ローマ……と巡めぐりまくる結構な強行軍で、靴くつの中で足が血まみれになったり、途と中ちゆうでカメラの充じゆう電でんが切れたりしました。入念な準備が大事ですよね！

　それはともかく、私わたしはアレについて語りたいです。

　……そう、イタリアのトイレについて。

　イタリアの公衆トイレは、入り口にいる人に一ユーロから二ユーロほどのチップを払はらって入ることが多いです。それはいいんですが、なぜか……なぜか便座がない。全すべてとは言いませんが、無いことが多かった。腹筋を鍛きたえるがごとくに用を足すことになります。あれは割れてなくなったのか盗ぬすまれて無くなったのか、気になるところです。

　そして忘れもしないヴェネチアのトイレで、なんと扉とびらが開かなくなりました。ツアーの待ち合わせ時間が五分後に迫せまる異国の地で、半泣きで扉を叩たたく私。日本人、ヴェネチアのトイレに散る、などとどうでもいい文章が浮うかぶ私。

「ヘルプー！　ってイタリア語でなんというんだっけ、じゃなくて助たすけてぇぇ」

と叫さけんでいると、何な故ぜか扉の向こうから、笑い声が。扉を蹴けり倒たおそうとしたところで、無事掃そう除じのおじさんに救助されました。なんかすごい怒おこられましたが……（「鍵かぎはこうやったら開くんだ！」とイタリア語で言われたので、「全然まったく開かなかったっ！」と大おお阪さか弁べんで返しました）

　日本の空港で「日本のトイレになら五百円払う……」と泣き濡れた次第です。

あとイタリアの土地ならではの、魔ま女じよのようなおばあさんも目もく撃げきしました。遺跡のような場所で、小さな家の前で旅行者たちを「おいでおいで」しているおばあさん……場所の雰ふん囲い気きも相まって、気分はヘンゼルとグレーテル。後で添てん乗じよう員いんさんに聞いたら「庭を見せてやるからチップ頂ちよう戴だい」と言っていたそうなのですが、誘さそいにのったら家の中で魔ま術じゆつの材料にされるかと思いました。目の色が水色っぽい薄うすい色で、あれはあちらの人ならではの迫はく力りよくでしたね……。

　そんなこんなで、色々なお城や教会を巡り、充電をしてきました。ヴァチカンの聖堂のところで「スリに注意して下さいね！」と言われ、なんで教会にまでスリがいるんだよー！　と叫んでみたり。外国人ツーリストたちはみんな身軽でおしゃれなのに、私はカバンを下げてから上着を羽織ったりして、なんだか妙みような重装備でした。

　それもこれも作品に生かせればいいなあ……と遠くを見つつ。イタリア最高でした！




　あと近きん況きようとしましては、教習所に通い出しました。私みたいな日常に妄もう想そう……いえ想像がはみ出してる人間は免めん許きよ持っちゃいかんと思ってたんですが、なんとなく……勢いで。隣となりに座ってる教官が手を伸のばし、助手席からのハンドル操作でＳ字の道を進んでいくので感動します。

　私もいつかそんなスーパーなドライバーに……でも、でも、外を走りたくない。一生教習所の中をくるくる回っていたい。そんな願いが、意外なまでに真しん剣けんです。ほんとに免許取れるんでしょうか私。




　今回も読んで下さった皆みな様さまには、最大級の感謝を！

　ではでは、願わくば、次のお話でまたお会いしましょう。


平成二十二年　十二月


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




花房牧生先生／植田 亮先生
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